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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　二十三歳になったばかりのエリスの人生は、なにかと受難が多い。

　最初の災難は隣となりの家で火事が起こり、そのもらい火で生家が全ぜん焼しようしたことだった。エリスが生後三か月のころの出来事なので記き憶おくにはないけれど。移り住んだ家も八歳のときに洪こう水ずいで流され、さらに次の家は、アルカナ・グランデ帝てい国こく軍が実行する大規模な魔ま物もの狩がりに巻き込まれて倒とう壊かいした。だからエリスは今も帝国軍が大だい嫌きらいだ。

　そして三年前の春、忘れもしない二十歳はたちの誕生日──事業に失敗した父親が、病弱な母親と幼い弟てい妹まいを残して蒸発した。

　悔くやしさと情けなさで、エリスは生まれて初めて声をあげながら激しく泣いた。しかし泣いたところで一枚の銅貨さえも得られない。三人の家族を飢うえさせたくないから、通っていた美術学校を辞やめ、服ふく飾しよくデザイナーになる夢も諦あきらめて、仕事を探しはじめた。

　地方の小さな町で実入りのいい仕事を見つけるのは難しい。エリスは列車の切きつ符ぷを片道分だけ買って始発で帝都へ行き、まっすぐ職業紹しよう介かい所へ向かう。

「住み込みで、今日か明日から働けて、給料の高いところ、お願いします……」

　窓口の係員は小太りの男でひどく不ぶ愛あい想そうだった。希望の条件に当て嵌はまる仕事はわずか二件で、エリスは係員が提示してきた二枚の用紙に食い入るように視線を落とす。

【ビングリー駐ちゆう屯とん地ち内の食堂／皿洗い：十六歳～二十歳】

【結社ドラゴンギルド／バトラー急きゆう募ぼ：魔物人間不問】

「帝国軍の駐屯地？」

　大嫌いな帝国軍で働くなんて、どれだけ金を積まれても御ご免めんだ。結局エリスに与あたえられた紹介先は一社のみということになる。それも、世界最強の魔物が集つどう、帝国で最も有名で且かつ謎なぞに満ちた結社──。

　ごくりと唾つばを飲む。竜りゆうを見たのは三度で、いずれも遠方を飛ぶ小さな姿だった。人々は魔物を怖こわいものと思い込んでいるが、エリスは帝国軍に家を破は壊かいされた恨うらみはあっても、魔物に傷つけられた経験は一度もない。

　なにより金が必要だった。

「急募って書いてる。……ってことは誰だれかが急に辞めちゃったのかな。即そく採用ですかね？」

　縋すがる思いで訊たずねると、小太りの係員は至し極ごく面めん倒どうそうにつぶやいた。

「ここは創立から三十年間、ずっと【バトラー急募】だ」

　それは、いったい、どういう意味なの──不ふ吉きつめいた言葉と、発行してもらった紹介状だけを手に、エリスは恐おそる恐るドラゴンギルドの装そう飾しよく豊かな正門をくぐる。

　採用面接をしてくれたのは、片かた眼鏡めがねをかけた同どう年ねん輩ぱいの青年だった。

「ほう。紹介所から来るのは久しぶりだな。いいぜ、今日から働け」

「あっ……ありがとうございます!!　よろしくお願いします！」

　予想通り即採用され、しかしその日のうちに辞めたくなった。

　間近で見る竜たちが、想像していたよりも遥はるかに巨きよ大だいで怖い。そして、美人で華きや奢しやな筆頭バトラーは竜以上に恐ろしく、まるで悪魔サタンのようで、要領の悪いエリスを滅め茶ちや苦く茶ちやに𠮟しかりつけてくる。

　軽けい率そつにサインしてしまった、悪魔との契けい約やく書──もとい、雇こ用よう契約書の一行目には、猛もう毒どくである竜の血に触ふれて死んでも、竜に踏ふまれて圧死しても、本人と家族は労働基準監かん督とく署しよに訴うつたえられないと明記されていた。

　でも竜の意思で僕が頭からばりばり食べられたら、ギルドは母さんに見み舞まい金きんくらい出してくれるんじゃないかしら──淡あわい期待を抱いだき、リーゼに怒おこられながら働いていると、信じられないことに一年が過ぎた。

　エリスは服飾の知識やセンスを買われ、軍服と制服の管理を任されるようになる。

　竜たちのことも、身体からだの大きな寂さみしがり屋だとわかると怖くなくなった。

　サリバンに「お買い物行こー」と誘さそわれて帝都の中心街へ出かけるのは楽しいし、シーモアがにこにこして丸いケーキを食べているだけでエリスも嬉うれしい。飼育小屋へ行くたび幼生体のジェイドに小川の水をかけられるのはちょっぴり憂ゆう鬱うつで、フォンティーンの〝眠ねむい眠い地じ獄ごく〟は猛もう烈れつにつらいけれど。

　三人の中ちゆう堅けんバトラーは仕事ができて格好よくて憧あこがれる。二年も先輩のオリビエは、同い年で気が合うから同期みたいに接してくれる。アナベルとメルヴィネ、可愛かわいい後こう輩はいもできた。

　危険な作業が多いバトラーの給きゆう与よは高く、宿舎暮らしのエリスは必要ないため、毎月ほぼ全額を母親へ送っている。妹と弟からは元気に学校へ通っている旨むねの手紙が届く。

　生後三か月目の家屋全焼から二十三年。ドラゴンギルドで働いて三年。エリスの受難はようやく終わったのだ。

　そう思ったのに──。







「ハッ……、ハァッ。──エリス……」

「うわぁーっ！」

　帝てい国こく暦れき一八七四年──。春の盛りの飼育小屋では白しろ薔薇ばらやイフェイオン、色しき彩さい豊かなルピナスの花か穂すいが陽光を受けて煌きらめいている。約八か月前、魔ま狼ろうたちによって破壊されたが、それを思い出させるものは残っていない。

　風が緑葉を揺ゆらして、さわさわという耳に心ここ地ちいい音が鳴る。小川のせせらぎと、柔やわらかな若草の絨じゆう毯たん、咲さき誇ほこる色とりどりの花々。楽園のような飼育小屋でエリスは突とつ如じよ、風竜シルフイードの裸ら体たいに伸のしかかられた。

「ジェイド！」

　長ちよう軀くに押し潰つぶされながら、アルカナ皇帝マリーレーヴェ三世の戴たい冠かん式しきに参列した帰り道のことを思い出す。ジェイドは幼生体にもかかわらず、大人の男であるエリスをひょいと抱だき上げて言った。

『おれ、もうすぐ成体になるから。最近ずっと鱗うろこが痒かゆくて骨も痛いんだ、アンバーが成体になったときみたいに』

『えー！　そういう大事なことはまずリーゼさんとジュストさんに言って！』

　驚おどろくことに、この会話を交かわした翌日──つまり今日、時刻は午後四時二十分、ジェイドは宣言通り成体のシルフィードになった。

　大きな身体を震ふるわせて唸うなり、キシッキシッと鱗を鳴らし、翡ひ翠すい色いろの涙なみだと激痛を伴ともなって初めて人型に変容したジェイドは、エリスの首くび許もとに鼻先を埋うめるようにして倒たおれている。心配でしかたないのに顔を見ることができず、ぐったりした裸体は物もの凄すごく重くて抜ぬけ出せない。

「フェアリーっ、お願い、誰か呼んできて！　できれはリーゼさんとジュストさん！　ジェイドが成体になったって伝えて！」

「ウンッ。連れてくるっ、待っててね！」

　フェアリーが慌あわてて飼育小屋を出て行き、メフィストが「じぇいど、へんしん、した！」と瞳ひとみをきらきらさせる。

　己おのれの不ふ甲が斐いなさに涙が滲にじんできた。アンバーが成体に変化したときは、リーゼもサージェント法務将校もオリビエもいたのに。ジェイドのそばには頼たよりないエリス一人だけで、気が動転したエリスは碌ろくに鱗も撫なでてやれず、彼に怖い思いをさせてしまった。

「ジェイド、大だい丈じよう夫ぶっ？　どこか痛いとこはない？　おなかや頭は？　骨は？」

「ん……。平気」

「ほんと？　あぁ、よかった！　フェアリーがすぐ」

　リーゼさんたちを呼んできてくれるからね──そう言って安心させたかったのに、息を吞のんでしまう。

　ゆっくり顔を上げたジェイドと、視線が重なった。

　獅し子しの鬣たてがみに似た豊かな金髪ブロンドがエリスの頰ほおを撫でてくる。

　揺れる長いまつげと、整った鼻び梁りよう。眦まなじりには美しい翡翠色の鱗が煌めく。

　痛いくらいに、どきっと胸が高鳴った。形の綺き麗れいな唇くちびるが間近に迫せまる。互たがいの吐と息いきが唇にかかる至近距きよ離りで、ジェイドが口を開いた。

「おれ……、おれはエリスを──」

　そのとき複数の声が聞こえて、エリスは咄とつ嗟さにざわめきのほうへ顔を向けた。

「ジェイドーっ！」

　満面に笑えみを浮うかべるアンバーが、ダダダッと物凄い速さで走ってくる。ジェイドに飛びついた瞬しゆん間かん、エリスにも重みが加わって、「おふっ」と声が漏もれた。

「成体になったあ！　すごいっ、すごーい！　嬉しい！」

「ははっ！　お待たせ、って感じ？」

　飼育小屋で長く一いつ緒しよに過ごした、仲よしの土竜ゲノムスと風竜シルフイードの兄弟は頰をぐりぐり寄せ合う。本社に滞たい在ざい中のリシュリー、フェアリーと手をつないだジュスト、そしてリーゼが駆かけつけた。

「わぁ、なんて美しい竜なんだろう……！」

「ジェイドおめでとう！　すっごく綺麗！　世界一綺麗なんじゃない？　ねえっ、ボス！」

「ああ！　こいつは素す晴ばらしい！　ジェイド、まさに神秘の造形だ！」　>>>♥

　大人たちがなぜ興奮しているのかわからないようで、ジェイドはきょとんとする。ジュストまで抱きつき、さらに重みが増した。

　竜が幼生体から成体へ変化する瞬間は歓かん喜きと感動に満ちあふれていて、立ち会えるのは極きわめて稀まれで、皆みなが高こう揚ようするのも本当によくわかる。でもエリスは我が慢まんできずに言ってしまった。

「……あの。僕、ずっと下した敷じきになってます。助けてください」







　ジェイドが成体に変化したという吉きつ報ぽうは一瞬で結社じゅうに伝わった。そこから約一時間が過ぎた、午後五時三十分──。巻き尺とクリップボードを持つエリスは、やや重い足取りで医務室へ向かっていた。

　人の姿のジェイドと初めて目が合ったとき、なぜ激しく胸が高鳴ったのだろう。

　ついさっきまで幼生体で、いつも通り膝ひざ枕まくらをねだり、エリスの腰こしに前まえ脚あしをまわして気持ちよさそうにまどろんでいたのに。

『おれ……、おれはエリスを──』

　あんな真しん剣けんなまなざしをするなんて思っていなかった。ジェイドはなにを言おうとしたのだろうか。

　医務室に着いたエリスは頭をぶんぶん振ふって雑念を追い払はらい、引き戸を細く開けて室内の様子をうかがう。にこにこ顔のサリバンとガーディアンとオーキッドが、同じ竜種の弟を囲んでいた。

「ジェイドったら、ずいぶん派手な仔こだったんだねえ」

「おれって派手なの？　さっきまで執しつ務む室ってとこにいたけど、リーゼもずっと言ってた気がする。神秘の造形だとか、煌びやかだとか、なんとか」

「シルフィードはみんなだいたいこんなものだろう」

　ガーディアンの言葉を盗ぬすみ聞きしたエリスは、口をへの字に結んで首を横に振った。

　火竜サラマンダー、水竜オンデイーヌ、土竜ゲノムス、風竜シルフイード、雷竜ヴオルト──竜母神ティアマトーの息むす子こたちは五種類に分けられ、シルフィードは気まぐれな性格の美男子が生まれやすいと聞いた。でも、ジェイドの派手さと美び麗れいさは常じよう軌きを逸いつしているのではないかと思う。

　今から身体計測をおこなうが、ジェイドの身長はガーディアンやサリバンと同じで、十五テナー（約二百センチ）ある。腕うでも脚あしも長くて筋骨隆りゆう々りゆうで、人型をとれるようになった竜が最初に着るスモックが、びっくりするほど似合っていない。

　エリスの服ふく飾しよく好きの血が騒さわぐ。ジェイドなら軍服はもちろんのこと、ウェスト・コート姿も似合うし、流行はやりの生き地じで仕立てた三つ揃ぞろいだって着こなせるに違ちがいない。

　小こ柄がらのオーキッドが爪つま先さき立だち、弟の髪かみをいじる。

「髪はぼくたち四機の中で一番くるんくるんだねっ。竜よりライオンの鬣っぽい！」

「オーキッドとアンバーって、思ってたよりちびだった」

「アンバーは知らないけど、ぼくはこの可愛い体型をキープしてるの！　丸くなったり、ジェイドみたいに急にのっぽになったり、そんなの絶対やだもん」

　オーキッドたちと話しているあいだに身体計測を済ましてしまおう。エリスは引き戸をガラッと開けて四機のシルフィードに駆け寄った。

「軍服の手配するから、身体計測を……」

「あっ、エリス、お仕事の邪じや魔ましてごめんね」

　ここにいてくれていいのに、ガーディアンたちは「またあとでな」「食堂で待ってるねぇ」と手を振り出て行く。医務室にはジュストもいるけれど別室のラボラトリーで作業していて、たちまち二人きりになってしまった。

「どうしたの」

　ジェイドは長軀を屈かがめ、二・三テナー（約三十センチ）の身長差を一気に縮めてエリスを覗のぞき込み、必要以上に美しい顔面をぎりぎりまで近づけてくる。ほかの竜にそんなことをされた記き憶おくがなく、またドキッとして頰が熱くなった。

「は、測れないでしょっ、まっすぐ立ってて！」

「うん。わかった」

　ジェイドは協力的で、椅い子すに座ったり、また立って腕を上げたりしてくれる。エリスは身体からだのあちこちを採寸し、クリップボードに挟はさんだ紙に書き込んでいく。大だい腿たい囲を測るために、しゃがんでスモックの裾すそを少し持ち上げ、腿ももに巻き尺をあてたときだった。

　裾が揺ゆれて、竜の生せい殖しよく器がビンッと弾はずみ出た。

　まったく想定していなかった強きよう烈れつな光景と、血管の浮き出た長大な茎くきが別の生命体に見えて、エリスは「ぎゃあ！　バケモノ！」と絶ぜつ叫きようし、ドテッと尻しりもちをついた。

　見上げれば、凶きよう器きみたいな男根の向こうでジェイドが得意気な顔をしている。

「おれ、これ知ってる。ペニスが勃ぼつ起きするって言うんだろ？」

「助けてくださいジュストさんッ!!」

　命いのち懸がけで悲鳴をあげると、ジュストが急いでラボラトリーから出てきてくれた。

「どうしたのっ？　──あれれ、ジェイドもう勃起しちゃったの？　早いなあ、成体になって二時間も経たってないよ」

「おれのせいじゃないって。エリスが太ふと腿ももに触さわったせいで勃起したんだよ。サリバンとガーディアンが言ってた通りだ、痒かゆいし、すごいむずむずする。これを魔物や人間の濡ぬらした孔あなに入れてこすったら抜ばつ群ぐんに気持ちいいんだって。おれ、エリスの孔に入れたいな」

「そういうことばっかり先に教えるの、シルフィードのお兄ちゃんたちらしいよね」

「おれの最高に気持ちいいは〝バトラーの膝枕で日向ひなたぼっこ〟なんだけど、孔にペニスを入れてこするのって本当に日向ぼっこより気持ちいいのかな？　おれはまだ疑ってるんだ」

「あははー、ジェイドってば色気たっぷりの綺麗な貌かおして可愛かわいらしいこと言うねえ。そういうとこ大好き」

　肩かたを揺らして笑うジュストの背に隠かくれ、エリスはぶるぶる震ふるえた。

　絶世の美び丈じよう夫ふの中身はまるで幼生体で、日向ぼっこの心ここ地ちよさと性的快感を真剣に比ひ較かくする無む邪じや気きさが恐おそろしくてたまらない。エリスを巻き込むのだけはやめてほしい。

　ジュストは耳が蕩とろけるような甘い声で、しかし若い竜を強く窘たしなめた。

「勃起したからって、勝手に誰だれかの孔に入れちゃだめだよ。もちろんエリスのおしりの孔に入れるのも絶対だめ。ボスが怒いかり狂くるって、鉞まさかりでジェイドのペニス叩たたき潰つぶすからね」

「なにそれ、ひどすぎない？　リーゼってそんな凶きよう暴ぼうだったっけ。今までみたいにエリスに膝枕してもらうのはよくて、孔に入れるのはだめなんだ？　なにが違うんだろ……同じじゃないの？」

「同じじゃないよ。違いは、怖こわいかどうかだよ。竜には難しい話だけど聞いてね、膝枕をするのは平気でも、孔にペニスを入れられるのを怖いと思う仔はたくさんいるの。ボスはジェイドのこと溺でき愛あいしてる。でも、きみは成体の竜だ。勝手に誰かの孔にペニスを入れて、その仔の身体と心を傷つけるような真ま似ねしたら、ボスは本当に鉞を持ち出すよ。脅おどしじゃないからね、気をつけて」

「えぇ……。難しいな……」

「萎なえちゃったね。でもそれが人型のときの普ふ通つうの状態だよ。軍服を着て任務することも増えていくから、今の感覚をよく憶おぼえていてね」

「はぁい……」

　ジェイドが拗すねた声で返事をして、ジュストはにこっと笑う。

　知的で淫みだらな中ちゆう堅けんバトラーは、感覚のずれた竜たちから放たれる、あらゆる猥わい言げんや交こう尾びの話を快く受け止め、優やさしく答えて導く。竜の勃起した性器を見ても当然いっさい動じない。オリビエ、エリス、アナベル、メルヴィネは敬意を籠こめてこれらを〝ジュスト技ぎ巧こう〟と呼ぶ。名づけたのはエリスだ。

　ジュストはエリスが本気で怯おびえていると察し、残りの身体計測に立ち会ってくれた。そうしてジェイドの頭から爪つま先さきを眺ながめては「うぅん、イイ雄おす！」と感かん嘆たんして唸うなる。

「見れば見るほど綺き麗れいで最高にイイ雄。ボスもすっごくご機き嫌げんだもんね。髪の量がほかの仔たちよりちょっと多いかな？　それもセクシーで可愛いけど」

「ボリュームありますよね。軍ぐん帽ぼうをかぶるとき以外はハーフポニーテールにしようかな。三つ編みを何本か作ってお洒落しやれにして……」

　退たい屈くつそうに座っているジェイドの金髪の上半分を、角にぶつからないよう左右から搔かき上げて後頭部の高い位置で束ねる。髪を適当に掬すくい、数本の細い三つ編みを手早く結ゆう。

「わぁっ、素す敵てき！　似合ってる！　さすがエリス」

「どんなの？　見たい」

　ジェイドは全身が映る鏡の前へ行き、束ねられた髪をちょんちょんと触ったり、腰を捻ひねって後ろ姿を確かく認にんしたりして、最後に首をかしげた。

　スモック姿の大男へ愛情のまなざしを向けていたジュストが言う。

「僕、ボスのところへ行くね。アンバーちゃんが成体になったときと同じ流れでお願いしていい？　食堂と、バスルームの使いかたと歯は磨みがき。巣はキュレネーの隣となりが空いてたよね」

「……はい」

「あはは、安心して、強めに言っておいたから、今日はおしりにジェイドのペニス入れられることはないよ」

　ジュストさん、『今日は』ってなんですか──凄すごく訊ききたいけれど訊けない、ちっとも安心できない台詞せりふを残して、魔物専門の医師は筆頭バトラーの執しつ務む室へ向かった。

　食堂では竜りゆうの兄弟とバトラーとコックたちが、ジェイドが来るのを待ってくれていた。

「ジェイド、おめでとう！」

「わぁ……格好いいなあ！」

「なんか、すげえ派手じゃねえ？」

「ほんとだー、髪だけじゃなくて顔もきらきらしてるね」

　たちまち兄弟とバトラーの輪ができる。いつも幼生体を世話しているメルヴィネやアナベルは嬉うれし涙なみだを拭ぬぐっていた。

　シャハトとキュレネー、アンバーたちとテーブルを囲んだジェイドは、「僕のミートボールあげる」「これ美味うまいぜ」と、兄竜がどんどん盛る料理をもりもり食べていく。

　楽しく夕食をとったジェイドだが、自身の巣に入った途と端たんつまらなそうな声を出した。

「棚たなが全部がらがら」

「うん、これからジェイドの好きなものでいっぱいにしていくんだ。本とか、きらきら光る雑貨とか、町や鉄道の小型模型ミニチユアなんてどう？　サリバンもガーディアンもオーキッドも、シルフィードはみんな帝てい都との中心街へ遊びに行って買い物をするのが好きだよ」

「買い物か……。おれは風がよく通る芝しば生ふとか、いい匂においがする花の木が好きだな。でもエリスが街のほうがいいなら、街へ行く」

「いや、そうじゃなくて、竜の行きたいところに僕たちバトラーが同行するんだよ……」

「ふぅん」

　二人きりになると調子がおかしくなってしまう。でもこれはジュストから任された大切な仕事だった。気持ちを切り替かえたエリスは、持ってきた籠かごを絨じゆう毯たんに置き、軍服やシャツを取り出してソファに並べる。

「今日は疲つかれただろ？　シャワーを浴びて早めに休もう」

「シャワー？　水浴びのことだっけ。どこにあんの、教えてよ」

「うん。バスタオルと歯ブラシを持ってね、バスルームはこっち」

　広いバスルームには全身が映る縦長の鏡がある。まじまじと覗き込んだジェイドは片手を頰ほおに添そえてつぶやいた。

「さっきもバーチェスとシャハトに言われた。おれの顔ってそんなに派手……？」

　スモックを脱ぬいでバスタブに入るよう伝え、バルブをひねる。温かいシャワーが竜の裸ら体たいを濡らし、もくもくと立ち上った湯気が風ふ呂ろ場ばに広がっていく。

　バスタブに溜たまりはじめた湯をパシャッと打つ姿が、飼育小屋の小川で水浴びをする幼生体と重なった。

「成体になったんだし、もう僕に水をかけたりしないでよっ」

　おどけたエリスにジェイドも面おも白しろがって、ごく少量の湯をかけてくると思ったが、違ちがっていた。おとなびた声で「水？　もうかけないよ」と言い、ふっと笑う。

　ジェイドはバスタブの縁ふちに片かた腕うでを乗せた。

　隆りゆう起きした筋肉と、美しく輝かがやく翡ひ翠すい色いろの鱗うろこ。

　金色の長いまつげも、形の整った唇くちびるも、一様に水すい滴てきを纏まとう。

　大きな手で濡れたブロンドを搔き上げるその仕草が、ひどく艶なまめかしい。数時間前まで幼生体だったとは思えないほどに。

　顎あご先さきから雫しずくが滴したたり落ちる。ジェイドはわずかに表情を硬かたくしたようだった。

「おれ、もっと早く成体になりたかったんだ。今日でも遅おそいくらいだ。夏に飼育小屋が壊こわされてメフィストが攫さらわれてから、毎日『成体になれ！』って強く思ってきたのは、自分の手でエリスを守るためだよ」

「僕、を……？」

「うん。あのとき、エリスたちが怖がってて、フェアリーが大泣きしてても、おれはなにもできなかった。なんでおれは幼生体なんだって、めちゃくちゃ悔くやしかった。リーゼや兄弟はもう忘れたかもしれないけど、おれは、自分が弱かったせいでちびが攫われたことも、飼育小屋が壊されたことも絶対に忘れない。エリスたちに、あんな怖い思い二度とさせないから」

　真しん剣けんな思いとまなざしを向けられて、どきどきと鼓こ動どうが速くなる。

　ジェイドは、幼生体では決して口にできない言葉をこぼした。

「成体になったから、水はもうかけない。水じゃなくて精液をかけたい。エリスの中に」

「……っ」

　魔ま力りよくや特別な嗅きゆう覚かくを持っていない、平へい凡ぼんな人間のエリスでもわかる。ジェイドの股また座ぐらや厚い胸むな板いたからあふれてくる、濃のう厚こうな雄の竜の匂い。

「エリスの中に精液かけたいけど、勝手に尻しりの孔あなにペニス入れるなって、ジュストに𠮟しかられたばっかりだしな……。エリスが『ペニス入れていいよ』って言ってくれたらめちゃくちゃ嬉しいんだけど。言うのはおれだけにして。ほかの魔物や人間や兄弟には絶対に言わないで」

　妖あやしいほどの端たん麗れいさを見せたり、真剣なまなざしを向けたりしてきたジェイドが、自身の腕に顎を乗せ、上うわ目め遣づかいをして「入れるの、だめ？」と甘えた声で訊たずねてくる。

「………」

　竜に惑まどわされるな──リーゼとジュストに繰くり返し言われてきたが、エリスを惑わせるような竜はいなかった。サリバン、サロメ、ガーディアン、フォンティーンたち、美しい竜は見慣れている。幼生体は神秘的で愛らしく、リーゼたちが宝物のように大切に育てているのがわかるから、エリスも持ち得る限りの愛情を注いできた。

　その幼生体だったジェイドに、惑わされる日が来るなんて──。

　真っ赤な顔で身体からだを強こわ張ばらせていたら、濡ぬれた手が伸のびてきて、指先で鼻をキュッと摘つままれた。「うぶ、っ」と声が出て硬こう直ちよくから解放される。

「シャワー飽あきた。一匹ぴきで浴びててもつまんないし」

「あっ。……え、えっと、泡あわを全部流して、バルブはしっかり閉めて、水やお湯を溜めたときは栓せんを抜ぬくんだ。バスルームを出るのは身体をしっかりバスタオルで拭ふいてからね、巣のあちこちが濡れちゃうからさ」

「成体になるとこういうのも自分でしなきゃだめなのかあ。幼生体のときはエリスたちが全部してくれてたのに。びしょびしょの髪かみもバスタオルで拭くの？　面めん倒どうくさい」

「サリバンもガーディアンも自分で風を作って、一いつ瞬しゆんで乾かわかしてるよ」

「あっ、そっか！　そうすればいいのか」

　長い指から小さな翡翠色の風が生まれて、濡れたブロンドを包み込む。次の瞬間には金髪はふんわりと膨ふくらみ、獅し子しの鬣たてがみのようになった。

　次に教えた歯磨きを「これはわりと好きかも」と楽しんでいたジェイドだが、竜専用の広い寝しん台だいの前に立つと眉まゆを曇くもらせた。

「こんな芝生も苔こけ桃もももないつるつるしたとこで、おれ一匹で寝ねるの？　落ち着かないなあ。眠ねむれなそう。アンバーが飼育小屋に戻もどった気持ち、よくわかるよ」

「………」

　約一年前、成体になったばかりのアンバーを独りにしてしまったエリスは、その失敗からさまざまなことを学ばせてもらった。

　成体になりたての竜は、がらんとした巣や寝台に不慣れだ。寂さみしがらないよう手をつなぎ、髪や頭を撫なでて、安心して眠るまでそばにいるのがバトラーの仕事──。

「明日からの研修がんばろう。おやすみ……」

　大切な仕事が残っているのに、風呂場でジェイドに惑わされたことが怖こわくなり、逃にげてしまった。

　宿舎の自室に戻っても、頰の熱と罪悪感が消えてくれない。

　ひどく後こう悔かいしたエリスは、夜明け前に飼育小屋を見に行った。そこにいたのは身体をくっつけ合って眠るフェアリーとメフィストだけだった。

　巣で独り、眠れないまま夜を過ごしたのだろう。ジェイドは午前六時三十分ちょうどに、豊かで美しい金髪ブロンドをぼさぼさにして、大あくびをしながら食堂へやってきた。

　ジェイドの七日間研修が始まる。

　十分休きゆう憩けいを一いつ緒しよに取ったオリビエとエリスは、裏庭のベンチに並んで座った。

「ジェイドがあんなド派手な美竜になるとはなあ。ちょっと前まで飼育小屋でエリスにばっかり水かけてたのが噓うそみてえだ。兄弟ナンバーワンの別べつ嬪ぴんなのに、ジェイドだけがそれを理解できてない。見て呉くれに興味がないんだろうな」

　オリビエはドラゴンギルドの作法と規律に関する講師を担になっていて、ジェイドを相手に講義をおこなった。

「受け答えははっきりしてるし、好こう奇き心しんや学ぶ姿勢もある。すげえ気分屋だけど、それがシルフィードの特とく徴ちようだしな。温室育ちの箱入り──純じゆん粋すい無む垢くなところはアンバーとまったく同じだ。講義中、部屋に入ってきた野鳥と会話しだしたときは面めん食くらったぜ。『飼育小屋に棲すんでる鳥。おれが飼育小屋にいないから捜さがしてた』だってよ……。ま、昔のシルフィードの兄貴たちみたいに夜な夜な歓かん楽らく街に行かれるより、ギルド内で小鳥や蝶ちよう々ちようと戯たわむれてくれてるほうがバトラーとしてはずっと安心だ」

　オリビエの評価はひとつひとつが尤もつともだった。膝ひざを抱かかえ、顔を伏ふせているエリスは何度も小さくうなずいた。

　マッチを擦する音が聞こえて、紙かみ巻まき煙草たばこの甘い薫かおりが漂ただよってくる。

「水じゃなくて精液をかけたい、か……成体になったあいつが言いそうなことだよな」

「僕、どうしたらいい……？」

「尻を死守しろとは言わねえ。まず無理だからな」

「え」

　いきなり絶望を突つきつけられたエリスは、低い声を漏もらし顔を上げた。

「竜りゆうが所有するって決めたら、そいつはもう竜のものだ。相手は世界最強の魔物、逃げられねえし勝ち目もない。理り不ふ尽じんだが諦あきらめろ。俺がエリスに言えるのは」

　そこで一いつ旦たん言葉が切れる。エリスは縋すがるように助言アドバイスを待つ。

　オリビエは、紅あかい唇から甘ったるい煙けむりをぶわーっと吐はいて言った。

「尻を大事にな。よく労いたわってやれよ。みんな知ってることだが竜の一物は、ばかでかい。そしてシルフィードの行こう為いはくどくてしつこい」

　恨うらみ言が大いに含ふくまれた、とんでもない言葉を残してオリビエは現場へ戻る。

　エリスは涙なみだ目めになりながらも、格好よく去っていく同どう僚りようの尻に釘くぎ付づけになった。

　経験者は背で……否いな、尻で語る──。

「でも、できれば知りたくなかった……。なにも解決してないし……」







　ジェイドは七日間研修を終えた。アルカナ皇こう帝ていに謁えつ見けんを賜たまわり、ドラゴンギルドに戻ったその足で初任務へ向かう。

　担当バトラーのエリスがアナウンス室で待機していると、珍めずらしくリーゼが入ってきた。

『第二ゲートよりジェイドが出動します。近くにいるバトラーはセーフエリアまで一旦下がってください』

　中央のゲートから姿をあらわしたシルフィードの美び麗れいなさまに、エリスは息を吞のむ。

　鋭するどい角も、神秘的な翡ひ翠すい色いろの鱗うろこで覆おおわれた巨きよ体たいも、兄竜たちに引けを取らない。

　青せい碧へき色いろの翼つばさと、風を編むための長い鉤かぎ爪づめ。

　春風が吹ふいて、豊かな黄金の鬣が揺ゆれ、翡翠色の星ほし屑くずがきらきらと舞まう。

　バトラーたちの感かん嘆たんの声がアナウンス室まで聞こえてくる。ジェイドは翼を広げてすぐに風をとらえ、高く飛ひ翔しようした。

「いい竜だ」

　リーゼの短い言葉に、エリスまで誇ほこらしくなった。

　しかし、ひどく心配なことが起こる。帰き還かん予定時刻を四十分過ぎてもジェイドが帰ってこない。防護服を着用し、オーバーホールと洗せん浄じようの準備を整えたレスターとエリスは、第三ゲートのバルコニーに立った。

　レバーをガチャリと倒たおし、誘ゆう導どう灯とうをつける。

「おや。様子がおかしいですね」

　望遠鏡を覗のぞき込むレスターの隣となりで、エリスも目を凝こらした。夕焼け空に輝かがやく巨星は翡翠色ではなく、水色と琥こ珀はく色いろをしている。

「ジェイドじゃない。二機……？」

「サロメとシャハトです。ジェイドは人型をとり、サロメの背に横たわっているようです」

「ど、どうしたんだろうっ」

「なにかトラブルが起きたのでしょう。幸いゲートは空いているのでシャハトを第二ゲートへ誘導します。エリスは至急リーゼさんと主任を呼んできてください」

「うんっ！」

　──ジェイドは、超ちよう大型物資の輸送という任務に失敗してしまった。

　飛び慣れていない状態で丸太などの建材を大量に背に積んだため、飛行中にバランスを崩くずしたという。思うように動かせなくなった翼をどうにか羽ばたかせ、魔ま物ものや人間がいない場所を選んで落下した。兄竜に出血を確かく認にんしてもらうほうが正確だと考え、速すみやかにサロメに助けを求め、近くを飛んでいるシャハトにも助力を頼たのんだ。

　ジェイドに出血は見当たらなかったが、念のため水竜オンデイーヌの聖水を浴びる。建材はシャハトが予定地へ運び、事なきを得たそうだ。

　サロメから話を聞いたリーゼはまったく怒おこらずに、『ちょっと行ってくる』とギルド専用車に乗り、テオの運転で落下現場と建材会社へ向かった。

　軍服に着き替がえたサロメが、心配してエリスにも説明してくれた。

「ジェイドは出血も怪け我がもなく、身体は大だい丈じよう夫ぶなのですが、相当なショックを受けているようです。帰還中も、謝る以外は黙だまって私の鬣を握にぎるばかりで……」

「そうだったんだね……。落ち込んでるのは可か哀わい想そうだけど、血が出なくて本当によかった」

「はい。出血しないことがなにより重要ですから。失敗は誰だれしもするものです。ジェイドは失敗に対し、自身の判断で最善の対応を取ることができました。これからが楽しみですね」

「ありがとうっ、サロメ！」

　綺き麗れいに微笑ほほえんでくれた、聖母みたいなサロメにぎゅっと抱だきついたあと、エリスは食堂へ向かう。

　帰還後は春の中庭でアフタヌーン・ティーをする予定で、ジェイドは楽しみにしていたが、取りやめるしかなさそうだった。コックに頼んでサンドイッチとティーセットを用意してもらい、巣の扉とびらを叩たたく。

「ジェイド。起きてる？」

　寝しん台だいの毛布が、こんもりと盛り上がっていた。完全に潜もぐり込んだつもりなのだろうけれど、豊かすぎる髪かみを覆いきれず、はみ出ている。

「初めてのアフタヌーン・ティーのために、コックたちがジェイドの大好きなキューカンバー・サンドイッチをたくさん作ってくれてたんだ。一緒に食べようよ。あったかい紅茶もあるよ」

　毛布の小山がぴくりと揺れたが返事はない。銀のトレイを応接セットのローテーブルに置き、椅い子すを寝台まで運んで座る。

「すぐ兄弟を呼んだジェイドの判断は正しかったって。サロメもみんなも褒ほめてたよ。リーゼさんが落下現場や会社に行ってくれたからね、もう大丈夫」

　ジェイドはようやくもぞもぞ動きだした。頭まで毛布をかぶったまま、エリスのほうへにじり寄ってくる。

「……任務を果たせなかったのが、いやだ。もう少しで人間たちの棲み処かを潰つぶすとこだった。おれのせいで魔物や人間が危険な目に遭あうのは絶対いやなんだ。守るものを傷つけるなんて変だから」

　ところどころ幼生体の名残なごりがあるジェイドだけれど、竜の守護の本能がきちんと働いている。嬉うれしくなったエリスは、もぞもぞしている毛布をポンと叩き、いつもの元気な声で言った。

「明日からも一いつ緒しよに仕事がんばろ！　任務を遂すい行こうするジェイドのことを、僕たちバトラーも全力でサポートするからね」

　ジェイドが毛布をめくり、彼の顔を見たエリスは少しだけ驚おどろいた。落らく胆たんしていると思ったがそうではなく、唇くちびるを尖とがらせ、美び貌ぼうに拗すねた表情を浮うかべている。

「アンバーに、成体になったときのこと聞いたんだ。夜、寂さみしくて眠ねむれなかったらエリスたちが手をつないでくれたって。なんでおれとは手をつないでくれないの」

「それ、は……、わぁっ」

　毛布から手が伸のびてきた次の瞬しゆん間かんには寝台に引き込まれていた。裸はだかの長ちよう軀くが覆いかぶさってくる。

「こら！　なにするんだっ」

「アンバーはエリスと一緒に寝ねたこともあるって言ってた。ずるいよ、おれとは毎晩一緒に寝て」

「あれは一緒に寝たんじゃなくて、仕事中だったのに僕がうっかり……、それにアンバーとジェイドは違ちがうだろ」

「違う？　どこが？　なにがどう違うの？」

「う……。──ちょっ、と」

　答えに窮きゆうしているあいだに、広い寝台の真ん中へ連れて行かれた。積まれたクッションに凭もたれる形で座らされる。

　バトラーの腰こしに前まえ脚あしをまわして抱きつき、上うわ目め遣づかいで甘えるのは幼生体特有の癖くせだ。うつ伏ぶせになったジェイドは幼生体とまったく同じ動きをして訊きいてくる。

「おれとアンバーどっちが好き？」

「そういう訊きかたはよくないと思う。僕はジェイドもアンバーも大好きだよ」

「おれのこと大好き!?　だったら尻しりの孔あなにペニス入れても怖こわくないよな？　やった！」

「違うー！　ウッ、近い……。顔面が整いすぎてて恐おそろしい……」

　迫せまってきた美顔を必死で押し戻もどす。ずば抜ぬけた美男子である自覚がないジェイドは、エリスの掌てのひらを顔にくっつけたまま「え？　どういう意味？」と首をかしげ、股こ間かんをゴリッとこすりつけてくる。

「うわぁー！　硬かたくするなっ、押しつけるなーっ」

「シルフィードのペニスは長いのが特とく徴ちようなんだって。『これを使って気に入りの魔物や人間たちの孔を奥まで激しく突ついてやるといい。みんな泣いて悦よろこぶ』ってガーディアンが教えてくれたんだ」

　常人には聞くに堪たえない猥わい談だんを、日常会話みたいに繰くり広げないでほしい。エリスは〝ジュスト技ぎ巧こう〟を習得できていないのだ。

「でも、『気に入りの魔物や人間たち』って言われてもなあ。おれ、エリスにしか勃ぼつ起きしないんだよな。ねえエリス、いつ交こう尾びする？」

　生々しい言葉にエリスは硬こう直ちよくし、ジェイドはがちがちに強こわ張ばった身体からだを嬉しそうに抱きしめ、金色の瞳ひとみをとろんとさせる。

「エリスに鱗つけたくなってきた……。おれの鱗、エリスから見てどう？　好き？　何個つけたい？　耳みみ飾かざりとか髪留めとか、指輪とか」

　竜りゆうの鱗は所有の証あかしだ。いよいよ混乱を極きわめたエリスは「今は間に合ってます……」と、自分でもよくわからないことを口走ってしまった。

「じゃあ初めて交尾した記念につけよっと」

　今どきの若い竜は細かな記念日を気にするらしい。惑わく乱らんするエリスを置き去りにして話がどんどん進んでいく。つい先ほどまでショックを受け、毛布の中で丸まっていたジェイドが、上じよう機き嫌げんになって声を弾はずませた。　>>>♥

「よしっ、明日からも任務がんばろ！　今日みたいなトラブルとか、わからないことが起きたらすぐ声かけてこいって、兄弟みんなが言ってくれたんだ、めちゃくちゃ心強いよな。エリスとの交尾のことも、もうちょっといろいろ知りたいんだよなあ。エリスはどんなことが好きになるんだろ？　おれに乳ち首くびを吸われたり、おれにペニスしゃぶられたり、おれに尻の孔が柔やわらかくなるまで舐なめられたりするのは絶対に好きになると思ってる」

「………」

　成体になったばかりのシルフィードは若さと積極性に満ちあふれていて、仕事にも性せい行こう為いにも意欲的で、話の内容がどれほど卑ひ猥わいで強きよう烈れつでも、きらきら眩まぶしい。

　リーゼに『神秘の造形だ』と言わしめた顔面に極ごく上じようの笑えみを浮かべて言う。

「おれ、エリスがとろっとろに蕩とろけるくらいの優やさしいセックスするからね。怖いこと絶対しないよ、一緒に気持ちよくなろ」

「セッ……！」

　があん、と頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。飼育小屋でエリスに小川の水をかけ、キャッキャッとはしゃいでいた彼の口から「セックス」などという言葉が出てきて、なぜだろう、涙なみだが滲にじんでくる。

　世界最高クラスの美貌が近づく。顔を逸そらすこともできないまま唇と唇がくっついて、ふに、ふに、と二度食はまれた。

「やっとキスできた。エリスの唇、柔らかい」

　ジェイドは色気満まん載さいの貌かおで「へへっ」と無む邪じや気きに笑い、エリスの瞳からぽろりとこぼれ落ちた涙を舐め取る。

「ハァ、可愛かわいい。おれのエリス……おれだけのもの」

　大混乱と恥はずかしさでクラクラする頭の中に、オリビエの言葉がこだまする。

　──竜が所有するって決めたら、そいつはもう竜のものだ──

　逃のがれることは叶かなわないとわかっていても、叫さけばずにはいられなかった。

「たっ、助けてー!!　──んっ……、ぁう……」

　叫んだはずのそれが、ふたたび重なってきたジェイドの唇に吸い取られる。

　帝てい国こく暦れき一八七四年、春──。こうしてエリスの甘い受難は始まった。

























　ドラゴンギルド本社に滞たい在ざい中のファウストは、溺でき愛あいしている風竜シルフイードの卵を片時も放さない。

　卵を抱かかえて食事をとり、一いつ緒しよにシャワーを浴び、夜はリシュリーに卵を抱だかせ、ファウストはリシュリーを抱いて眠ねむる。

　ひとまわり大きくなった緑色の卵の中で、幼生体は毎日活発に動いていた。嬉うれしそうに口をぱくぱくさせる幼生体と、彼をじっと見つめるファウストは、殻から越ごしに会話しているようで微笑ほほえましい。

　帝てい国こく暦れき一八七四年の春、竜結社には喜ばしい出来事がつづいた。アルカナ皇帝マリーレーヴェ三世の戴たい冠かん式しきの翌日、ジェイドが感かん嘆たんするほど美び麗れいな成体の竜になり、さらにその九日後、卵がぴかぴかと輝かがやきだした。

　それは、初めて見るリシュリーでも孵ふ化かの前兆だとわかるくらいの眩まばゆい光だった。

「飼育小屋で孵化させるとリーゼが言っていた。ファウストは先に行っておいて、私は急いで皆みなに伝えてまわるから」

「わかった」

　春の早朝、時刻は午前五時三十分──。ファウストは輝く卵を両手で包んで飼育小屋へ向かい、リシュリーはリーゼたちの巣の扉とびらを叩たたいた。

　同じ竜種の弟が増えることに大喜びするサリバンが「もう兄弟たちに言ったよ！」と伝達の魔ま力りよくを使い、いそいそ走っていく。リーゼとリシュリーはバトラーの宿舎に寄り、身み支じ度たくをしていたテオに声をかけ、死人と見み紛まがうほど熟じゆく睡すいするレスターを叩き起こして、四人で飼育小屋へ向かった。

「名前は決まったのか？」

「決まってはいるが私も教えてもらってなくて。孵化した仔こに直接伝えたいみたいだ」

　幼生体の名前についてリーゼに相談を持ちかけたのは、戴冠式の翌朝、二人で長時間の打ち合わせをしたときだった。

『あの……。ファウストが、孵化してくる仔に名前をつけたいと言っていて……。フェンドールの書庫に入り浸びたったり、本社に来たときは国立図書館へ通ったりして、膨ぼう大だいな数の名前や由来を調べているんだ。難しいとは思うが、どうか許可してもらえないだろうか……』

　リーゼが無類の魔物好き・竜好きであることは周知の事実で、ギルドで生まれた幼生体に必ず彼が名をつけることも知っている。リシュリーは戴冠式でアルカナ皇帝に宝珠オーブを手て渡わたすという大役を担になったが、正直なところあのときよりも名付け親の件を相談するほうが緊きん張ちようした。

　パイプを咥くわえるリーゼは、少し思案して言った。

『ファウストが見つけた卵だしな。かまわねえぜ』

『ありがとうっ……』

　許可を得られて安あん堵どする。しかしさらにもうひとつ、名付け親の件とは比べものにならないほど重要なことをリーゼに伝えなくてはならなかった。それはリシュリーにとって最大級の任務なのだが、勇気が出ず、遂すい行こうできないまま今に至っている。

「リシュリーさんとファウストがフェンドールへ帰るのって、明後日あさつてですよね？」

　テオに訊きかれたリシュリーは追つい憶おくをやめて「うん、そうだよ」とうなずいた。

　クリップボードを持ち、一歩先を進むリーゼが振ふり向いて笑う。

「孵化に立ち会えてよかったじゃねえか。おまえたちがいるときを見計らって孵化するとは賢かしこい仔だな。今日と明日、充じゆう分ぶんに触ふれ合って帰るといい」

「……ぅ、うん」

　やはり、無理だ。

　リシュリーは最大級の任務を遂行できない。

　ファウストが孵化した弟竜をフェンドールへ連れて帰ると決めているなんて、絶対リーゼに伝えられない──。

　朝あさ陽ひが射さしはじめた飼育小屋に竜とバトラーが集まり、卵を中心に二重の輪ができた。胡坐あぐらをかくファウストが、柔やわらかな草の上に卵を置き「出てこい」と呼びかける。

　すぐに孵化するものだとリシュリーは思っていた。だが、前まえ脚あしで虹にじ色いろの鱗うろこを握にぎる幼生体は、なかなか殻からを割ることができない。

　竜の卵を保護しても孵化に助力しないのは、魔女が多く棲せい息そくしていた昔からの決まりだと聞いた。自力で殻を割ることもできない弱い竜が魔物や人間や世界を守護できるはずもなく、卵が腐くさって死ぬのは自然の摂せつ理りであるという。

　だからファウストも兄弟たちも、竜を溺愛するリーゼも、いっさい手を貸さない。内側から体当たりをしたり叩いたりするけれど、どうしても割れなくて幼生体の瞳ひとみが潤うるみはじめる。

「孵化するにはまだ早いか？」

「ううん、これだけ輝いてる、孵化するなら今だよ。いま孵化しないと腐ってしまう……」

　リーゼとジュストの会話から「腐る」という言葉が聞こえて、リシュリーが戦せん慄りつを覚えたときだった。

　ナインヘルに抱かれて高いところから様子を見ていたメフィストが、リピンを頭にくっつけたまま長ちよう軀くを伝いおり、テテテッと卵へ駆かけ寄った。リピンと一緒に元気いっぱい励はげましてくれる。

「あかちゃん、だいじょうぶ！　泣かなくていいよ！」

「にーちゃんのまね、して！　こうだよ！　ウーンッて！」

　メフィストが短い後あと脚あしを折り曲げてしゃがみ、勢いよく立ち上がって、後頭部と背で殻を押し上げる仕草をする。幼生体がメフィストと同じ動きをして「ウーンッ」と力んだ瞬しゆん間かん、パキ、と外がい殻かくに小さな亀き裂れつが入った。

「割れたぞ！　あと少しだっ」

「がんばれ、がんばれ！」

　そこからは早かった。亀裂はおのずと広がり、みっつに割れた外殻から幼生体がころりと転がり出て、わあっと歓かん声せいがあがる。

「なんて可愛かわいらしいんだろう……！」

　濡ぬれた翼つばさとまだ柔らかい半はん透とう明めいの鱗、大きな金色の瞳が、朝陽を受けてきらきらと煌きらめく。

　幼生体は不思議そうに兄竜やバトラーたちを見上げた。よく知っているメフィストとリシュリーへ笑え顔がおを向けて、おぼつかない足取りでファウストの胡坐によじ登る。

　大好きなファウストの腕うでに包まれて安心した幼生体が、目を糸のように細めて「ふぁー」とあくびをした。その素す晴ばらしい風景が喜びの涙なみだでぼやけていく。

「ファウスト、外界と馴な染じませるために少量の殻を食べさせましょう」

「わかった」

　サロメの優やさしい声のあとに、ファウストが殻を割る音が聞こえた。レスターが、最新型の手持ちカメラのシャッターをバシャバシャと切る。

　一年と少し前にメフィストの孵化に立ち会ったからだろう、皆、余よ裕ゆうがあって笑顔ばかりだった。竜の孵化を初めて見たリシュリーだけが「うっ、うっ」と激しく嗚お咽えつしている。ファウストが幼生体に殻を食べさせるところを見たいのに、涙がぼろぼろこぼれてきてはっきり見えない。

「はは、リシュリーさま大だい丈じよう夫ぶですか。神秘的でめちゃくちゃ感動しますよね」

「ううっ……すまない、ありがとう。洗って返すよ……」

　オリビエからハンカチを借り、涙でびしょびしょになった顔を拭ふいて洟はなをかむ。

　リーゼは、リシュリーが落ち着くのを待って言ってくれた。

「新しい兄弟の名前はファウストが発表する」

　清らかな朝陽と甘い花か香こうで満たされた飼育小屋に、一瞬の静せい寂じやくが訪おとずれた。

　ファウストが、腕の中の幼生体へ愛情いっぱいの視線を落とし、唇くちびるを動かす。

「名前は、モンスーン。──Ｍ、Ｏ、Ｎ、Ｓ、Ｏ、Ｏ、Ｎと書いて〝モンスーン〟と読む」

　リーゼがペンを走らせる。〝MONSOON〟と書いたクリップボードが掲かかげられ、エドワード老もフォンティーンも、バーチェスやシーモアたちも皆が嬉しそうに「モンスーン……」と口にした。

　エリスとアンバーが笑顔を交かわし合う。

「不思議な響ひびきの名前！　お洒落しやれだね！」

「うんっ！　ねえファウスト、どんな意味があるの？」

「弟のために時間をかけていろいろ調べた。モンスーンとは、この国から遠く離れた東南の大地に吹ふく、豊かな雨を齎もたらす風の名だ。弟はいつか成体のシルフィードとなり、雨を含ふくんだ風をデュシス・エンドに吹き渡わたらせるだろう」

「豊かな雨を齎す風、モンスーン──素晴らしい名だ」

「ファウスト、ありがとうな……！」

　ガーディアンとオリビエはともに感激して喜び、クリップボードを脇わきに挟はさむリーゼが「なかなかセンスあるんじゃねえか？」と、なぜか得意顔をした。

　オーキッドとサリバンとジェイド、煌びやかな風竜シルフイードの三兄弟はくっついてしゃがんでいる。ジェイドの腕の中にいるフェアリーがにこにこして言った。

「モンスーン、可愛いね。おちびちゃん」

「すごいちびだなあ。でもフェアリーが孵ふ化かしたときはもっと小さかったよ、おれ憶おぼえてる。可愛かった」

「本当に素す敵てきな意味が籠こめられた名前だねえ。さすがファウスト」

「うんっ。モンスーンだからー、渾あだ名なは〝モンくん〟だね！」

　オーキッドの花びらみたいな唇から生まれた愛らしい渾名に、モンスーンのまわりは明るいざわめきに包まれた。シャハトやキュレネーがさっそく「モンくーん」「おはよう、モンくん」と呼びかける。

　普ふ段だんあまり表情を変えないファウストが、優しく微笑ほほえんで言った。　>>>♥

「……モンくん」

　リシュリーは、激しいときめきと愛いとしさでズキュウ…と痛む胸を押さえる。ふらふら揺ゆれる身体からだを、メルヴィネとアナベルが「リシュリーさまっ」「わかりますっ！」と支えてくれた。

　うしろからナインヘルとサロメの会話が聞こえてくる。

「あいつら三匹びき揃そろってなにやってんだ？」

「楽しそうでなによりですね。モンスーンも、メルも小さくて可愛いです。ふふ……」

　飼育小屋を出て食堂へ移動しても、脱だつ衣い室で打ち合わせが始まっても、皆みながにこにこ笑顔だった。

「みんなの気持ちはよくわかる！　俺も嬉うれしい！　でも頼たのむから仕事に集中してくれえー」

　現場主任のテオが嘆なげいて、また穏おだやかな笑い声が立つ。リシュリーはバトラー業務に専念しようと思ったが、まるで駄だ目めだった。口くち許もとが緩ゆるんだまま書類を作成したり、何度も飼育小屋を覗のぞいたりしているうちに、あっという間に夜が来た。

　入浴を済ませて寝しん台だいへ近づくと、裸はだかのファウストが腰こしまで毛布をかぶり、モンスーンを抱だいて熟じゆく睡すいしていた。小さな身体を守るように抱いて眠ねむる兄竜と、褐かつ色しよくの逞たくましい腕の中で鼻をプゥプゥ鳴らして眠る弟竜を、永遠に見つめていたい。

「私も最新型の手持ちカメラが欲しい。どうしても欲しい。よしっ、レスターに相談しよう」

　独り言のわりに大きな声を出してしまって、ファウストが一瞬まぶたを開き、また閉じる。夢の中にいる彼が寝ね言ごとみたいなものを言った。

「リシュリーと、モンくん……一いつ緒しよに、抱っこ……する」

「うっ」

　リシュリーはまた胸を押さえる。このような激しいときめきと愛しさに襲おそわれてばかりで、私の心臓は持つだろうか──真しん剣けんに考えて、ファウストの広い背に顔をくっつけ、モンスーンのプゥプゥという寝息を耳にしながら眠った。







　半透明だったモンスーンの鱗うろこは、翌日には固まって安定した。エメラルドでできているようで美しく、ひとつひとつが小さくて、たまらなく愛らしい。

「モンくん！　にーちゃんのあと、ついてきて！」

「キャーア！」

　時刻は午後四時──。ミモザがたわわに咲さきこぼれ、チューリップが揺れる中庭に、可愛らしい雄お叫たけびが響く。

　今日は中庭に多くの竜とバトラーが集まった。

　幼生体のフェアリーはレスターの腕の中におさまって本を読んでもらっている。シーモアとエリスはアフタヌーン・ティーを楽しむ。

「モンくんはケーキ食べないかなあ？　僕の丸いケーキ、一緒に食べたいな」

「孵化したばっかりだもんね、ケーキを分けて食べるのはモンスーンがもう少し大きくなってからね。今日はシーモアが全部食べて」

「はぁーい」

　アナベルとエドワード老とリシュリーはベンチに並んで座る。ファウストは胡坐あぐらをかき、ナインヘルは芝しば生ふについた片かた肘ひじで頭を支えてごろりと横たわっていた。

「メフィストのやつ張り切りすぎだろ。なぁにが『にーちゃん』だ、びーびー泣いてばっかのくせに。一年なんか歳としの差にならねえよ」

「あははっ……」

　二機の幼生体はわんぱくで非常に忙せわしない。

　メフィストが「じーちゃん！」と叫さけんでエドワード老の丸い腹を登りだすと、モンスーンも真ま似ねをして「ジーィ！」と叫び、メフィストのあとを追う。老ろう齢れいの兄竜の豊かな赤あか髭ひげをぎゅっとしたあと、巨きよ体たいを滑すべり落ち、庭の中ほどまでころころ転がっていく。

「モンくんのとーちゃんは、ふぁうすとでしょ！　めふぃすとのとーちゃんはね、あなべるだよ！」

「トーチャ、チガウ。ふぁーくん」

「うそ！　ふぁうすとはぜったい、モンくんのとーちゃんだよ！」

　世界一可愛かわいい会話の中に、聞き流せない単語があった。

　──〝ふぁーくん〟……とは？

　モンスーンがファウストのことを呼んでいるとしか考えられない。

　またズキュウ…と痛んだ胸を押さえると、エドワード老の向こうに座るアナベルが、昨日と同じように「わかりますっ」と視線を送ってくれた。

　小さな火竜サラマンダーとさらに小さな風竜シルフイードは「とーちゃんよ！」「チガウ」「とーちゃんなの！」「ウウン。ふぁーくん」を繰くり返した末、ギャア、ウガア！　と取っ組み合いの喧けん嘩かを始めた。

「大変だっ、止めないと」

「リシュリーさま、大丈夫ですよ」

「じゃれ合っているだけだ、問題ない」

「えっ。そうなのか……」

　ファウストやアナベルが言うなら大丈夫だろう。実際に、幼生体たちはキャッキャッと笑って戯たわむれだした。メフィストがモンスーンの顔をガブッと甘あま嚙がみするところを微笑ましく見つめていると、突とつ然ぜんファウストとアナベルが立ち上がった。

「あれはよくない」

「こらっ、メフィストやめなさい！　お父さん怒おこるよ！」

　ワァーン！　と泣いてファウストに抱き上げられたモンスーンと、アナベルに𠮟しかられてしょんぼりするメフィストを見ながら、リシュリーは愕がく然ぜんとした。

「なにがよくて、なにがだめなのか……、違ちがいが……わからない」

　鍋なべやフライパンを何度も焦こがし、洗せん濯たくも下手へたで、ファウストに『繊せん細さいに見えるが、けっこう大おお雑ざつ把ぱ』と評されたリシュリーは、育竜の力もなさそうだった。

「違いなんか気にしねえでいいし、ほっといても死にゃしねえよ。みんな過保護だ」

　育竜経験者として励はげましをくれたナインヘルは大あくびをする。

　パイプから煙けむりをぷかぷか浮うかばせるエドワード老はずっとにこにこしていた。

　丸いケーキを食べ終えたシーモアは大好きな土いじりを始めて、エリスは彼を見守る。

　フェアリーはレスターの胡坐に身を横たえて日向ひなたぼっこをする。

　春の午後の中庭は、これ以上ないほど穏やかだった。







　モンスーンが孵化した日とその翌日は瞬またたく間に過ぎて、フェンドールへ帰る日が来てしまった。

「帰る前に一仕事済ませてきてくれ」

　リーゼに頼まれたリシュリーは、モンスーンを抱くファウストとともにアルカナ皇こう帝ていの宮きゆう殿でん群へ向かった。本来なら筆頭バトラーがアルカナ皇帝に幼生体を御お披ひ露ろ目めすべきだが、おそらく、否いな、絶対、リーゼはマリーレーヴェのことを避さけている。

『皇帝陛下はジゼルだね』──戴たい冠かん式しきの直後にエドワード老に告げられてから、どう接すればいいかわからなくなったのはリシュリーも同じなのだが。

　謁えつ見けんの時間まで控ひかえ室で過ごしていると、サージェント法務将校が来てくれた。アルカナ皇帝の近きん侍じを務める魔ま物ものは、モンスーンを見て赤い瞳ひとみを輝かがやかせる。

「おおっ、なんという美しさと可愛らしさだ！　きみが噂うわさの〝モンくん〟だね！　昨夜も一昨夜もアンバーがずっときみの話をしていたよ」

「サージェント、ぜひモンスーンを抱いてやってくれ」

「いいのですか？　私が抱いても泣かないでしょうか？」

「泣かない。俺とリシュリーがそばにいるから大だい丈じよう夫ぶだ」

　サージェントに抱き上げられたモンスーンは、孔雀緑ピーコツクグリーンの軍服に鼻をくっつけてフンフンと嗅かぐ。そして「ヴァプー。ア、バー」と鳴いた。リシュリーは小首をかしげる。

「初めて聞く鳴き声だね。なにかしゃべってるのかな？」

「サージェントはヴァンパイアの匂においがして、アンバーの匂いもすると言っている」

「ほう！　素す晴ばらしく聡さとい仔こだ！　ヴァンパイアだから『ヴァプー』なんだね。当たりだよ、モンスーン」

　サージェントに案内され、略式の間に入る。

　ほどなくしてマリーレーヴェが玉座に座った。ファウストが進み出て、名を伝え、小さな竜りゆうをアルカナ皇帝の膝ひざに乗せる。

「モンスーンか。良い名をもらったな。如何いかなるときも緑風はそなたの味方だ。最強の魔物となって世界を守れ」

　マリーレーヴェは初めて竜の幼生体を見たとは思えないほど落ち着き払はらっていて、なぜか幼生体を抱だき慣れているようにも見える。アルカナ皇帝の腕うでの中はそんなに居い心ごこ地ちがいいのだろうか、モンスーンは上じよう機き嫌げんになり、歌うように「ウィチー」と鳴いた。

　リシュリーはたちまち肝きもを冷やす。

　先ほどの「ヴァプー」がヴァンパイアなら、「ウィチー」とはウィッチ、つまり魔女ではないか。

　大きな金色の瞳に映っているのは、果たして妹マリーレーヴェか魔女ジゼルか。モンスーンはアルカナ皇帝を見上げてにこにこ笑い、「ウィチー。ウィチー」と鳴きつづける。

「よく笑う仔だ。それにしても不思議な鳴き声だね。なにか意味があるのかな？」

「陛下っ、そろそろモンスーンをこちらへ……粗そ相そうをしては一大事ですから！」

　するとファウストが間かん髪はつを容いれず「大丈夫だ、小便をさせてきた」と言う。

「……っ。ぐずると大変です、鼓こ膜まくが破れそうな大声で泣きますので」

「モンくんは今かなり機嫌がいい」

　常にリシュリーのことを一番に考えて動いてくれるのに、今に限ってなぜこうも非協力的なのか。涙なみだ目めになってキッと睨にらみつけると、ファウストは不思議そうにまばたきをして、ようやくモンスーンを自分の腕に戻もどし、マリーレーヴェに「また連れてくる」と告げた。

　宮殿群をあとにしてドラゴンギルドへつづく道を歩く。

「はぁ」

「さっきのリシュリーは奇き妙みようだった。モンくんもそう思うだろう」

「ウン！　りしりー、キミョー」

　なにもわかっていないモンスーンは楽しそうにファウストの言葉を真似する。

　リシュリーの動きがおかしかったのは、この二機のせいなのだが、仲よく笑い合う兄弟を見ているとなんでもよくなった。ファウストは片腕でモンスーンを抱き、もう片方の手でリシュリーと手をつないで、ゆっくりとした歩調で進む。

　芳かんばしい花か香こうが、どこからともなく漂ただよってくる。

　再建された時計塔とうは春の光に包まれていた。

　風に乗ってきらきらと輝きながら流れてくるものがある。

「ねえ、ファウスト。なんだろう、緑色の、星ほし屑くずみたいな……」

「鱗りん粉ぷんだ」

　なんの鱗粉かと訊たずねようとしたリシュリーの前を、不思議な生き物が通り過ぎた。

　それは人の形をしていて、指先に乗せられるほど小さく、肌はだは白磁のようで、髪かみも、透すき通った翅はねも美しい緑色をしている。

「わぁ……、なんて愛らしいんだろう。彼女たちは……？」

「風の妖精ニンフだ。シルフィードの幼生体の誕生を喜び、遥はるか彼方かなたから祝福に来てくれた」

　数多あまたの妖精が、小さな竜の鼻先や頰ほおに祝福のキスをする。

　くすぐったいモンスーンはまぶたをきゅっと閉じたり、「ウニュ」と鳴き、前まえ脚あしで顔をこすったりした。

　風の妖精たちは、ウフフ……、アハハ……、と笑いながら去っていく。

　幻げん想そう的な風景を一角獣ユニコーンの瞳に映しながら、リシュリーは思いを馳はせた。

　皆みなから愛されるモンスーンを父親にも抱いてもらえたら、どれほどよかっただろう。亡父を守れなかった悔くやしさと寂さみしさがまた蘇よみがえる。けれど今、リシュリーのもとには、言葉で言い表せないほどの幸福があった。

　リシュリーは褐かつ色しよくの大きな手をぎゅっと握にぎり、長ちよう軀くを見上げる。

「ファウスト。ありがとう」

　端たん整せいな顔が近づいてきて、リシュリーはまぶたを閉じる。

　互たがいの唇くちびるを優やさしく食はみ合う口づけをした。あいだに挟はさまれたモンスーンが「ムギュ」と声を出し、訴うつたえてくる。

「ふぁーくん！　りしりー！　モンモ！」

「モンくんもリシュリーと口づけすると言っている」

「ふふっ……、ファウストとキスをするとも言ってるね」

　リシュリーが左頰に、ファウストが右頰に唇を押し当てると、モンスーンは「キャーア！」と喜びの雄お叫たけびをあげた。

　しかし、リシュリーが夢ゆめ心ごこ地ちでいられたのはこのときまでだった。

　ファウストのひとことで現実に引き戻される。

「モンスーン。リシュリーとともにフェンドールへ帰ろう」







　フェンドール公こう爵しやくの黒衣に着き替がえ、よっつのトランクを脱だつ衣い室へ運んだ、午後六時──。

　竜の兄弟とバトラーたち全員が見送りのために集まってくれた。

　二機の幼生体は脱衣室でもじゃれ合っていたが、ファウストが軍服を脱ぬいで飛ひ翔しようの準備を終えると、モンスーンは褐色の裸ら体たいに飛びつき、メフィストはナインヘルに抱っこをねだる。

「モンスーンのやつ、すっかりファウストに懐なついちまったな」

「このあと大泣きしないといいですけどね」

　オリビエと会話するリーゼは、リシュリーの隣となりに立っている。伝えるなら今しかない。

　どうか、モンスーンを連れて帰ることを許してほしい──ぎりぎりになってようやく意を決し、心の中で練習して、リーゼに声をかけようとしたときだった。

　フェアリーと手をつないだレスターが、カメラのリーフレットを持って近づいてくる。

「リシュリーさま。最新型カメラの件ですが、直送手配をかけました。帝てい都とから発送され、一週間ほどでフェンドール支社へ納品される予定です」

「そうか、ありがとう！　手間をかけてしまった」

「いえいえ。カメラが到とう着ちやくするまでの一週間はぜひ、モンスーンの愛らしい姿を瞳に焼きつけてください」

「うんっ、そうするよ」

「あ？　なんだって？」

　凄すさまじく低い声に心臓を鷲わしづかみにされた錯さつ覚かくに陥おちいって、リシュリーは「ひぃ」と小さく悲鳴をあげた。ゆっくりと振ふり向いて見れば、そこに悪魔サタンの形相がある。勘かんが鋭するどいリーゼは、今の短い会話だけですべてを理解したに違ちがいない。

「リーゼっ、あの……モン、そのっ、モンスーンを──」

「おいレスター。どういうことだ」

　もうわかっているのにわざと訊ねる。だが常に洒しや々しや落らく々らくとしている中ちゆう堅けんバトラーはリーゼの怒ど気きにも動じない。フェアリーを猫ねこ背ぜに隠かくすと、リシュリーがどうしても口にできなかったことをあっさり言う。

「モンスーンは、ファウストとリシュリーさまと一いつ緒しよにフェンドール支社へ向かうそうです。支社でも成長記録を残せるように、最新型の手持ちカメラを手配しました」

「えーっ！　モンスーンってフェンドールに行くの？」

「そうなの!?　知らなかったあー」

「ふざけんな!!」

　腹に響ひびく雷かみなり声ごえが放たれて、エリスとオーキッドの驚おどろきの声が搔かき消された。

「あーん！　テオーっ、リーゼくんが怖ぁい」

　オーキッドがテオの胸に飛び込む。びっくりして動けなくなったエリスのことを、「なにが起きてんの？」と首をかしげながらジェイドが連れて行く。

「ああ……。これはベッドで大暴れするパターンだ……ほんとイヤ……」

　嘆なげくサリバンの横でバーチェスやシャハトたちが話しだす。

「確かになあ、支社にファウスト一機だけってのも変な話だよな。モンスーンが成体になるころには任務が今よりもっと増えてるだろうし」

「モンくんたちに会いたくなったら飛んで行けばいいもんね。ねえキュレネー、今度一緒にフェンドールへ行かない？」

「うんっ、とっても楽しみ……！」

「シャハト兄さまっ、ぼくも行っていい？」

「僕も丸いケーキ持って行きたいな」

「もちろん！　みんなで行こー」

　アンバーやシーモアたち若い竜りゆうはいつもの穏おだやかさで和わ気き藹あい々あいとする。

　赤い顔で激げき怒どするリーゼと、モンスーンを抱だくファウストは、真っ向から対たい峙じした。

「俺はモンスーンをフェンドールへ連れて帰る」

「誰だれがそんなこと許すか!!」

「許す許さないは関係ない。俺はモンくんを連れて帰る。卵を見つけたときから決めていた」

「ファウストっ、てめえ──!!」

　リーゼが目を剝むきファウストに飛びかかる。サリバンがすかさずリーゼを羽は交がい絞じめにして、サロメが「落ち着きなさい」と立ちはだかる。

「放せサリバン!!　どきやがれサロメ！」

「エマージェンシー！」

　テオが叫さけび、オーキッドやアナベルやメルヴィネが悲鳴をあげた。ぶるぶると震ふるえ、恐おそろしい光景をただ見つめるしかできないリシュリーに、サリバンとジュストが声を揃そろえて言う。

「ここにいたら危険だよっ」

「とにかく早く逃にげて！」

「話し合いでは解決できない。双そう方ほう譲ゆずらず永久に平行線だろう。今すぐリシュリーとモンくんを連れて飛べ、ファウスト」

「あとは本社の兄弟でなんとかする。気にしなくていい」

　フォンティーンとガーディアンの冷静な呼びかけにファウストはうなずく。リシュリーとモンスーンとトランクをまとめて持ち上げ、アーチ型の出入り口へ走った。

「モンくんっ、またあそぼね！　ばいばいぃー！」

「ニーチャ！　すきよーっ！」

　メフィストとモンスーンが涙なみだの別れを済ませたとき、脱衣室が見えなくなった。

　ファウストは黒竜に変容し、リシュリーとモンスーンと、よっつのトランクを背に乗せて第二ゲートから飛翔する。ジュストの声が聞こえてくる。

「ああっ、ボス!?　サリバンどうしようっ、ボスが！」

「リーゼくん、いい仔こだから泣かないの！　新しい卵いっぱい見つけてあげるから！　ねっ、みんな！」

「おー!!」

「おれ、卵めっちゃ探そうっと！」

「わしもがんばって探すよ」

　サリバンが必死に宥なだめる声や兄弟たちの雄叫び、ジェイドとエドワード老の声、ナインヘルの「めんどくせえ奴やつだな」というつぶやきが、あっという間に遠ざかる。

「リーゼっ……。ま、まさか、泣いて──」

　リシュリーは愕がく然ぜんとする。無敵の筆頭バトラーを、誰もが恐れるサタン・オブ・ギルドを泣かせてしまった。勇気を出してきちんと相談しなかったために、大恩ある上司を傷つけてしまった。

「ああ……すまない、どうか許してくれ。リーゼ……」

　打ち拉ひしがれるリシュリーと、黒い鬣たてがみに埋うもれてキャッキャッと笑うモンスーンを乗せ、ファウストはフェンドールへ向かった。







　あの大おお騒そう動どうから二週間が経たったが、リーゼや竜の兄弟から連れん絡らくはない。

　モンスーンは最さい北ほく端たんフェンドールの気候や環かん境きようにすぐ馴な染じんだ。幼生体の面めん倒どうを見ながら仕事をすることに慣れないのはリシュリーのほうで、公務やバトラー業務に集中すると、抱いているモンスーンを落としてしまう。

　竜は強いから頭を床ゆかにぶつけても怪け我がはなく、床のほうにひびが入る。しかし、怪我はしなくてもびっくりしてモンスーンは大泣きする。泣きやまない彼と二人きりになり、途と方ほうに暮れることが何度かあった。

　嫌きらわれて当然なくらい落としてしまったのに、ファウストが任務で外へ出るあいだ、モンスーンは相変わらず『りしりー。だっこ』と言ってくる。リシュリーが困り果てていると知ったファウストがベビースリングを作ってくれたから、今はモンスーンを落とす心配もなくなった。

　この二週間、リシュリーは毎日リーゼに電話をかけようとして、持ち上げた受話器をまた戻もどすことを繰くり返していた。一刻も早く謝りたいのに、また勇気が出せずにいる。

　時刻は午後一時──。

　ファウストは任務中で、モンスーンはスリングに包まれ、リシュリーの服を握にぎってプゥプゥと寝ね息いきを立てていた。

「今日こそリーゼに電話する。絶対する」

　声に出して心に決めたとき、リーン、リーン、とベルが鳴って飛び上がるほど驚いた。

　この音はドラゴンギルド本社の執しつ務む室からかかってくるときのものだった。リシュリーは慌あわてて受話器を取る。

「はいっ、フェンドール支社です！　リーゼっ？　……もしもし？」

　ガチャガチャと音がしたあとに聞こえてきたのは、『リーゼくん、ジェイドに言わせてあげなよ』『わかってる』『こっちを耳に当ててしゃべってみて』という三人分の声だった。

「もしもし、サリバン……？　ジュスト？」

『おーいっ、リシュリー！　そこにいるのか？　ジェイドだよ！』

「えっ、ジェイド？　電話をかけてきてくれたのか、すごく嬉うれしいよ！　元気？　任務には慣れてきた？」

『ほんとに話せてる！　どうなってんの？　このデンワってやつ、誰の魔ま力りよく？』

　すぐそばにいるのだろう、ジュストの『いいから早く教えてあげて！』という大声がした。

『聞いてよリシュリー！　おれ、雷竜ヴオルトの卵を見つけたんだ!!』

「え……」

〝ヴォルトの卵〟と聞こえて、受話器を取り落としそうになる。そのような夢みたいなことが起こり得るのだろうか。聞き誤りでありませんようにと切に願い、リシュリーは受話器を両手で持ち直して訊たずねた。

「ジェイド、今……、なんて……？」

『だから、ヴォルトの卵だって！　ティアマトーさまが「ペールレナの谷へ行ってごらん」って声をかけてくれて、大急ぎで見に行ったら黒い卵がぴかぴか光ってたんだ！　おれ成体でよかったよー、幼生体だったら、たぶんわんわん泣いてた』

　純じゆん粋すいなジェイドのまっすぐな言葉を聞いているうちに、涙がどっとあふれてきた。次から次へと頰ほおを伝い落ちていく。

『卵は真っ黒じゃなくてさ、金色の星ほし屑くずみたいなのがいっぱい付いてて、きらきらしてんの。星空の模様でめちゃくちゃ綺き麗れいだよ。卵の中の弟もファウストそっくりの黒い仔で可愛かわいいよ！　リシュリーに早く見てほしい』

「うんっ……うんっ！」

『リシュリーちゃん、聞こえる？　ティアマトーさまがヴォルトの卵を……ファウストくんと同じ竜種の卵を産んでくださったんだよ！　こんな素す晴ばらしい奇き跡せきってある？　みんなでいっぱい泣いちゃった！』

　そう話すジュストは今もまた涙なみだ声ごえになっている。リシュリーも嬉しくて嬉しくて、涙が止まらなかった。

「ああ……、なんという奇跡だ！　ありがとうございますティアマトーさま……！　ジェイド、卵を見つけてくれて本当にありがとうっ」

『礼なんかいいから卵に会いに来てよ！　今から来て！　──わっ、なにすんだリーゼっ』

　そこでジェイドの声は途と切ぎれてしまった。またガチャガチャと音が鳴る。

『そういうことだ』

「リーゼ！」

『あれから竜の兄弟が総動員で卵を探してな。現在、飼育小屋にはシルフィード、オンディーヌ、そしてヴォルト、みっつの卵がある』

「みっつも!?　素晴らしいよ！　そこまで揃うのは滅めつ多たにない──」

『俺の卵を見にくるのはかまわんが、幼生体攫さらいの奴にはいっさい触さわらせねえからな』

「え」

　あまりにも酷ひどい言い様に、感動と涙が一気に引っ込んだ。

　汗あせばむ手で受話器を握りしめ、ひたすら詫わびる。

「リーゼ、すまない！　本当に悪かったと思っている！　モンスーンをフェンドールへ連れて帰りたいこと、何度も相談する機会があったのに、きちんと伝えなかった私が悪かったんだっ。頼たのむっ、許してくれ……ファウストの分も謝る！　ごめんなさい」

『フッ……、気にするなリシュリー。俺はもう怒おこってなどいない。──見にこいよ、俺の卵を。ファウストに言っとけ、飼育小屋の外からなら見せてやるってな！　ははは！』

『おれたちが見つけたのにリーゼの卵になるのはなんで？　みんなの弟じゃないの？』

『ジェイドの言う通りだよ、ごめんね……。あとでお兄さまが説明するからね……』

『もうっ、ボスってば本当におとなげないんだから！』

　不思議そうなジェイドと、あきれたサリバン、怒るジュストそれぞれの声が聞こえて、電話はガチャッと乱暴に切れた。

「………」

　受話器を持ったまま、リシュリーはしばらく茫ぼう然ぜんとした。

「リーゼ……。物もの凄すごく怒ってるじゃないか……」

　雷竜の卵に会いたくてたまらない。帰き還かんしたファウストに話せば、すぐにモンスーンとリシュリーを背に乗せて本社へ飛ぶだろう。だがしかし、ファウストとリーゼの一いつ触しよく即そく発はつは避さけられない。

　なぜ皆みなそれぞれが卵や幼生体を溺でき愛あいしているだけなのに、平和が保たれないのか。

　竜母神ティアマトーが齎もたらしてくれた、これ以上ないほど素晴らしい奇跡を皆で喜び、感謝したいのに。

「ど……どうしよう。私はどうしたらいい？　教えてくれ、モンくん」

　縋すがりたくなって、小さな身体からだを、ギュ、と抱だきしめる。我関せずのモンスーンが「ふみゃーあ」と大きなあくびをひとつした。

　帝てい国こく暦れき一八七四年、晩春──。ドラゴンギルドは、本社・支社合わせて竜十四機、バトラー九名、幼生体三機、卵みっつとなった。

　風竜シルフイード、水竜オンデイーヌ、そして雷竜ヴオルトの卵が孵ふ化かするのは少し先の話である。

























　真夏の帝都が眩まばゆい朝あさ陽ひに照らされはじめた、午前五時──。ドラゴンギルドに特別なアナウンスが響ひびいた。

『第一ゲートよりガーディアンが、第二ゲートよりナインヘルが、デュシス・エンドへ出発します』

　ネロの蜂ほう起きから約一年が過ぎた今日、オリビエは故郷へ帰る。ガーディアンと、ナインヘルとアナベルが一いつ緒しよに行ってくれることになった。

　ガーディアンはバターケーキや菓か子しが詰つまった大箱と、水を満まん杯ぱいまで入れたタンク、クッションや丸めた絨じゆう毯たんを背に乗せている。ナインヘルは巨きよ大だいな布ぬの袋ぶくろと、アナベルが用意した箱、そして一本の檸檬レモンの木を積んでいた。

　竜りゆう結社による食料支し援えんやファウストの現状調査は継けい続ぞくされている。ガーディアンとナインヘルが背に乗せている荷物は、五年ぶりに帰郷するオリビエのために、竜の兄弟とバトラーとコック長たちが準備してくれたものだった。

　強い風に当たりつづける身体からだを休めるため、途と中ちゆう、魔ま女じよの森で休きゆう憩けいと軽い食事をとる。そうして午前中に到とう着ちやくしたデュシス・エンドには、すでに陽炎かげろうが揺ゆらめいていた。

　赤土に着地したガーディアンとナインヘルは互たがいの荷物をおろしてから人型に変容する。

　オリビエとアナベルは裸はだかの彼らに軍服のパンツとシャツを着せ、今日だけはサンダルを履はかせた。

　言わずにはいられない気持ちが本当によくわかる──アナベルが大声をあげた。

「暑い！」

「そりゃあな。一年中こんな感じだけど、今は夏だから特に暑い」

「大だい丈じよう夫ぶです、灼しやく熱ねつ対策品を持ってきました。なんとこの箱、保冷機能が付いてるんです！」

「見慣れねえ箱だなー、と思ってたんだ。フォンティーンか？」

　アナベルはうなずいて、キューブ形の保冷トランクを開ける。

「はいっ、フォンティーンが〝ドラゴンギルド・ガレージ〟で作ってくれました。どうして冷たい状態が保たれるのか説明されましたが、眠ねむくなってしまって、わかりませんでした……。少しですが氷も入ってます。サロメが『喉のどが渇かわいてなくても頻ひん繁ぱんに飲みなさい』と言って、水の小こ瓶びんをたくさん用意してくれたんです。どうぞ」

　ガーディアンは「ありがとう」と小瓶を受け取り、さっそく飲みほす。オリビエは水を飲むあいだに凍こおらせたタオルを首に巻かれた。にこにこするアナベルが、次は軍服を入れていた布袋から帽ぼう子しを取り出す。

「この麦むぎわら帽子、今日のためにエリスが作ってくれたんです！　可愛くてお洒落しやれですよね。もちろんオリビエの分もあります」

「げぇ。いや、アナベルは似合うけどよ……」

　肩かたまで影かげができるほど鍔つばの広い麦わら帽子には、白とネイビーのストライプリボンと、布製の花はな飾かざりまで付いている。ガーディアンは一目見て帽子を気に入ったらしく、頭にぽすっとかぶせてきた。

「さすがはエリス、洒落てるな。──うん、俺の鴉からすは美しいからな、なんでもよく似合う」

「あのなぁ……。南の島でバカンスじゃねえんだから」

　アナベルは嬉うれしそうに揃そろいの麦わら帽子をかぶった。リボンと花飾りを揺らして、少し離はなれた場所に立つナインヘルのもとへ駆かけていき、水を飲ませる。珍めずらしく張り切っていて、この調子だと途中で暑さに参るのではないかと心配になった。

　巨大な布袋と保冷トランクを持ち、檸檬の木を軽々と担かつぐナインヘルが訊たずねてくる。

「方向こっちで合ってるか？」

「うん。十分くらい歩く」

　ガーディアンも水のタンクを担ぎ、菓子の詰まった大箱を持つ。オリビエはクッションと丸めた絨毯を抱かかえて歩いた。

　アナベルが巻いてくれた冷たいタオルはあっという間に乾かわいて、次は流れる汗あせを吸い取ってくれる。麦わら帽子のおかげで常に影の中にいるけれど、容よう赦しやなく照りつける太陽の眩まぶしさに、オリビエは目を細めた。

　蒼そう穹きゆうと赤い大地しかない。静かで、ざくざくという足音がやけに大きく聞こえる。

　──こんなに暑かったんだな……。

　ドラゴンギルドで働くようになってからも望郷の念はあって、忘れたつもりはなかったが、離れていた五年間のあいだに感覚が薄うすれていたことを知る。肌はだを炙あぶる乾いた熱風や灼熱の地は非常に厳しい。でも、帰巣本能が満たされた今のオリビエには心ここ地ちよかった。

　なにもない場所で立ち止まる。

「檸檬の木を植えるの、このあたりがいいかなって。魔ま狼ろうや大おお蜥蜴とかげたちの通り道が交差してるし、夜行性の魔物もよく通るんだ」

「そのわりに魔物が一匹ぴきもいねえけど」

「まだ俺たちのことを警けい戒かいしているのかもしれないな」

「もう警戒なんかしてねえよ。暑いから岩いわ陰かげを見つけてじっとしたり、土の中に潜もぐったりしてるだけだ。今日帰郷するってロージとセスに伝えたから、あとでみんな出てくると思うよ」

「じゃあさっそく植えるか」

　ガーディアンがタンクに括くくりつけていた二本のシャベルを取り、一本をナインヘルに投げる。竜の兄弟はゼリーをスプーンで掬すくうみたいに、固い赤土をシャベルでさくさく掘ほり、すぐに深い穴ができた。そのあとはナインヘルだけで作業した。檸檬の木を穴に立たせて丁てい寧ねいに土をかぶせ、平らに均ならす。

　覆おおいを外した瞬しゆん間かん、芳ほう香こうとともに枝葉が大きく広がり、数多あまたの白い花びらが舞まった。アナベルが感かん嘆たんの吐と息いきをつく。

「綺き麗れい……」

　時間と労力を要するデュシス・エンドの植樹計画は準備中だ。『先にでかい木を一本植えたい。美味うまい実がなるやつ』と言ってくれたのはナインヘルで、レスターとガーディアンが柑かん橘きつの木を探してくれた。

「これほど立派な檸檬の大木はなかなか見つからない。ナインヘルの強い魔力を得た檸檬の木が、百年、二百年とこの大地を見守りつづけてくれることを願おう」

「うん……。ありがとう、ガーディアン、ナインヘル」

「おれは美味いレモンの実がどっさりできることを期待してる」

　ガーディアンとオリビエ、ナインヘルとアナベルは、それぞれ手をつなぎ、西の果てに立った檸檬の木を眺ながめる。

　そのとき地面にふたつの影が走った。誰だれの影かすぐにわかったオリビエは笑え顔がおになって見上げる。

「ロージ！　セスっ」

「オリビエ、おかえり！」

「待ってたぜっ」

　有ゆう翼よく人の姿で降り立った双ふた仔ごと三匹びきで抱だき合い、故郷での再会を喜んだ。抱ほう擁ようを解いたロージとセスはすぐガーディアンにぺこりと挨あい拶さつする。

「シルフィードの旦だん那な！」

「ご無ぶ沙さ汰たしてます！　──すっげえ、木が生えてる！」

「デュシス・エンドにでけぇ木が立ってる！　夢みてえだ！」

「おまえたち……まさか、双仔か!?」

「へっ？」

　至し極ごく当然のことを訊ねられて、ロージとセスはきょとんとした。紅あかい唇くちびると艶つやのある黒くろ髪かみは鴉の一族の特とく徴ちようなのだが、アナベルも「そっくり……三つ仔みたいですっ」と驚おどろく。

　ガーディアンは片手で目め許もとを覆い、大おお仰ぎように溜ため息をついてつぶやいた。

「あぁ、せっかくの魔ま性しようめいた美び貌ぼうが……。鴉という魔物はなぜ揃いも揃って口調が粗そ野やなのか」

　このシルフィードは鴉の一族になにを夢見ているのだろう。オリビエはまぶたを半開きにして、双仔は揃って首をかしげ「ヘンな旦那」と同時に言った。

「みんなこっちに向かってますんで。もう来ます」

「シルフィードの旦那やオリビエたちに会ってもらいたい仔がいるんだ」

　話しているあいだに四方から魔狼や大だい蛇じやや大蜥蜴が、上空からグリフィンや狗いぬ鷲わしや多くの鴉が姿をあらわして、魔物の大きな輪ができた。

　人の姿をした魔狼が進み出て、ガーディアンとオリビエたちの前に立つ。

　オリビエは目を瞠みはる。彼に抱だかれて眠る小さな魔狼の獣じゆう毛もうは、デュシス・エンドに一匹しか存在しない、榛はしばみ色いろだった。

「竜りゆうさま。この春に生まれた、魔狼のアルファでございます」

　ガーディアンもひどく驚き、うしろに立つナインヘルは黙だまって腕うでを組む。

　ロージとセスに「抱っこしてみて」と促うながされ、オリビエはアルファの幼生体を腕の中におさめた。

　小さくて柔やわらかくて、とても愛らしかった。オリビエはガーディアンと視線を交かわす。おそらくデュシス・エンドの魔物たちも考えたはずの、ひとつの思いが過よぎった。

　この仔は、ネロの生まれ変わりなのだろうか。

　ネロの死去から、アルファの幼生体の誕生まで、一年も経たっていない。魔力が強い魔物ほど転生も早いと教わったが──。

「生まれ変わりかどうかなんて考えんなよ」

　ナインヘルの声に、オリビエは目の覚める思いがした。

「このちびの命も生しよう涯がいも、ちびのものだ。おれだったら勝手に生まれ変わりにされるのは御ご免めんだな。レンヴィートルだって好きなときに好きな場所を見つけて生まれ変わるだろ。急せかさねえで、自由にさせてやれよ」

「そうだな……ナインヘルの言う通りだ。成体となったこの仔がデュシス・エンドの魔物を愛し、守り、最さい西せい端たんの大地を統すべることができるよう、我われら竜の一族も弛たゆまぬ努力をつづける。蜂ほう起きで亡なくなった魔物たちが望む場所で生まれ変われるように、今度こそ生を全まつとうできるように、魔ま物もの狩がりのない世界を守護しつづけると約束する」

　ガーディアンの力強くて優やさしい言葉に皆みなが笑顔になった。アナベルを始め、涙なみだする者はもっと多くいた。オリビエはまばたきを繰くり返して、滲にじんだ涙を追いやる。すぴすぴと鼻を鳴らして眠ねむる魔狼の幼生体に微笑ほほえみかけた。

「みんなに大切にされて、元気に育ってくれよな。また会いにくるよ！」

　そうしてオリビエは幼生体のふわふわの額に口づけた。ガーディアンの穏おだやかな視線が急に鋭するどくなったことに気づかずに。

　デュシス・エンドの魔物が集つどい、ようやく本日のメインイベント──竜によるプレゼント会が始まった。

『すべての幼生体に縫ぬいぐるみを贈おくる』──竜は言い出したら聞かなくて、ガーディアンがハーシュホーン通りの玩がん具ぐ店へ行ったあと、縫いぐるみの棚たなが空っぽになり、ラッピング用のリボンも使いきってなくなったと聞いた。

　ナインヘルが巨きよ大だいな布ぬの袋ぶくろをいそいそ運んでくる。縫いぐるみを買ったのは兄竜だが、配るのは弟竜だ。

　年老いた魔物たちは、魔物狩り以前の昔の癖くせが抜ぬけなくて、竜を見ると頭こうべを垂れようとする。硬かたくなって動かせない身体からだを無理やり動かそうとするグリフィンのことを、ガーディアンが片かた膝ひざをついて支えてくれた。

「御ご老ろう体たい、無理をするな。どうか楽にしてくれ」

　こういうときのガーディアンの年長組らしい対応や、洗練された立ち振ふる舞いに、オリビエは密ひそかにときめいてしまう。

「ちっせぇー！」

　一方、若い竜のナインヘルは、数えきれないほどの小さな魔物に囲まれた。

　魔鳥の雛ひなたちは「わー」「竜さまだー」「かっこいいー」と、もこもこの丸い身体をぷるぷる震ふるわせて感激する。

「ちっせぇー。おまえらの身体どうなってんだ？　内臓ちゃんと入ってんのか？　飯食ってんのかよ？　見てみろよアナベル、リピンよりちっせぇぞ。どっちが縫いぐるみか、わからなくなる」

「あははっ……！　みんなとっても可愛かわいいね」

　竜には小さくて可愛らしい生き物を盲もう愛あいする習性があるが、ナインヘルがこれほどデレデレになるところをオリビエは初めて見た。非常に嬉うれしそうで、なによりである。

　集まった幼生体たちはわらわらと好き勝手に動きまわったり、喧けん嘩かして泣きだしたり、ナインヘルにくっついたりする。収しゆう拾しゆうがつかなくなりかけたその場をロージとセスが取り仕切ってくれた。

「ちびたちは二列に並べ！　列からはみ出るなよ！」

「大きな声で元気よく竜さまにお礼を言うんだぞ！」

「ナイン、トカゲちゃんにはトカゲの縫いぐるみをプレゼントして、鴉からすちゃんには鴉の縫いぐるみをプレゼントするんだよ、まちがえないでね」

「わかってるって」

　地面に胡坐あぐらをかいたナインヘルは「ちっせぇー」を繰り返しながら、綺麗なリボンがかかった縫いぐるみをひとつずつ手て渡わたしていく。

「おい、おまえら大だい丈じよう夫ぶかよ、巣まで運んでやろうか？」

「だいじょうぶですっ、ありがとうございますっ、竜さま！」

「ずっと、たいせつにします！　わぁい！」

　鴉の幼生体たちは、自分の身体と同じ大きさの縫いぐるみを抱きしめ、ぴょこぴょこ跳はねる。

　バターケーキや菓か子しも配って、賑にぎやかで楽しい時間となった。そんな中、オリビエの予感が当たり──万ばん全ぜんの灼しやく熱ねつ対策をしたアナベルが、ついにダウンしてしまった。

　檸檬レモンの木の下に絨じゆう毯たんを敷しいてクッションを置き、アナベルを横たわらせる。

「すみません……。デュシス・エンドのみんなのために植えた木なのに……」

「そんなこと気にすんなって。おまえ、妙みように張り切ってたもんなー。こうなるんじゃねえかって心配して、て──」

　苦く笑しようしながら言ったオリビエは、目を瞠る。

　まぶたを閉じているアナベルの眦まなじりから、涙が伝い落ちた。

「大丈夫かっ？　泣くほどつらいか？　熱いところに何時間もいさせて悪かった、ナインヘルと一いつ緒しよに今すぐここを出て、涼すずしい場所で休んでくれ」

「いえ、大丈夫です。──嬉しくて……嬉しいことばかりで」

「え？」

　オリビエは胡坐をかき、麦むぎわら帽ぼう子しで扇あおいでアナベルへ微び風ふうを送る。

「僕がドラゴンギルドに来たとき、僕が原因でナインとガーディアンが取っ組み合いのけんかをしてしまって……」

「そういや、そんなこともあったなぁ。あの兄弟はとっくに忘れてるけど」

「はい。オリビエが里帰りできたのも、一緒に来られたことも、ナインとガーディアンが仲よくしてるのも……嬉しくて。檸檬の木を植えられたのも、魔ま狼ろうのアルファの赤ちゃんが生まれていたことも、ナインがおちびちゃんたちに縫いぐるみをプレゼントしてるのも……嬉しいことばかりで、泣けてきます」

「……うん」

「こういうときって、泣けてくるのに、にやにやしちゃうの……、僕だけでしょうか……」

「ははっ。わからなくもない。おまえ今、泣きながらすげえにやにやしてるぜ」

「へへ……」

　鼻の奥がツンとする。アナベルと話しているとオリビエまで確実に泣いてしまうから、ごまかすために立ち上がった。

「思ったんだけど。ナインヘルかガーディアンの涙を飲んだら、頭痛や眩暈めまいも一発で治るんじゃねえ？」

「あ。そうでした」

「待ってろ、ナインヘルに言ってくる」

「僕、本当に大丈夫なので、竜の涙は、あとで……。ナインに、おちびちゃんたちとの時間を大切にしてほしいんです。オリビエも、みんなのところにいてくださいね」

「わかってる、うまく言うから任せとけ。水を飲めよ」

　ニッと笑ったオリビエは、アナベルに水の小こ瓶びんを持たせる。

　お洒落しやれな麦わら帽子をかぶって、小さなふわふわの雛ひな鳥どりたちに夢中になっているナインヘルのところへ走っていった。







　アナベルは火竜の赤い涙を飲んですぐに回復した。相当気に入ったのか、あとは帰るだけなのにまた麦わら帽子をかぶってにこにこする。

「ちびたちが小さすぎて心配だ。また見にくる」

　誇こ張ちようではなく、一いつ生しよう涯がい分の「ちっせぇー」を連呼したナインヘルは再訪を約束し、アナベルを乗せてデュシス・エンドを発たった。ガーディアンとオリビエは真夜中まで滞たい在ざいし、午前六時にドラゴンギルドに到とう着ちやくする。

　夕ゆう陽ひが沈しずみ宵よいが来て、ようやく灼熱がおさまった。

　檸檬の木の下は、甘く爽さわやかな香かおりで満たされている。ガーディアンがいつもみたいに裸はだかで絨毯に横たわったので、急いでコットンブランケットを一緒にかぶった。

　仰あお向むけになって見つめていると、時折、白い花びらが舞まい落ちてくる。枝葉のあいだには金銀の星々が瞬またたく。美しくて瑞みず々みずしい風景だった。この風景の中で過ごす仲間が増えていくことを、オリビエは心から願う。

　眠ねむ気けを誘さそう涼やかな微風をデュシス・エンドじゅうに吹ふかせてくれているのは、もちろんガーディアンだ。風に頰ほおを優しく撫なでられて、オリビエはまどろみはじめる。

「涼しいな……。みんなぐっすり眠れてると思う。ちびたちも縫いぐるみがあるから、寂さみしくないよ。ガーディアン……、連れてきてくれて、ありがと……」

「そうか。よかった」

　まぶたを閉じて、心ここ地ちいい眠ねむりに落ちていく。

　そのとき、ズシッと重みが伸のしかかってきた。

　びっくりしてまぶたを開く。眼前にあるのは鮮あざやかな緑葉でもなく、満天の星でもなく、アルカナ神話に登場する英えい雄ゆう神みたいな端たん整せいな顔だった。

「オリビエ。まだ眠る時間ではない。俺の額にキスしろ」

「へ……？　なんで」

「アルファの幼生体が生まれていたことは非常に大きな喜びだ。だがしかし、キスしていいとは言ってない」

　どうやらガーディアンは怒おこっているようだが、なにに腹を立てているのか、眠くて頭がぼうっとしていて、さっぱりわからない。

「五回、額にキスを。さもないと中に入ってしまうぞ？」

「はぁ？　なんだよ、それ……。──あっ！」

　シャツと下着しか身につけていなくて、下着を一いつ瞬しゆんで剝はぎ取られてしまった。大きく開かい脚きやくさせられてすぐに、窄すぼまりに硬い先せん端たんが押し当てられる。

「あぅ。……やめろよ、誰だれかに、見られ……たら」

　もう二度と帰郷できない。オリビエの心配などおかまいなしで、後こう孔こうに亀き頭とうを嵌はめ込んだガーディアンは、浅いところで、くち、くち、と小刻みに抜ぬき差しをする。

「ぁ……、んんっ……」

「みんなぐっすり眠っているんだろう？　星空のもとでの性愛行こう為いもいいな、開放的でロマンチックで」

「な、にが……ロマン、チッ……あっ、ぁあ！」

　陰いん茎けいの根元までを一気に挿そう入にゆうされたとき、幼生体の額に口づけたことに腹を立てているのだと理解した。しかし時すでに遅おそく、にこっと笑うガーディアンが怒ど濤とうの甘い腰こし使づかいを始めた。

　真夜中まで愛し合う風竜と鴉のもとに、檸檬の白い花びらが音もなく降ってくる──。







　帝てい国こく暦れき一八七四年の夏にサラマンダーが植えた檸檬の木は、多くの果実をつけて魔物たちを潤うるおし、デュシス・エンドを見守りつづけて二百年後に朽くちた。

　檸檬の木を中心にオレンジやライムが植樹され、一帯は果樹林となる。その上空にはエメラルド色の鱗うろこを持つ若いシルフィードが翔かけ、豊かな雨を含ふくんだ風を吹き渡わたらせたという。

























「もうっ、テオってば、起きてよ！　ちゃんと説明して！」

「あー。サタンが怖こわすぎた……わかってたけど……」

　寝しん台だいに突つっ伏ぷしたまま、いつまで経たっても動かないテオの背を、オーキッドはぽかりと叩たたいた。

　さかのぼること約一時間前──テオに手を引っ張られ、連れて行かれた筆頭バトラーの執しつ務む室には、リーゼとサリバン、ジュストがソファに座っていた。勢いよく入室してドカッとソファに腰かけたのに、なぜかテオは急に静かになって大おお粒つぶの汗あせをかきだす。

　誰だれも口を開かず、カチ、カチ、という時計の音だけが執務室に響ひびく。なんの目的で集まったのかわからなくて、退たい屈くつになったオーキッドは脚あしをぶらぶらさせたり爪つめをいじったりした。

　サリバンの大あくびが、うつりそうになる。ジュストが溜ため息をついたとき、リーゼが『フッ……』と嗤わらい、片かた眼鏡めがねをカチャリと鳴らして言った。

『中ちゆう途と半はん端ぱな覚かく悟ごでこの俺に挑いどもうとするなよ若造。無む駄だ死じにしてえのか？』

　オーキッドには決して向けられることのない、とてつもなく怖い言葉と低い声だ。

　普ふ段だんのテオなら逃にげ出していたかもしれない。でも彼は逃げずに、意を決したように拳こぶしを握にぎり、そして叫さけんだ。

『筆頭バトラー！　俺とオーキッドは、婚こん約やくします！』

『あ？』

『ええーっ!?』

　婚約という言葉に物もの凄すごく驚おどろいて、退屈も眠ねむ気けも吹ふき飛んだ。リーゼから凄すさまじい怒ど気きと殺気が沸わき立ってきても、テオは怯ひるまずにつづけた。

『これは、婚約を許してくださいというお願いではありません！　婚約しますという、報告であります！』

『テオ、いつになく格好いーい』

『応おう援えんしてくれるのかサリバンっ』

『ううん。それとこれとは話が別』

　オーキッドのことを溺でき愛あいしてやまない兄あに竜りゆうはニコッと嗤う。妖あやしい笑えみだけでテオを諦あきらめさせようとする。しかしテオには唯ゆい一いつ且かつ強力な味方がいた。

『テオの現場主任の仕事ぶりを認めてるんでしょ!?　だったら婚約も認めてよ、父さん！』

　ジュストに『父さん』と呼ばれたリーゼは、一いつ瞬しゆんだけ締しまりがない顔をする。そうしてこめかみに太い血管を二本も浮うかばせ、言い捨てた。

『婚約したからって、結婚できるとは限らねえぜ。──ま、せいぜい命を大事にな』

　執務室を出るなり、涙なみだぐむジュストがオーキッドをぎゅっと抱だきしめてきた。

『婚約おめでとう！　ボスも認めたし、これで二人は許嫁いいなずけだよ！』

『あれ認めたことになるか……？　俺、殺害予告されたぞ』

『認めたことになるよ！　予告通り実行するかもしれないけど。今度みんなで婚約パーティーしようね！』

　ジュストに何度も礼を言って別れたテオは、オーキッドと手をつないで巣に帰り、寝台にボフンと倒たおれ伏ふす。そこから四十分が経っても動かないので、痺しびれを切らしたオーキッドは背をぽかりと叩いた。

　ようやくのろのろ起き上がる。胡坐あぐらをかいたテオが腰こしを抱だき寄せ、腰を抱かれたオーキッドがみずから胡坐に座って肩かたに腕うでをまわすのは、この二年でごく自然なことになった。

「婚約するなんて急に言い出すから、びっくりしちゃったでしょ」

「急っぽく見えたかもしれねえけど、違ちがうよ。リーゼさんに婚約のこと報告するぞって、二年前からずっと思ってて、でも何度も時機を逃のがしちまってた。二年も……我われながら情けない。ジュストに、必ず加勢してやるから今すぐリーゼさんに言いに行けって発破かけられて、やっと報告できたってわけだ」

「そうだったの。知らなかった……。ジュストが言ってた『いいなずけ』って、なあに？」

「結婚の約束をした相手のことを許嫁って呼ぶんだ。あとは、婚約者とかフィアンセとか」

「ふぃあんせ……」

　可愛かわいい響ひびきだけれど、想像してきたものとは異なっていた。

「ぼくたち、結婚することいつリーゼくんに伝えるのかなって思ってた。婚約は、テオが話してた『きちっと段階を踏ふむ』ってことなの？　許嫁ってそんなに大事？　よくわかんない」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませると、テオは微笑ほほえんで、人差し指で頰を押してくる。

「すぐ結婚もできるけど、結婚までの〝許嫁〟って、特別な感じがしていいなって思ってさ。オーキッドと俺は恋こい人びと同士で、婚約したからもう家族みたいなもんだし、仕事仲間でもある。許嫁って言葉に、大切な関係がみっつも含ふくまれてるんだ、それって素す敵てきだと思わねえ？」

　わがままを言っても拗すねても、テオは嫌いやな顔ひとつせず、オーキッドがわかりやすいように丁てい寧ねいに伝えてくれる。テオの言う通り、恋人・家族・仕事仲間、みっつの意味が籠こもった〝許嫁〟は特別で嬉うれしくて、なにより彼の考えかたがとても素敵だと思った。

「じゃあね、ぼく、ずっと許嫁でいい！」

「えぇ……また極きよく端たんだな。ステンドグラスきらきらの大聖堂で結婚式したいんじゃなかったっけ？　俺はそういうのすげえ照れくさいから、オーキッドがずっと許嫁のままでよくて結婚式しないって言うなら、それでもかまわねえけどー」

「だめ！　やっぱりっ、やっぱり結婚する！　大聖堂で結婚式もするの！」

「はいはい、わかりました。気まぐれシルフィードちゃんの仰おおせの通りに」

　いたずらっぽく笑うテオに、オーキッドはぐりぐりと頰ずりをする。

「みんなで婚約パーティーしようねって、ジュストが言ってくれたね！　嬉しい！」

「楽しみだな。コック長たちは三段くらいのケーキを作ってくれるだろうし、エリスが中心になって、手作りのガーランドとかで飾かざりつけてくれたりさ。……まあ、その、俺は竜の兄貴に囲まれて生きた心ここ地ちしねえだろうけど、オーキッドが嬉しくて楽しいならそれでいい」

「もーっ、お兄さまたちったら、どうしてテオにいじわるするの？」

「可愛すぎるおまえにも責任あると思うぞ……。敵意剝むき出しのリーゼさんやサリバンはまだましだよ、サロメやガーディアンのほうが怖こええ……俺、殺されるならサロメにだと思ってる。水みたいにひたひた近づいてきてさ、気づかねえうちに背後からこう、ブスッと──」

「大だい丈じよう夫ぶっ、ブスッてさせない！　ぼくがテオを守るからね！」

　テオはわざと真顔を作って「頼たよりにしています」と言った。そのあと微笑み合う。

　近づいてきた唇くちびるに、オーキッドは自分からも唇を寄せた。毎夜、深いキスをしたあとは眠ねむくなるまで髪かみを撫なでてもらうのに、今夜は下か肢しが熱を持ってひどく疼うずく。

「テオ……どうしようっ。ぼく、……ぼく、っ」

「うん。発情、したな。──待ってた」

　どう伝えたらいいかわからず、でもテオはオーキッドの身体からだの変化にすぐ気づいてくれた。

「発情が先か、俺がリーゼさんに婚約報告できるのが先か、焦あせってて……ぎりぎりになったけど報告が先でよかった。刺し激げきして無理やり発情させるんじゃなくて、オーキッドが自然に発情したそのときに抱くって決めてた」

　真しん摯しな言葉を紡つむぐテオに、オーキッドの小さな胸は激しくときめき、壊こわれそうなほど高鳴る。オーキッドもテオと交こう尾びしたいとずっと思ってきたのに、寝しん台だいに寝ねかされて身体がクッションに沈しずんだとき、「や……」と声を漏もらしてしまった。

「恥はずかしいよな。明かり消さねえと」

　サイドテーブルのランプが消え、秋の清らかな夜気が竜の巣に広がっていく。

　全ぜん裸らになりたがる兄弟と違って、オーキッドは裸はだかを見られるのが苦手だった。それをわかっているテオが、制服を脱ぬいで先に裸になってくれた。両手で顔を覆おおいながらも、指のあいだから覗のぞいてしまったテオの陰いん茎けいは、今のオーキッドと同じように形を変えている。そこから漂ただよってくる人間の雄おすの匂においは、兄弟よりもどの魔ま物ものよりもいい匂いで、くらくらした。

　軍服を脱がせる手つきは仕事中とまったく違う。首くび許もと、鎖さ骨こつ、胸──テオは、あらわになったオーキッドの肌はだに口づけながら下がっていく。腰こし骨ぼねにキスをされ、我が慢まんできなくなった。

「ぼ、く……、お、漏ら、し……しちゃ……ぅ」

　あまりの恥ずかしさに泣きそうになる。そのときテオが脚あしのあいだに顔を埋うめた。

「あ！　──いや、テオ……、テオっ」

　初めて硬かたくなった性器を口に含まれた瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな快感とともに体液がびゅうびゅうとあふれだす。堪こらえきれない羞しゆう恥ちに涙なみだがこぼれたけれど、テオが精液をごくりと飲みくだす感かん触しよくが嬉しくて、もっと飲んでほしくなった。テオを自分だけのものにするために、嚥えん下かに合わせて懸けん命めいに腰を振ふって射精するオーキッドは、身のうちに所有の本能が存在していることを知る。

「発情してる、ぼく……、へん……？」

「可愛いばっかりで、ぜんぜん変じゃない。……けど」

　明かりがなくても見える。手の甲こうで口許を拭ぬぐうテオの顔は、真っ赤になっていた。

「こんな甘いなんて、信じられねえ。ジュストが『一度飲んだら病やみつきになるよ』って言ってた意味がわかった。……本当に、よくわかった」

　覆いかぶさってきたテオに、すり、と頰を寄せて願う。

「テオが、ぼくの精液に病みつきになってくれたら、すごく嬉しい……。病みつきになって」

「魔ま性しよう──。もう、ほんと完敗」

　オーキッドの上で脱だつ力りよくするテオの、その中心にあるものは濡ぬれていて硬かたい。後こう孔こうに触ふれられ、あっ、と小さな悲鳴をあげる。指で中をいじられる恥ずかしさに、身体が強こわ張ばってしまう。

「怖こわい？　ごめんな、余よ裕ゆうなくて」

「……怖い。心臓が、爆ばく発はつしちゃいそう、で」

「はは。オーキッド、俺の胸を触さわってみな」

　促うながされるまま胸むな板いたに触れると、ドクドクと激しく高鳴っている。テオも同じだとわかったら、怖くなくなった。指が抜ぬかれてすぐに、後孔に濡れた先せん端たんがあてがわれる。

「あっ……！　テオ──」

　熱い陰茎が内ない壁へきを押し拡ひろげて、ゆっくり入ってくる。初めて覚える圧あつ迫ぱく感かんはあるけれど、痛みはない。テオとつながる喜びが、心と身体いっぱいに広がっていく。

「テオ、好きっ。大好き……」

「俺もオーキッドが大好きだ。可愛くてしょうがない。リーゼさんや竜の兄貴たちには悪いけど、どうしてもおまえを独ひとり占じめしたい」

　オーキッドを怖がらせないための優やさしい動きが、忙せわしないものになる。ぎゅっと抱きつき、いい匂いがする首許に顔を埋めたオーキッドは、テオの甘くて強い律動に溶とけていった。







　柔やわらかな朝あさ陽ひに包まれて、パチッと目を覚ます。

　もこもこの毛布の中、裸のテオはオーキッドを片腕で抱き、大の字で寝ている。テオにぴったりくっつくオーキッドが纏まとっている寝ね間ま着きは、彼が着せてくれたものだった。

　──おしりが、まだほんのちょっとだけ、そわそわしてる。

　恥ずかしくて、でも嬉しい。昨夜のことを思い出し、もう胸が痛いくらいときめいている。そして、金色の瞳ひとみに映る世界は昨日と同じなのに、昨日までよりもずっと綺き麗れいできらきら眩まぶしい。オーキッドの世界に煌きらめきの魔ま術じゆつをかけたテオは、ガサガサに嗄しわがれた声を出した。

「……いま、なん、じ？」

「えっと、五時二分」

「うげぇ……。あー、だりぃ……休みてえ、休みほしぃ……」

　いつものだらしない口くち癖ぐせが出てきて、オーキッドは唇を尖とがらせる。昨夜はあんなにも素敵で格好よかったのに。しかし次の瞬間、テオは「なぁんてな、冗じよう談だん」と、ニッと笑って跳はね起きた。胡坐あぐらをかいてその上にオーキッドを座らせ、チュッとキスをする。恋人で家族で仕事仲間でもあるテオが笑えみを湛たたえて言う。

「おはよう、俺の許嫁いいなずけのシルフィードちゃん。さぁー、今日も一いつ緒しよにばりばり働きますか！」

「うんっ！」

「まずはシャワーだ、風ふ呂ろまで競走！　先に着いたほうが先にシャワー使える！」

「あーっ、ずるーい！　待ってぇー」

　幸せいっぱいのオーキッドは、全裸のまま張り切って風呂場へ走っていくテオを追いかけた。

　帝てい国こく暦れき一八七四年、秋──。魔物と人間の婚約が成立し、ドラゴンギルドの風竜オーキッドと中ちゆう堅けんバトラーのテオは許嫁となった。

　大聖堂の鐘かねを鳴らすまでの道程には、サリバン、サロメ、ガーディアン、そしてサタン・オブ・ギルド攻こう略りやくという、大いなる難関が待ち受けている。

























　鶫つぐみの囀さえずりが響ひびく晩冬の早朝──。その騒さわぎはなんの前まえ触ぶれもなく始まった。

　昼中は春の気配を感じるようになったものの、暖だん炉ろの炎ほのおが尽つきた夜明け前は寝しん台だいから出るのが億おつ劫くうになるほど冷える。

「暑い……」

　しかし、なぜかリーゼは暑さで目が覚めた。肩かたまでを覆おおう毛布の中に熱が籠こもっている。裸はだかの腰こしにまわってきている腕うでと、頭の下の腕うで枕まくらがやけに熱い。

「……サリバン？」

　熱源が、リーゼのうなじに顔を埋うめて眠ねむるサリバンであることに気づき、驚おどろく。サイドテーブルから取った片かた眼鏡めがねを右みぎ眼めにかけて振ふり返った。

「どうした」

　午前三時過ぎまで上じよう機き嫌げんで愛欲行こう為いに耽ふけっていたサリバンが、まぶたを閉じたまま荒あらい呼吸を繰くり返している。眉まゆをきつくひそめる美び貌ぼうは赤みを帯び、額には汗あせが浮うかぶ。

　勢いよく身体からだを起こしたリーゼは竜りゆうの首くび許もとに触ふれて目を瞠みはった。

　脈みやく拍はくが異常に速くなり、鱗うろこはいつもの心ここ地ちいい冷たさを失っていた。

「熱が出てるのか!?」

「わかん、ない……なんか、変。からだ熱くて、寒いよ……」

　初めて見る苦しそうな様子に、リーゼはひどく焦あせりだす。世界最強の竜は疾しつ病ぺいとは無む縁えんの魔ま物ものだ。連れ添そって三十年余、サリバンが急病に罹かかるなど一度もなかった。

「どこか痛んでないかっ？　頭は、内臓は？」

「頭、痛い……。骨も……どうして」

「ジュスト呼んでくる！」

「いやだ……リーゼくん、ここにいて……」

　掠かすれた声で懸けん命めいに言うサリバンは発熱という未知の感覚に襲おそわれ、リーゼ以上に混乱しているみたいだった。

「すぐ戻もどってくるから待ってろ。な？」

　寝台をおりて毛布と厚手のシーツを掛かけ直し、長ちよう軀くをしっかり包む。額の汗を拭ぬぐい、乱れた前まえ髪がみを整えてやると、シャツやスラックスを急いで身につけて巣を出た。

　飴あめ色いろの大階段の踊おどり場に設しつらえたフロマン社の振り子時計ホールクロツクは午前五時四十五分をさしている。

　朝あさ陽ひが昇のぼる前の暗いうちから活動を始める美み魔まは、もう食堂へ行っただろうか。そう思ったが、ジュストは階下の踊り場でオリビエやエリスと話していた。そばで会話を聞くアナベルとメルヴィネは泣きそうな表情をしているように見える。

　リーゼは階段を駆かけおりながら大声を出した。

「ジュスト！　悪い、巣に来てくれ、サリバンが──」

「発熱してる？」

「えっ……」

　あとにつづく言葉を言い当てたジュストは眼鏡をかけていない。静かな声で「おはようございます」と挨あい拶さつしてくるオリビエやメルヴィネたちも、シャツとスラックスだけだったり寝ね間ま着きにセーターを着ていたり、皆みなが慌あわてて集まったことがわかる。

「どうした、なにがあった？」

「熱を出してる仔こがたくさんいるの。今わかってるだけでも、フォン、サロメ、ガーディアン、ナインヘルくん、ジェイド……、サリバンもだよね」

「六機もか!?　竜が体調を崩くずすのはおかしい、どうなってる」

「たぶん六機だけじゃない……エドお爺じいちゃんやシーモアくんたちを確かく認にんしないと」

「エドワードさん、大だい丈じよう夫ぶでしょうか……」

「六時を過ぎた、先に食堂を確認しよう。エドワード老やシャハトやキュレネーは朝飯を食ってるかもしれない」

　皆で階段をおりていく。自分で言ったものの嫌いやな予感がするばかりだった。

　早朝から夜まで稼か働どうしているドラゴンギルドの食堂はいつも通り明るい。しかし、毎朝厨ちゆう房ぼう内を走りまわっている三人の若いコックが、今は突つっ立って不思議そうにこちらを見つめている。コック長がエプロンのポケットに両手を入れて首をかしげ、言った。　>>>♥

「おーい、筆頭バトラー。なんかあったか？」

　コック長たちが不思議がるのは無理もない。肉料理の匂においや焼きたてのパンの香かおりで満たされた食堂には誰だれの姿もなく、がらんとしていた。

　小さな吐と息いきをついて、アプリコットオレンジの髪かみを搔かき上げたジュストが医師の顔になる。

「ボス。エドお爺ちゃんから順番にみんなを診みるけど……これ、〝竜かぜ〟だと思う」

「竜かぜ、だって？」

　数十年ぶりに耳にした病名と、それを完全に忘ぼう却きやくしていた自身に驚き、リーゼはジュストの言葉を繰り返すだけになった。サリバンの苦しむ姿に狼ろう狽ばいしてしまっていたが、落ち着いて考えれば確かにそうだ。突とつ然ぜんの高熱や集団発はつ症しよう──竜かぜ以外考えられない。

　結ぶ余よ裕ゆうがなかったのだろう、前髪をおろしたままのエリスが訊たずねる。

「竜かぜってなんですか？」

「成体の竜だけが罹る、ひどい風邪かぜのことだよ。僕も医学書を読んだだけで、実際に罹った仔を診たことはないんだけど……。厄やつ介かいなのは万ばん能のう薬やくである竜の涙なみだが効かなくて、感かん染せん力が強いこと。広い帝てい国こくのあちこちで生きてた大昔と違ちがって、一いつ緒しよに暮らしてる今は集団感染は避さけられない。主な症状は高熱、頭痛、筋肉痛と関節痛、全身倦けん怠たい、食欲不ふ振しん、咳せきや洟はな……数日で治る仔もいれば、完治するまでに二週間くらいかかる仔もいるみたい」

　エリスとアナベルとメルヴィネはただでさえ大きな瞳ひとみを見開いて聞き入り、オリビエはスラックスのポケットに入っていた手帳とペンを取り出して素す早ばやくメモを取る。ジュストの説明はまるで竜かぜに罹った兄弟らを長年診しん察さつしてきたかのように端たん的てきで、腕を組んだリーゼは我が息むす子こに感心しながらウムウムとうなずいた。

「猛もう毒どくの血を持つ竜を宿主にできる病原体は一種類のみ……竜かぜは、もうずっと発症が確認されてなかったんだ。ボスも罹り患かんした仔に会ったことないでしょう？」

「ああ、ない。ジゼルが生前『百年くらい見てない』と話していた。ってことは今日まで百四十年ほど確認されてなかったことになるな」

「百四十年……。サロメも、こんなふうになるのは初めてだと言ってました」

「そうだよね、みんな、急に竜が苦しみだして怖こわかったよね。僕もフォンの唸うなり声で飛び起きたよ、びっくりしちゃった」

「でも、ジュストさんに病名を教えてもらえて少しほっとしました。ちゃんと治るよってナインや兄弟たちを安心させたいです」

　アナベルとメルヴィネが微笑ほほえみ合ったとき、長い廊ろう下かの向こうから、のしっ…のしっ…という足音が響いてきた。重じゆう厚こうかつ落ち着いた足音はテオやレスターや幼生体のものではない。

　エリスが固かた唾ずを吞のむ。皆、開け放しの扉とびらに目が釘くぎ付づけになる。

　やがて扉を抜ぬけ、軍服を着た一機の土竜ゲノムスがあらわれた。

「おはよう。……おや？　どうしたんだい」

　バトラーたちの驚きよう愕がくの視線が一族最さい高こう齢れいの竜に注がれる。エリスとアナベルが口々に訊ねた。

「エドワードさん！　大丈夫ですか!?」

「高熱は出てませんか？　頭は痛くありませんか？」

「熱はないよ、頭痛もしていない。心配してくれてありがとう」

「抗こう体たいだあっ！」

　大階段の踊り場で会ったときから硬かたい表情をしていたジュストが、声を弾はずませてエドワードに駆け寄った。

「きっと抗体を持ってるんだよ！　エドお爺ちゃんっ、竜かぜに罹ったことある？」

「竜かぜ？　ずいぶん久しぶりに聞くね。竜かぜか……確か、成体になりたてのころに罹患したような？　なにしろ二百八十年くらい前のことだから、記き憶おくが曖あい昧まいで……」

「調べる！　エドお爺ちゃんを僕にちょうだいっ」

「ああ、かまわないよ。好きなだけジュストにあげる」

「やったぁ、エドお爺ちゃん大好き！」

　にこにこ笑うエドワードはおどけて答え、ジュストが丸い腹に抱だきつく。

　今のは『抗体の有う無むを調べるために血液を採取させてくれ』という意味で、ジュストは嬉うれしさと興奮のあまり言い誤ったのだ──わかっているのだが、美魔の甘い声で「ちょうだい」と聞くと、どうしても淫いん靡びな行こう為いが連想されて、リーゼはつい「許さんぞ……」と口走ってしまった。

　隣となりに立つオリビエの凄すさまじく冷ややかな視線を感じ、ゴホンと咳せき払ばらいをしてごまかす。

「あっ、事務室の電話、鳴ってる」

　鴉からすの高い聴ちよう力りよくを使ったのだろう、オリビエがつぶやきながら食堂を出て行った。

　すぐに駆け戻ってきて、なんとも言えない表情で報告する。

「リシュリーさまでした……。ファウストが高熱を出してるとのことです」

「なにっ？　こんな離はなれてるのにか？　だったらサージェントの屋や敷しきにいるアンバーは」

「たぶん感染してると思う。いつも六時三十分には帰ってきてるでしょう？」

「あとで俺がサージェントに確認する」

「リシュリーさま、めちゃくちゃ焦ってたんで、ほかの兄弟もファウストと同じ〝竜りゆうかぜ〟の症状が出てるってことと、ジュストさんから電話してもらいますって伝えました」

「ありがとう、必ずかけるね」

　エリスから経けい緯いを聞くエドワードが「ええっ、弟たちが竜かぜに？」と驚おどろいたとき、次はダダダッ……という喧やかましい足音が近づいてきた。

　リーゼはまぶたを半開きにする。寝ね癖ぐせだらけの髪のまま食堂に飛び込んだテオが膝ひざをつき、縋すがりついてくる。

「リーゼさんっ、俺は向こう十年、休み要いりません！　だから今日と明日と明後日あさつて、休みをください！　今すぐ休きゆう暇かに入らせてくださいっ！」

　テオの懇こん願がんを完全に無視したリーゼと、ジュストたちは、その取り乱しようからオーキッドが竜かぜに罹患していることを確信した。

「………」

　エドワード、五人のバトラー、コック長たち──食堂にいる全員が、言動がいちいち大おお仰ぎような男を見つめ、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが生まれる。

「あれ、みんなは？　あれっ？　──どわっ」

　いつもと様子が異なることにようやく気づいた婚こん約やく浮うかれ野や郎ろうを引き剝はがすと、リーゼは腕うでを組み直して短く考えた。片かた眼鏡めがねをカチャリと鳴らして言う。

「約百四十年ぶりの感染……驚くばかりだが、エドワード老以外の十三機が竜かぜにやられてると見てまちがいないだろう。どうしようもない。竜たちの回復状じよう況きようによって前後させるが──ひとまず三日間、臨時休業とする」

「やったー、休みだ！　一日中オーキッドのそばにいてやれる！」

「休みなわけねえだろ、臨時休業は表向きだ。俺とおまえで手分けして、顧こ客きやくに詫わびてまわるんだよ」

「ぐわーっ、エマージェンシー！」

　私情剝むき出しで大喜びしたり頭を抱かかえて嘆なげいたり、現場主任にあるまじき振ふる舞まいである。

　そんな忙せわしない先せん輩ぱいバトラーを放ほうって、オリビエはふたたび扉の向こうを見た。

「また事務室の電話が鳴ってる」

「僕、行ってきますね」

「サージェントじゃねえか？　俺からかけ直すと伝えてくれ」

　アナベルが「イエス・サー」と返事をしながら走っていく。リーゼは五人のバトラーに告げた。

「まずはバーチェス、シャハトとキュレネー、シーモアの巣へ行き、竜かぜであることを説明してやってくれ。七時を過ぎてもかまわない、着き替がえと朝食を済ませて脱だつ衣い室へ集合。ジュストに基本的な看病方法を教わる。日々の世話はジュスト以外のバトラーでおこなう、医師は今から相当忙いそがしくなるからな。テオも対外的な業務が終わり次し第だい、竜たちの世話にまわれ」

「わしはアンバーの様子を見にサージェント卿きようの屋敷へ行こう。弟はまだ小さいし、とても心配だ」

「ありがとうございます、エドワード老。ぜひお願いします。──一週間ほどイレギュラーがつづく。都度の打ち合わせと、連れん絡らくや確かく認にんを綿密におこないながら業務にあたるように」

「イエス・サー！」

　引き締しまった表情で声をあげたテオが、またすぐへなへなになってジュストの肩かたに縋る。

「ちゃんと仕事するから……オーキッドを頼たのむ……。あいつずっと泣いてて、すげえ苦しそうでさ……代わってやりてえよぉー」

「うんうん、心配だよね、任せて、このあとオーキッドを一番に診みにいくから」

　テオとジュストのやりとりを見て涙なみだを拭ぬぐうメルヴィネが、はっとなってつぶやく。

「あのぅ。レスターさんは……？」

　リーゼを含ふくむ全員が「あっ」と声を出し、オリビエとエリスが「起こすの忘れてた！」と顔を見合わせて言った。







「まさか、〝竜かぜ〟か？」

「………」

　これでもう何度目だろう──簡単には出てこないはずの言葉が、またアルカナ皇こう帝ていの唇くちびるからさらりと出てきて、リーゼは口を真一文字に結んだ。

　アナベルが受けた電話は、やはりサージェントが自宅からかけてきたものだった。

『アンバーが死んだら俺もあとを追う！』などと本気で叫さけぶ法務将校を『いいから今すぐ出勤しろ』と𠮟しかりつけたリーゼは、臨時休業を報告するため、午前九時三十分にアルカナ皇帝に拝はい謁えつした。

　モスグリーンのドレスを着たマリーレーヴェと、リーゼとエドワードとサージェントでテーブルを囲む。

　まだ「竜が高熱を出し……」までしか報告していないのに、なぜ即そつ刻こく〝竜かぜ〟という言葉が言えるのか──？　ジゼルに瓜うりふたつの皇帝は、リーゼのじっとりした視線を気にせず、白い指を顎あごにあてる。

「病原体そのものが消しよう滅めつしたと思ったが。百数十年、鳴りを潜ひそめていただけか。なかなかにしつこいな、猛もう毒どくを保有する肉体を宿主に選ぶだけのことはある」

「百数十年もですか？　陛下、竜かぜを抑よく制せいできる薬草などはありませんか？　あるなら採りに行きます。高熱に苛さいなまれているアンバーがあまりにも痛ましく……」

「薬草も特効薬もない。あれは竜を相当苦しめる。だが命を奪うばうものではないよ、サージェント、そなたの小さなゲノムスも必ず治る。完治すれば皆みなけろりとして、苦しかったことはすべて忘れるよ」

「わしも苦しい思いをしたのだろうけれど、まったく憶おぼえてないものな」

「竜は激痛や苦痛を記憶できぬ魔ま物ものだ。それも良し悪あしだがな」

　エドワード老もサージェントも、もうなんの疑問も抱いだかず、マリーレーヴェとジゼルを同一視して話す。生まれ変わりと認めたくないリーゼの同志は、もはやサリバンだけなのだろう。そう思うと、軽けい薄はくな風竜シルフイードが隣にいないことに一瞬の心こころ許もとなさを覚えた。

『この飲み薬、アンバーちゃんに。ほとんど効かないと思うけど、なにも飲まないよりましなはずだから』──ジュストが用意してくれた解げ熱ねつ剤ざいと鎮ちん痛つう剤ざいはエドワード老が持っているのでちょうどいい。

「少々立て込んでおりますので……私はこれにて失礼します……」

　話し込む皇帝と竜と吸血鬼へ小声で告げ、ささっと辞した。

　事実、リーゼは非常に忙しい。

　三日間の臨時休業によって延期または取りやめとなった依い頼らい案件は四十近くある。専用車を運転できるテオは遠方の顧客らを訪問していた。リーゼも馬車を手配し、今日と明日で帝都や周辺都市を巡めぐらなければならない。

　宮きゆう殿でん群をあとにして、革かわ靴ぐつの踵かかとをコツコツ鳴らしながら舗ほ装そうされた道を進む。

　結社に戻もどったその足でサリバンや兄弟たちの様子を確認し、ジュストに状況を聞いて午前十一時には出発したい。足早に歩いていたが、ドラゴンギルドの正門が見えた瞬間、思わず足を止め、「げぇ……」と声を漏もらしてしまった。

「あっ！　筆頭バトラー！」

「待ってましたよ、話を聞かせてください！」

　あっという間に二十人ほどの新聞記者に囲まれた。カメラを向けられ、閃せん光こうが放たれる。

「三日間の臨時休業を決めたそうですね！　アルカナ皇帝陛下へ報告した帰りですか？」

「竜かぜとはなんですか!?」

「人間に感かん染せんする恐おそれはありますか!?」

「し、しばらく待ってください、このあと結社よりコメントを出します」

　不覚にも記者たちの質しつ問もん攻ぜめにたじろいでしまった。営業中は開け放しにしている正門を閉めて走りだす。

〝謎なぞに満ちた近寄りがたい結社〟──アルカナ・グランデ帝国の民が長年抱いてきたドラゴンギルドの印象は、マリーレーヴェ三世直属の組織に移ってから〝謎に満ちた興味深い結社〟へと変わったらしく、事あるごとに新聞各社が取材に来るようになった。しかしリーゼは記者という生き物がどうにも苦手だった。竜りゆうかぜが発生して半日も経たっていないのに、いったいどこから嗅かぎつけたのか。

『ゴシップ記者は魔物並みに鼻が利きくからな』──サージェントの言葉を思い出し、まったくだと辟へき易えきしながら駆かけ込んだ事務室には、手帳を片手に話し合うメルヴィネとオリビエ、タイプライターを打つレスターがいた。

「リーゼさん、おかえりなさい！」

「ボス、なんで息切れしてるんです？」

「おかえりなさい。エドワードさんはどちらに？」

「エドワード老は陛下のところに置いてきた。このあとアンバーを見み舞まいにサージェントの屋や敷しきへ行くからいいんだ。それより、正門に群がってる奴やつらをどうにかしねえと。……頼むぜ広報担当」

　気合いを入れ、片かた眼鏡めがねをカチャリと鳴らして言ったが、ウェスト・コート姿に腕アーム貫カバーをしている中ちゆう堅けんバトラーは「はあ」と気の抜ぬけた返事をした。

　オリビエから無地の用紙を受け取り、空いている席に座る。

　竜かぜは成体の竜だけが罹かかる疾しつ病ぺいだ。帝都民を絶対に不安がらせてはならない。人間には無害の病原体であることを伝えるべく、リーゼはペンを走らせた。

　手て渡わたしたメモを、レスターはクリップボードに挟はさんで読み、立ち上がる。

　両りよう腕うでのアームカバーを外しテール・コートを着ると、黒くろ縁ぶち眼鏡をくいっと動かした。

「では行ってきます」

「おう……」

「レスターさん、がんばってくださいっ」

　もじゃもじゃの髪かみを揺ゆらして、長ちよう軀くの猫ねこ背ぜが事務室を出て行く。リーゼとオリビエとメルヴィネはあとをついていき、正門の近くに立つ木に隠かくれた。

　記者たちが声をあげる中、レスターは正門を全開にする。

「ご苦労さまです。お待たせしました」

「コメントをお願いします！」

「竜かぜの詳しよう細さいを教えてください！」

　大勢に詰つめ寄られても、立てつづけにカメラの閃光電球フラツシユを向けられても、ドラゴンギルドの広報担当は動じない。クリップボードを一度も見ずにすらすら話しだした。

「まず初めに一点、弊へい社しや専属医師の見解をお伝えします。このたび竜の一族が罹り患かんした感かん冒ぼう──いわゆる〝竜かぜ〟の病原体は、成体の竜のみを宿主とするものであり、人間および魔物には無害であります。帝都民の皆さまは殊こと更さら不安に思われていることでしょう、新聞社各位はこの点を広く報知いただきますようお願いします。ではつづきまして、弊社内で竜かぜが発はつ症しようし蔓まん延えんした経けい緯いを──」

　口くち煩うるさく質問していた記者が一いつ斉せいにメモを取りはじめ、静かになる。

「あいつ、すげえな！」

「ボス、声がでかいです」

　リーゼは木こ陰かげに隠れている意味がないほどの大声を出してしまい、オリビエに𠮟られた。

　過度に緊きん張ちようするテオは不向きと判断し、ジュストには『絶対に絶対にイヤ！』と拒きよ否ひされて、残ったレスターを広報担当に決めたのだが、竜結社の仕事人はその能力をさらりと発揮する。

「やっぱり魔物なんじゃねえか？」

「レスターさん格好いいです……！」

「これで朝、自分で起きられりゃあ完かん璧ぺきなんですけどね」

　低い声で冷たく言い放たれたそれに、リーゼとメルヴィネはぎょっとしてオリビエを見た。

　ガーディアンの巣で暮らすようになってからも毎朝律りち儀ぎにレスターを叩たたき起こす鴉からすは、先せん輩ぱいバトラーにも厳しい──。







『成体の竜だけが罹る、ひどい風邪かぜのことだよ』『あれは竜を相当苦しめる』──ジュストとマリーレーヴェの言葉通り、竜の兄弟たちはあらゆる症状に苛まれることになった。

　朝は喋しやべっていたサリバンだが、リーゼが顧こ客きやく回りを終えて戻った夜にはさらに熱が上がり、会話がままならなくなっていた。大量の汗あせをかき、朦もう朧ろうとしていて、コック長たちが「食べやすいだろうから」と作ってくれたポリッジすら摂せつ取しゆできない。リーゼが口移しで飲ませた水をどうにか嚥えん下かして眠ねむる。

　サージェントの屋敷を訪ねたエドワード老も、熱を出して震ふるえるアンバーを見守るしかできなかったという。唯ゆい一いつ安心なのは、屋敷に執しつ事じのハイラムとメイドのイヴリンがいることだった。彼らは蠟ろう化した吸血鬼の死し骸がい〝屍し蠟ろう体たい〟で睡すい眠みんを必要とせず、昼中も深夜も付ききりで看病してくれるためアンバーが独りになる心配はない。

　年長のサロメからシャハト、若いナインヘルまで、皆が高熱や頭痛や関節痛に苦しみながら眠りつづけ、ドラゴンギルドは通常と異なる静けさに包まれた。リーゼは臨時休業の延期を検討せざるを得なくなる。

　しかし、竜かぜ発生から三日目の早朝、フォンティーンが食堂に姿をあらわしてバトラーたちを驚おどろかせた。

　トレイを持ってカウンターに立っていたアナベルとテオとオリビエが駆け寄る。

「フォンティーン！　もう大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ああ。どこも悪くない。熱も下がった」

「さすが一族ナンバーワンのタフ・ドラゴンだぜ！　最初に復活するのはナインヘルかフォンかバーチェスかなって話してたんだ。な！」

「はい。けど、まさか二日で治るなんてな……本当にすげえよ」

　コック長らも加わり、皆みなでフォンティーンの完治を喜ぶ。

　一人で朝食をとるリーゼも、口の中をミートパイでいっぱいにしながら感心のまなざしを向けた。普ふ段だんと違ちがうのは腰こしまで届く銀ぎん髪ぱつをおろしているということだけで、軍服を纏まとう屈くつ強きような体たい軀くは病やみ上がりには見えない。

「ジュストの献けん身しん的な看護があったからこそ、早い回復が叶かなった」

「そんなことないよ、水を飲ませたり氷ひよう囊のうを換かえたり、看病のしかたはみんなと同じだよ」

　意味深げに微笑ほほえみ合うフォンティーンとジュストを目まの当たりにしたリーゼは即そく座ざに感心のまなざしを消し、白い視線に変えた。

　むっつりスケベなこの水竜は、エリスやメルヴィネにいいところを見せたいという下心だけで完治させたのだ。そして、医師に適切な看護を求めたのではなく、美み魔まに淫みだらな治ち療りよう方法を強要したに違いない。

『またフォンくんのこと悪く考えてるでしょ』──サリバンがいればすぐに察して、リーゼの愚ぐ痴ちを聞いてくれる。でも今日も隣となりにいないから、しかたなく黙だまってミートパイをむしゃむしゃと頰ほお張ばった。

　午前七時──。臨時休業中で出勤者の数が少なくても、脱だつ衣い室での朝の打ち合わせは欠かさずおこなっていた。

「エドワード老とフォンティーンを遊ばせておくのはもったいない。テオ、急を要し且かつ短時間で処理できる任務を二件、選び出せ。午前中のみだが本日より営業を再開する」

「イエス・サー！」

「オーバーホールと洗せん浄じよう、久しぶりな感じがするね」

「防護服のチェック忘れんなよ」

「了りよう解かいしましたっ」

　バトラーたちは早々の営業再開を喜んで言葉を交かわす。テオが数を確かく認にんしながら言った。

「ええっと……竜は二機でバトラーは七人か。リーゼさん、担当バトラーは決めずに、適当に分かれていいですか？」

「ああ、かまわねえぜ」

「じゃあみんな分かれてくれ」

「はーい」

　テオの掛かけ声で皆が猫ねこ脚あしの肘ひじ掛かけ椅い子すから立ち上がり、移動を始める。

　気に入りのバトラーたちは必ず自分のところへ来るという自信があるのだろう、フォンティーンは余よ裕ゆう綽しやく々しやくとしていて、リーゼは心の中で「ふん」と悪態をついた。

　しかし、結果は思いもよらないものに──否いな、リーゼの最も理想とするものになる。

　オリビエ、エリス、アナベル、メルヴィネの四人が、頰を少し赤くしたり可愛かわいらしく後ろ手を組んだりしてエドワード老を囲んだのだ。

「………」

　広い室内に奇き妙みような沈ちん黙もくが漂ただよう。

　テオとジュストがぱちぱちとまばたきをして、レスターが黒縁眼鏡をくいっと上げる。リーゼは持っているクリップボードで口を押さえ、噴ふき出しそうになるのを懸けん命めいに堪こらえた。

　フォンティーンが短く言い放つ。

「なぜだ」

　報むくわれないフォンティーンのことを、「私たちがいますよ」とレスターが静かに励はげまし、リーゼはいよいよ堪えきれなくなった。テオと一いつ緒しよになってげらげら笑い、ジュストがあきれ顔をする。

「もうっ、ボスってば本当におとなげないんだから」

「エドワードさん、すげえ！　さすが一族最強のモテモテ竜りゆう！」

「そう？」

　テオが笑いすぎて滲にじんだ涙なみだを拭ぬぐい、エドワードは目を糸のように細くしてにこにこ微笑む。諦あきらめきれないフォンティーンは一歩踏ふみ出し、兄竜を囲むバトラーの背に声をぶつけた。

「エリス、なぜだ」

「なんで僕!?」

　ビクッと肩かたをすくめるエリスに、オリビエが紅あかい唇くちびるの片方を上げていたずらっぽく笑う。

「ご指名だぞエリス、フォンに付いてやれよ。エドワードさんは俺たちに任せろ。余裕でいけるよな、アナベル、メルヴィネ」

「はい！　エリス、エドワードさんと僕たちのことは気にしないで」

「フォンとの時間を大切にしてくださいねっ」

「オリビエ恨うらむよ！　アナベルとメルヴィネは相変わらず息ぴったりでひどい天然だし！」

　エリスはぷりぷり怒おこりながらもフォンティーンのところへ行き、身長十五テナー（約二百センチ）の竜を見上げて祈いのる仕草をする。

「お願いだから〝眠い眠い地じ獄ごく〟だけはやめて……」

「あははっ」

　全員が軽かろやかな笑い声を立てて、フォンティーンは満足そうにうなずく。

　出勤者は少ないけれど、脱衣室はいつもの賑にぎやかさに包まれた。







　高熱は一向に下がらず、竜たちを苦しめる症状も治まる気配を見せない。

　意識が混こん濁だくしているサリバンに少量のゼリーを食べさせ、薬を飲ませる。寝しん台だいに寄せた椅子に座り、熱い手を握にぎって様子を見守る。そうしてようやくサリバンの寝ね息いきが聞こえはじめた、午前一時四十分──。

　リーゼは煙草たばこの紙箱と灰皿を持ち、真夜中の医務室へ向かった。

　引き戸をカラカラと開けてすぐに、消毒薬の匂においが漂ってくる。ランプがひとつだけ灯ともされた部屋には誰だれもいない。淡あわいオレンジ色と薄うす闇やみ色いろが混ざった室内を進む。

　医務室の奥にあるラボラトリーは月明かりのみで、さらに暗かった。上半分がガラスになっている扉とびらから中を確認すると、白衣を着たジュストが顕けん微び鏡きようを覗のぞき込んでいた。

　美魔は夜行性の魔ま物ものだから、暗いほうが作業しやすいのだろう。

　ガラスをコンコンと叩たたき、顔を上げたジュストへ向けて煙草の紙箱を軽く振ふる。

　リーゼが愛用している高級紙巻き煙草シガレツト〝処女の蜜みつ腺せん〟の紙箱と気づいたジュストは、ぱっと笑顔になって扉を開いた。

「ちょっと休きゆう憩けいを……って、ラボに煙草はまずいか。茶にすればよかったな」

「ううんっ、廊ろう下かならぜんぜん大丈夫だよ。ありがとう、嬉うれしい」

　ジュストは白衣を脱ぬいで薄手のカーディガンを着た。医務室を抜ぬけ、縦長の窓が等とう間かん隔かくに並ぶ廊下に出る。

　灰皿を窓まど枠わくに置いてマッチを擦すると、シガレットを咥くわえたジュストがアプリコットオレンジの髪かみを耳にかけながら顔を近づける。リーゼは同じマッチで自分の煙草にも火をつけた。

「任せっきりで悪いが、どうだ？　抗こう体たい薬はできそうか？」

「うん……。エドお爺じいちゃんの血から──竜の血液から抗体を取り出す作業に少し手間取ってしまって。でも明日か明後日あさつてには精製できると思ってる」

「猛もう毒どくを扱あつかってんだ、焦あせらず慎しん重ちように進めてくれ。竜たちはまとまった休みを取ってると思えばいい。まあ唸うなってるか寝てるかだけどな」

「すごく可か哀わい想そうだけど……確かに、竜かぜが発生したのは、ドラゴンギルドが創立してからずっと働きっ放しだったあの仔こたちを少し休ませてあげなさい、ってことなのかもね」

「そうだ、休ませたらまたばりばり働かせろってことだ」

「ふふ。サタン・オブ・ギルド……」

　ジュストは紫むらさきと桃もも色いろの瞳ひとみを細めて、美味うまそうに〝処女の蜜腺〟を喫のむ。

　二人同時に紫し煙えんを吐はき、静かな廊下が甘く苦い薫かおりで満たされる。

「竜は休んだから次はバトラーの番だな。この春から夏にかけて、交代で一週間ほど休きゆう暇かを取らせるつもりだ」

「ほんとっ？　みんなすっごく喜ぶよ！　いい季節だもんね、テオはオーキッドと婚こん前ぜん旅行に行くんじゃない？」

「ああ、行ってくるといい。南の島でも、世界の果てへでも、あいつ一人でな」

「もーっ、せっかく素敵な話になりかけてたのに」

　ジュストは肩を揺ゆらして笑い、ぎりぎりまで喫んで短くなった紙巻き煙草を灰皿にそっと押しつけた。リーゼは二本目を咥える。

「シガレットありがとう。元気出た」

「夜はしっかり休めと言いたいが……、竜たちのために、あと少し踏ん張ってやってくれ」

「うんっ。平気だよ、僕、夜行性の魔物だから。──父さん黒猫と一緒でね」

　世界で最も可愛く美しい息むす子こを力いっぱい抱だきしめてやろうと思ったのに、ジュストは甘い声で「おやすみなさい」とささやき、早々に医務室の奥のラボラトリーへ消えていった。







　二日後の午後一時三十分──。リーゼは執しつ務む室からフェンドール支社のリシュリーへ電話をかけた。

「さっきフォンティーンが抗体薬を持って発たった。夕方には支社に着く」

『ジュストが作ってくれたものだね？　ありがたい……！』

「そうだ。抗体薬はフォンティーンがファウストに打つ。フェンドールの医者に打ってもらうのが最良なんだが、高熱を出している竜の身体からだは未知な部分が多く、注射針で開いた極ごく小しようの穴からも血を噴く恐おそれがあるからな。リシュリーも注射に立ち会うなら、防護服、ゴーグル、マスク、すべて着用しろ。オーバーホール時と同様の完全防備で立ち会え」

『イエス・サー、必ず。本当にありがとう！　……それにしても驚おどろいたよ、〝竜かぜ〟というものが存在していたとは。この数日で魔物に関する書しよ籍せきや資料をたくさん読んだけれど、どこにも載のっていなかった』

「もともと情報の少ない疾しつ病ぺいで、さらに百四十年ほど発はつ症しようが確かく認にんされてなかったからな。資料はほとんどないはずだ。不覚だが俺もすっかり忘れてしまっていた」

『そうだったのか。百四十年も沈黙していた病原体がなぜ今ふたたび発生したのか調べたくなるね。たとえば、魔ま物もの狩がりが終結して魔物の動きが活発になり、行動範はん囲いも広がって、知らず知らずのうちに病原体を運んでしまった──とか』

「なるほど……。その可能性は充じゆう分ぶんにあり得るな」

　調査を得手とするリシュリーらしい考えにリーゼはうなずいた。

　先ほどから二人の会話に『りしりーっ！　がーぅ。りしりー！』という雄お叫たけびが挟はさまってきている。退たい屈くつなモンスーンがリシュリーを呼んでいるのだろう。ガサガサと音がして、声がさらに近づく。

『りしりー、おはなし。だれ？』

『お話の相手はリーゼだよ。──あっ、モンくん、だめだ、よしなさい！　モンスーンっ』

『りーじぇ！　あのね！　ふぁーくん、アチチなの！　ウンウンって！』

　受話器を取ったモンスーンが、ファウストが高熱で唸っていることを懸けん命めいにリーゼに伝えてくれる。そのメガトン級の可愛かわいさに鼻血が出そうになる。

　鼻び孔こうが血で濡ぬれていないか、指で確認しながら返事をした。

「そうだ、ファウストは熱が出てる。近づくなよ、危険だぜ。やっぱり寂さみしいだろ？　ファウストなんぞやめて俺のところに帰ってこいよ。なあ、モンスーン」

『ム？』

　モンスーンはいきなり飽あきたらしく、受話器を甘あま嚙がみしだす。『うがーっ、がふっ』という可愛らしい声をずっと聞いていたいのに、リシュリーが受話器を奪うばい返したようだった。

『もしもし、すまない、話が途と中ちゆうで──』

「なんで代わるんだよ」

『ええっ。……と、とにかく、ジュストが送ってくれた飲み薬は毎日ファウストに飲ませているし、フォンティーンの到とう着ちやくを待って、抗体薬を打ってもらうよ。なにかあればすぐ電話をかけ……こらっ、モンスーン、待ちなさいっ。──ではまた』

　モンスーンが『ふぁーくん、さみしいの、だめ！』と元気よく叫さけび、『はいはい……。巣へ戻もどろう』とリシュリーがつぶやくところまで聞こえて、通話は切れた。

「………」

　リーゼは受話器を置き、腕うでを組んで首を捻ひねった。

　モンスーンは世界一、否いな、宇宙一可愛い幼生体である。彼に対するリシュリーの億おつ劫くうそうな態度は、いったいなんだ。

「ものには向き不向きがある。あいつは治者の資質を持ってるし、魔物と人を束ねることに長たけているが、生活面が不器用すぎて育いく竜りゆうにはまるで向いてない」

　モンスーンを本社へ連れ戻す理由を考えているものの、これも今ひとつのように思えて、リーゼは諦あきらめて黒くろ革かわの椅子から立ち上がった。

「巡じゆん回かいするか」

　本社で病びよう臥がしている十機の竜は、今朝ジュストに抗体薬を注射してもらった。

『バトラーのみんなが大変になるのは、竜の意識がはっきりしだす今からだから』──朝の打ち合わせでジュストが説明したことを思い起こす。

『世界で一番大きいあの仔たちは、目に見えないほどの小さな病原体が自分を傷つけることを理解できないんだ。〝風邪かぜをひく〟っていう概がい念ねんがないから、どうして頭痛がするのか、身体が痛くて動かせないのか、わからなくて、弱気になったり悲しんだりしてしまうの。いつも以上に寂しがって甘えてくると思う。だから普ふ段だんの二倍……ううん、三倍優やさしくしてあげてね。竜を独りぼっちにしないで。必ず誰だれかがそばにいるようにしてね。ボス、巣を巡回してみんなを励はげましてよ、僕も帰ってきたらすぐ診みてまわるから』

　一族最後の美み魔ま少年は来るべくしてドラゴンギルドに来たのだろうな──執務室を出て廊ろう下かを歩くリーゼはしみじみ考え、ウムウムとうなずく。

　竜の生態を熟知し、彼らを守る唯ゆい一いつの存在、魔女。しかしそれも昔話となった。ジュストの竜たちへの理解と愛情は魔女を凌しのぐ。魔女の一族とジュスト、どちらも見てきたリーゼだから言いきれる。

　ジュストは現在、アンバーに抗体薬を打つためにサージェントの屋や敷しきへ専用車を走らせていた。巡回を始めたリーゼはまず自身の巣へ向かう。

　扉とびらを開くと、虫の翅は音おとのようなかすかな声が聞こえてきた。

「……リーゼくん、どこぉ……？　いないの、やだ……、寂しい。リーゼくーん……」

「さすがはジュスト、抗体薬の効果覿てき面めんじゃねえか。顔色もよくなっ、て──」

「あーっ！　リーゼくん、どこ行ってたの!?　どうしてベッドの中にいないのっ？　リーゼくん、ぼくのリーゼくんっ！」

「………」

　復調の兆きざしを喜んだのも束つかの間、サリバンの異様な勢いにリーゼは閉口する。会話できないほど意識が混こん濁だくしているときは心配でならなくて、早く治るようひたすら願ったが、いざ喋しやべりだすと喧やかましいと思ってしまった。

　抗こう体たい薬のおかげで目覚ましい回復が見られるものの、まだ熱があり、頰ほおも赤い。思うように身体を動かせないサリバンが懸命に手を伸のばしてくる。

「リーゼくん。ねえ……よしよし、して」

「あ？」

　苛いら立だったリーゼはしかし、ジュストの『いつも以上に寂しがって甘えてくると思う』『普段の三倍優しくしてあげてね』を思い出す。

「よしよしして……、早くして。ベッド入ろうね」

　厚かましく催さい促そくしてくるシルフィードは、かぶっている毛布をめくって「はい、どうぞ」と微笑ほほえみ、ズズッと洟はなを啜すすった。

　リーゼは「はい、どうぞ」を無視した。完治までの辛しん抱ぼうだと己おのれに言い聞かせて、金髪ブロンドを梳すき頭を撫なでる。するとサリバンは無む駄だに可愛い子ぶって唇くちびるを尖とがらせた。

「ちがうよォー。頭なでなでも大好きだけど、そうじゃなくって、リーゼくんのおしりの孔あなでぼくのペニスよしよしイイ仔こして、って、こと──」

　ぶち、と己の血管の切れる空音を聞いたリーゼは、頭を撫でていた手を広げて竜の額をつかむ。指先に思いきり力を込め、容よう赦しやなくぎりぎりと締しめ上げた。

「ぎゃあ……！」

　口が利きけるようになった途と端たん、この凄すさまじい猥わい言げんである。

　サリバンと兄弟たちのことが心配で仕事が手につかず、夜も眠ねむれなかった数日間を丸ごと返せと言いたい。しかし会話するのも腹立たしくて、リーゼは黙だまって手を離はなした。

「うぅ、ひどぉい……。え……リーゼくん怒おこったの？　どうして……？　──あっ、行かないで！　リーゼくんがいなかったら寂しくて死んじゃう！」

　永遠に寝ねてろよ変態竜──喉のどまで出かかったそれを吞のみ込み、大おお股またでどすどす扉へ向かう。

「おねがいぃ、ここにいてぇー……寂しいよぉ、リーゼくぅん……。死ぬーぅ……」

　搔かき消えそうなひょろひょろの涙なみだ声ごえを、バタン！　と扉を閉めて完全に遮しや断だんした。

　怒いかりがおさまらないまま廊下を歩く。皆みなが心配しているのをわかっていながら、なぜ「楽になってきた」のひとことが伝えられないのか。口移しで水を飲ませ、夜じゅう手を握にぎっていたことがばからしくなった。

「あの変態竜だけ最初から仮け病びようだったんじゃねえか？」

　吐はき捨てるように言って気持ちを切り替かえ、扉を叩たたく。

　火竜の巣は、ナインヘルが集めた多くのがらくたときらきら光るものがアナベルによって配置され、心ここ地ちいい乱雑さがあった。

　アナベルがぺこりと挨あい拶さつしてくる。メフィストとリピンが乗っている寝しん台だいを覗のぞき込むと、ナインヘルは顎あごまで毛布をかぶり、まぶたを閉じていた。

「ナインヘル、どうだ？　少し楽になったか？」

「さむい……おれはもう死ぬんだ。たぶん頭が割れて死ぬ……」

「へ？」

　予想もしていなかった弱々しい言葉がガサガサに嗄しわがれた声で紡つむがれて、リーゼは物もの凄すごくびっくりしてしまった。

『弱気になったり悲しんだりしてしまうの』──弱さとはまるで無む縁えんの、獰どう猛もうな性格のナインヘルが、ジュストの言った通りになっている。

　──竜かぜ恐るべし、だな……。

　呆あつ気けに取られるリーゼをよそに、メフィストとリピンは大おお粒つぶの涙なみだをぽろぽろ落とした。

「わぁーん、うわーん！　ないんへるーっ」

「ナインヘルさまが死んじゃったら、ぼくもただのほこりに戻って消えちゃうよー！」

「うるせえ……頭に響ひびく。黙ってくっついてろ……」

「あいっ」

　メフィストとリピンは毛布に潜もぐり込み、それぞれ右頰と左頰にくっついた。挟はさまれたナインヘルがズビッと洟を啜る。ちびたちに両側から頰をぎゅうぎゅう押されてもナインヘルがおとなしくまぶたを閉じているのは、寂しさが薄うすくなるからだろう。

「ナインヘルもリピンもメフィストも、ずっとこんな感じです。つらいのは今だけだよ、ジュストさんが抗体薬を注射してくれたから、もうすぐ治るよって何度か言ったのですが……」

　わりと柔じゆう軟なん性があるアナベルはこの状じよう況きように慣れたようで、ぴったり寄り添そう三匹びきの魔ま物ものに微笑みかける。

「ナイン。鼻をかんで水を飲んだら、少し眠ろうね。はい、チーンして」

　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの魔女は素す晴ばらしく優しい。ナインヘルが孤こ独どくに苛さいなまれていないことを、リーゼは心から嬉うれしく思う。世界最大・最強種を誇ほこるサラマンダーが「ぶびーっ」と鼻を鳴らすところはできれば見たくなかったが、しかたない。

「まあ、完治するまで安静にな」

　また「さむい。死ぬ……」とつぶやくナインヘルと、ぺこりと頭を下げるアナベルに告げて巣を出た。

　火竜の衝しよう撃げき的な姿に少し動どう揺ようしつつ、水竜の巣の扉を叩く。

　椅い子すに座るメルヴィネが寝台に顔を伏ふせているのが気になるが、サロメの頰が赤みを帯びていることに安あん堵どした。

「サロメ、楽になってきたか？　兄弟みんな高熱で赤い顔してんのに、おまえだけ真っ白だったもんな。顔色が戻ってよかったよ」

　サロメはまぶたを閉じたまま唇をゆっくり動かす。

「リーゼ……。古くからの友として……私の願いを、どうか……聞き届けてください」

「願い？　なんだ？」

「私が死んだら……、骸むくろを……海底帝てい国こくに沈しずめてほしいのです。そうすれば、肉体が朽くちても魂たましいだけとなって、魔海域を守りつづけることができますから……」

「難なん儀ぎだな、おまえもかサロメ」

　ナインヘルといいサロメといい、明らかに快方へ向かっているのに、どうしてこうも悲観的なのか。そしてなぜメルヴィネは「ぼくも海底帝国へ連れていって……」と泣いているのだろうか。確か、ジュストの説明を熱心にメモしていたはずだが。

　サロメとメルヴィネはいつの間にか手をつないでいる。オンディーヌは長い銀色のまつげを震ふるわせた。

「メル……あなたを連れて逝いくことを、許してくれるのですか──」

「うんっ！　サロメとぼくはずっとずっと一いつ緒しよだよ！」

「今のところおまえたちが一番心配だぜ」

　この水竜と人魚は普段から二匹ひきだけの世界に入りがちなのでもう放ほうっておく。

「おいメルヴィネ、サロメになにか食べさせろよ。食ったほうが早く元気になる。完治するまで安静にな」

「はいっ！　イエス・サー！」

　普ふ段だん控ひかえめなメルヴィネが放った渾こん身しんのイエス・サーは、今ひとつ信用ならない。気が向いたらふたたび様子を見にくると決めて巣を出た。

　リーゼが励はげますべき竜はあと七機いるが、皆こんな調子なのだろうか。ややげんなりしつつガーディアンの巣の扉とびらを叩き、中に入って驚おどろく。

　応接セットが壁かべに寄せられて、空いた場所に竜専用の大きな寝台が置いてあった。

　ふたつの寝台のあいだにはテーブルが設置され、オリビエが氷ひよう囊のうを作っている。リーゼに気づいて作業の手を止めた。

「バーチェスをベッドごと運び入れたのか？」

「はい。フォンティーンが運んでくれました。ガーディアンもバーチェスも『寂さみしい、寂しい』ってうるさかったですけど、一緒にすると静かになりました。巣を行き来する手間が省けますし、二機同時に水を飲ませたり氷囊を換かえたりできるんで、世話するほうも楽です」

　リーゼは腕うでを組み、ウムウムとうなずきながらオリビエの説明を聞いた。さすがは仕事の効率を追求するバトラーである。

「おいリーゼ、なんなんだよ〝竜かぜ〟ってー。身体からだが動かねえぞォ、どうなってんだ」

「病原体とやら、我ら竜の一族に無断で寄生するとはずうずうしいにも程ほどがある」

　バーチェスもガーディアンもいつもと同じ調子だが、ひどい鼻声だった。リーゼとオリビエは笑う。

「これだけ文句を言えりゃあ治ったも同然だな」

「ですね。……シーモアもめちゃくちゃ寂しがって泣いてたのでシャハトの巣に移動させました。キュレネーも一緒に寝てます」

「シャハトの巣に三機いるってことだな。わかった。助かるよ」

「おーいオリビエー、はなみず垂れてきたぞー。気持ちわりい、拭ふいてくれよー」

「俺を愛しているんだろう、口移しで水を飲ませてくれ、たっぷりとな」

「へへっ、そりゃいい。飲ませてやれよ、でも先におれのはなみずどうにかしてくれ」

「うるせえ！　二機とも無む駄だ口ぐち叩いてねえで寝ろ！　ぶり返しても知らねえからな！」

　オリビエはガーディアンの口にストローを突つっ込み、バーチェスの洟はなをごりごり拭く。

「愛がない」「鼻が捥もげちまう」とぎゃあぎゃあ騒さわいでちっとも静かでない魔物たちに「完治するまで安静にな」と告げて巣を出た。

　次に向かうシルフィードの巣には、おそらく婚こん約やく浮うかれ野や郎ろうがいる。

　コン…、と聞こえないくらいの小さなノックをして静かに扉を開くと、声が聞こえてきた。

　──オーキッドは元気になったらなにしたい？

　──んとね、えっとね……テオと街へ行って、お買い物とお茶したい。テオと一緒に南の島へバカンスに行くの。あとね、テオとジュストとアンバーと、もっとみんな、ギルドのみんなでピクニック……。

　──よしっ、全部やろう、楽しいことばっかりだな！　早く完治しなきゃな。もうちょっとだぞ、一緒にがんばろうな。

　──ウン。ねえ、テオ、ジュストはどこ？　お薬ありがとうって言うの……。

　──ジュストはサージェント閣下の屋や敷しきへ行ってるから、帰ってきたら伝えような。コックたちも竜のこと心配しててさ。オーキッドの好物を作ってくれたんだ。桃もものコンポートとアップルシャーベット、アプリコットジャム。どれにする？　みっつとも少しずつ食べようか。

　──ウン。

　──じゃあ、アップルシャーベットからにしよう。ほれ、口開けろ。あーん。

　──あーん。……わぁ。冷たくて美味おいしい。

　──そうか、美味うまいか、よかったー！　美味いって感じるのはどんどん治ってきてる証しよう拠こなんだぜ。ほい、あーん。

　──あーん。

「………」

　この巣には竜を完治させるための確かな優やさしさと甘さがあり、寂しさはいっさいなく、リーゼの励ましも誰だれの見み舞まいも必要ないことがわかる。

「オーキッド……、完治するまで安静にな……」

　リーゼは可愛かわいいシルフィードへ語りかけて微笑ほほえむ。そして、いずれテオに一週間の休きゆう暇かを与あたえ、一人で世界の果てへ向かわせるとかたく誓ちかい、そっと扉を閉めた。

　飴あめ色いろの大階段をおりてジェイドの巣の扉を叩たたく。

　入ってすぐに「リーゼさんっ？　助けてください！」という元気な声が寝しん台だいのほうから聞こえてきた。

　ジェイドが背まで毛布をかぶり、うつ伏ぶせてまぶたを閉じている。制服姿のエリスも同じように寝台にうつ伏せ、竜の裸ら体たいに押し潰つぶされた状態でじたばたもがいていた。

　エリスを抱だく筋肉質の腕には、美しい翡ひ翠すい色いろの鱗うろこと、発熱による汗あせが浮うかぶ。リーゼはテール・コートのポケットからハンカチを取り出し、汗を拭いた。

「成体になって一年もしないうちに竜かぜに罹かかるのはさすがに可か哀わい想そうだよな。少しは楽になったか？」

「うん。身体まだ熱いけど、昨日より、ずっとまし……。ジュストにお礼を言わないと……」

「ジェイドもオーキッドもイイ仔こだな。兄竜たちは嘆なげくか文句言うかで、ジュストに抗こう体たい薬を打ってもらったことを忘れてそうだ」

「リーゼさんっ、僕のことも可哀想だと思ってください！　ジェイドすごい剛ごう力りきです！　たぶんほとんど治ってます！」

　誰をも魅み了りようする美び貌ぼうにほんのわずかのあどけなさを残すジェイドは、エリスの背に頰ほおをぐりぐり押しつけて嬉しそうに言う。

「こうしてると、寂しくないし」

「そりゃいいな。おいエリス、一いつ瞬しゆんたりとも寂しがらせんなよ、治りが遅おくれる」

「えー！　ジェイドに甘すぎませんかっ？　これがテオとオーキッドだったらすぐさま引き剝はがしてますよね!?　ね！」

　カッ、と目を剝むいてエリスを睨にらみおろし、ジェイドへにこりと微笑みかける。

「完治するまで安静にな」

「うん。……エリス、服、じゃま。脱ぬいで」

「やめてー！　脱がない！　リーゼさんもう行っちゃうんですかーっ」

　エリスの嘆きに片手を軽く上げて応こたえ、ジェイドの巣を出たリーゼは、ふたつ隣となりの扉を叩いた。

　オリビエから聞いた通り、シャハトの巣にも寝台が増えている。

　ソファではエドワード老がうとうととまどろみ、隣に座って本を読むレスターがリーゼに気づいて立ち上がった。二人で寝台へ近づく。仰ぎよう臥がするシャハトと、マスクをつけたキュレネーが手をつないで眠ねむっていた。

「竜かぜに罹り患かんした日から、キュレネーは咳せきがかなりひどくて眠れず、シャハトはキュレネーが心配で眠ることができていませんでした。ジュストさんに抗体薬を注射してもらったあと楽になったようで、二機とも熟じゆく睡すいしています」

「そうか。よかった……」

　本当はシャハトではなくリーゼがキュレネーと手をつなぐべきなのだが、ようやく眠れた彼を起こすことだけは絶対にしたくない。シャハトの赤毛とキュレネーの銀ぎん髪ぱつを一度ずつ、そっと撫なでて、もうひとつの寝台へ向かう。

　コホコホと小さな咳をするシーモアもマスクをつけていた。幼生体のフェアリーが成長した身体を丸めて兄あに竜りゆうにくっついている。

　四機の竜と一機の幼生体と一人のバトラー──ここが最も大所帯なのに、どの巣よりも落ち着いていて静かだった。

　レスターが小声で「フェアリー」と呼びかけ、オンディーヌの幼生体が細い首を伸のばす。

「リーゼさんがシーモアのお見舞いに来ました。ソファへ移動しましょう」

「ウン。レスター、抱っこ……」

「あなたは大きくなったので、抱っこが難しくなってきました。手をつなぐのはどうですか」

　首を横に振ふるフェアリーがたちまち金色の瞳ひとみを潤うるませて、レスターは急いで抱き上げる。

　リーゼは寝台のそばにある丸椅い子すに腰こしかけた。

「シーモア、大だい丈じよう夫ぶか？　少しは楽になったか？」

「ウン……ジュストが薬をくれて、フェアリーがひんやりしてて、苦しいの減った……。みんないるから、さみしくないよ。リーゼも、おみまい来てくれてありがと……」

「寂しくないか、よかった。シーモアが元気になったら、ひとまわりでかいケーキを焼いてやるってコック長が言ってたぜ。楽しみだな」

「ほんと？　うれしいー……早く元気になりたいな」

「寝ねたほうが早く治るぞ。眠れそうか？」

　丸々とした手を取り、もう片方の手で肩かたをトン…トン…、と優しく叩く。安心したのか、シーモアはまぶたを閉じてすぐ眠りに落ちた。

　その様子を微笑ましく見守っていたが、はっとなる。

　シーモアは鼓こ膜まくが破れそうな鼾いびきをかくのだ。ドラゴンギルドで働くバトラーが初期に覚えるのは『シーモアが眠ったら走って巣を出る』だった。

　リーゼは土竜の丸い手を毛布の中に入れ、慌あわてて立ち上がる。

「レスター、避ひ難なんだっ」

「大丈夫です。マスクをしていますから」

「マスク？」

　振り返って見ると、シーモアは「ぐー。ぶぉー」と小さな鼾をかいていた。寝台に近づいたレスターが寝顔を覗のぞき込んで言う。

「マスクをつけると、地鳴りのような鼾が標準以下になることが判明しました」

「ほう！　そりゃすげえな」

「竜かぜは非常に厄やつ介かいですが、この〝マスクによるシーモアの鼾消音〟は、ジュストさんの抗体薬精製に次ぐ賜たま物ものと思われます」

　黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをくいっと上げるレスターと、深くうなずくリーゼのところへ、フェアリーがのしのし歩いてくる。

「レスター、抱っこ……」

「あなたは大きくなったので……、──うぅむ」

　常に洒しや々しや落らく々らくとしていて、なにごとにも動じない。そんな中ちゆう堅けんバトラーが戸と惑まどうところを、リーゼは初めて見た気がした。

　レスターに抱き上げられたフェアリーは嬉うれしそうにして、「リーゼ、ばいばい」と、美しい蹼みずかきが目立ちはじめた前まえ脚あしを振る。リーゼも笑顔で手を振り返した。

　しかし巣を出て真顔になった。廊ろう下かを歩きながら腕うでを組み、首をかしげる。

　フェアリーはもうバトラーに抱っこをねだる年ねん齢れいではない。自身の体たい軀くが成長したことに気づいていないのだろうか。

「いや、それよりフェアリーのやつ、レスターにばっかり『抱っこ』って言ってねえか……？」

　まさか、あの長軀で猫ねこ背ぜのもじゃもじゃ頭を所有する気なのでは──非常に嫌いやな予感がしたが、いま飼育小屋が卵だけになっていることに気づいたリーゼは予感をすぐに忘れた。

　飴色の大階段をおりてエントランスホールを抜ぬけ、飼育小屋へ駆かけていく。

　緑色の卵、水色の卵、そして黒に金砂を纏まとう卵は、早はや咲ざきのチューリップの群生に囲まれていた。

「寂さみしい思いをさせて悪かったなあ。今日はバトラーたちの手が空いてなくてな」

　優やさしく語りかけて撫でると、うっすらと透すけている殻からの向こうで、幼生体が大きな瞳をきょろきょろさせたり、目を糸のように細くして「みゃー」とあくびをしたりする。

「たまらねえな！　卵の時点で可愛いって、おまえたちどうなってんだ？　孵ふ化かしてからが恐おそろしいぜ」

　リーゼはほくほくして卵を磨みがき、彼らの寝ね床どこの藁わらをふかふかの新しいものに敷しき替かえる。ひとつずつ抱いて散歩しているうちに、あっという間に一時間が過ぎた。

　フェアリーもメフィストもバトラーたちも、今日はもう出入りしないだろう。離はなれがたいが、夜間用のランプをつけて飼育小屋をあとにする。

　執しつ務む室に戻もどると、未処理の書類の山がリーゼを待っていた。

　この数日間は竜たちの病状のことで頭がいっぱいだったのでしかたない。テール・コートを脱いでハンガーにかけ、黒くろ革かわの椅子に座って書類を捌さばきはじめた。

　十五分ほどが経たったとき扉とびらがノックされ、「どうぞ」と返事をする。

　熟うれた李すももに蜂はち蜜みつをかけたみたいな美み魔ま独特の甘い匂においが漂ただよってきて、リーゼは書類に視線を落としたまま訊たずねた。

「おかえり、ご苦労さん。アンバーはどうだった？」

「アンバーちゃんは大丈夫。サージェント閣下もハイラムさんもイヴリンちゃんもそばにいるから、寂しくて泣いたりしないよ。──可哀想な誰だれかと違ちがってね」

　やけに棘とげのある言いかたに、サインする手を止めた。

　むっとして顔を上げたが、銀のトレイを持つジュストはリーゼ以上に不ふ機き嫌げんをあらわにしていた。

「竜を独りぼっちにしないでって言ったでしょう？」

　そうして薬くすり瓶びんを突つき出してくる。満まん杯ぱいまで入った美しい液体は極きわめて稀まれなもので、しかしリーゼには馴な染じみのあるものだった。

　橄欖石ペリドツトと緑玉石エメラルドを混ぜ合わせたような──。

「自分から落らく涙るいするサリバンを見たのは初めて。それも、こんなにたくさん……。僕に謝ってきたよ、『ジュストのこと大好きだけど、リーゼくんじゃないとだめなの』だって」

　ジュストが、うずたかく積まれた書類の上に銀のトレイを置く。トレイにはフォークと、林りん檎ごや苺いちごが盛られたガラスのボウルが載のっていて、それらがカシャンと音を立てた。

「どうしてサリバンを放ほったらかしにするの？　『リーゼくんのおしりの孔あなでぼくのペニスよしよしイイ仔こして』って言われたのがいやだったから？」

　ジュストが話し終わるより早く、リーゼはペンを放ほうり投げて腕を組み、黒革の椅子に凭もたれて天を仰あおいだ。

　あの凄すさまじい猥わい言げんをほかのバトラーにまで聞かせるなど、どうかしている。

「救いようのないばかだ」

「あの仔はちっともふざけてないし、ボスを怒おこらせようとして言ったんじゃないよ」

「は？　おまえまで訳のわからんことを」

「高熱でずっと意識が朦もう朧ろうとしてたんだよ。暗い場所に何日もいて、独りで苦痛に耐たえてたの。サリバンは寂しくて寂しくてたまらなかったはずだよ。数日ぶりに意識がはっきりして、目の前に大好きな黒くろ猫ねこちゃんがいたら今すぐ交こう尾びしたいって思うのは当然のことじゃない。ぴったりくっついて安心したいだけ。竜かぜを克こく服ふくしたことを、よくがんばったねって褒ほめてほしいだけ」

「おまえ、そりゃ医者としての見解か？　それとも美魔の戯たわむれ言ごと──」

「風竜と黒猫の息むす子ことして言ってるの」

「………」

　リーゼは、ぐっと口を閉じる。いつもそうだ。息子の顔でねだられると断れないし、諍いさかいになっても勝ち目はない。

　そして、ジュストがサリバンの息子でもあり親友でもあり、淫いん猥わいな発言に自然体で受け答えできる唯ゆい一いつの存在であることを思い出す。

「すぐにボスを巣へ帰すからねって、サリバンと約束したの。だから今日はもう仕事しないで。昼過ぎからなにも食べてないって言ってた。このフルーツ、絶対に全部食べさせてよ。そのあとは朝までそばにいてあげて。じゃないと本気で怒るから」

「今も充じゆう分ぶん怒られてるぞ。なんで俺が怒られなきゃならねえのか、よくわからんが」

「まだ怒ってません。執務室は僕が片づけておくから。はい立って、これ持って」

「待てよジュスト、やっと集中して仕事を──」

「サリバンに優しくしてあげてよ、普ふ段だんの三倍ね、お疲つかれさまですまた明日あした」

　ウェスト・コート姿のまま銀のトレイを持たされ、早口のジュストに背をぐいぐい押されて執務室を追い出された。

　バタン、と扉が閉まる。陽ひが落ちた廊下は思いのほか冷えていて、リーゼは「ぶしっ」とくしゃみをした。

「なんだよ。上着くらい着たっていいだろ」

　果物が盛られたガラスのボウルを、サロメかシーモアのところへ運んでやろうかという考えが浮うかぶ。しかし竜りゆうとの約束はきちんと果たさなくてはならない。ジュストを背約者にできないリーゼは、片手でトレイを持ち、もう片方の手をスラックスのポケットに入れて、「寒さびぃ」としぶしぶ歩いていく。

　宵よいが過ぎた風竜と黒猫の巣は薄うす暗ぐらい。

　ジュストが灯ともしてくれたのだろう、ふたつの小さな壁付ブラケツト灯ランプとサイドテーブルのランプが輝かがやき、寝しん台だいは温かなオレンジ色の光で満たされていた。

　サリバンは静かにまぶたを閉じている。眦まなじりや長いまつげは濡ぬれていない。リーゼがそばに立つのを待ち、唇くちびるを動かす。

「──ぼく、リーゼくんがどうして怒ったのか、わからなくて……。ジュストは『わからなくていいよ』って言ってくれたけど……。リーゼくん、ごめんね」

　やはりどう考えてもあれは弩ど級きゆうの猥言でしかないが、このシルフィードにとっては切なる願いだったのだろう。サリバンとジュストの連係プレーにやられてしまった気がする。リーゼは諦あきらめの溜ため息に乗せて言った。

「べつに。もう怒ってねえよ」

「ほんとう？　ああ、よかったぁ……」

　銀のトレイをサイドテーブルに置いて椅い子すに座ると、サリバンはまぶたを閉じたまま器用に手を取り、ぎゅっと握にぎってくる。緑色の鱗うろこが煌きらめく大きな手は、まだ少し熱い。

「ぼく……いつ治るの？　早く治りたいよ……」

「おとなしく寝ねてりゃあ明日には治る。くだらねえことばっかりしゃべるから長引くんだ。フルーツ食って寝ろ」

「フルーツいらない。今すぐリーゼくんとセックスするの」

「おまえ、懲こりねえなあ」

「懲りないって……？　だってもう何日もリーゼくんの中にぼくの精液入れてないよ？　若さを保てなくなっちゃう。リーゼくん、おじさんになるのいやでしょう？」

「いいや、まったく。年相応、なによりだ。俺の見て呉くれが変わると都合が悪いのはサリバンのほうだろ。千年の恋こいも冷めるってなー」

「なにばかなこと言ってんの」

　おどけて返してくると思ったのに、サリバンの声が急に低くなった。

　まぶたが開いて、金色の瞳ひとみにまっすぐとらえられる。

「ぼくはリーゼくんが太ったおじさんになってもしわしわのお爺じいちゃんになっても心から愛してるよ。千年ってなに？　来世もその次も、そのまた次も、ずっとずっとでしょ。千年なんて短すぎる」

　縦長の瞳どう孔こうがぐっと狭せまくなる。声もまなざしも一層真しん剣けんさを帯びて、逃のがれられなくなった。

「一いつ瞬しゆんで三十以上も歳としを取っちゃうんだよ？　頭や身体じゅうが痛くなるかもしれない。ぼくの涙なみだが効かなくて、リーゼだけが苦しむことになるかもしれない。そんなの絶対だめだ」

「………」

「それと、ぼく、リーゼがお爺ちゃんになっても今まで通り抱だくから」

　𠮟しかるように告げられて、どきりと胸が高鳴った。なにも言い返せないでいると、サリバンはにっこり微笑ほほえみ、いつも通りの甘ったるい声を出す。

「リーゼくん。……来て」

　指先をほんのわずか引かれただけなのに、リーゼは立ち上がり、寝台に片かた膝ひざをついてしまった。焦あせってサイドテーブルへ手を伸のばし、ガラスのボウルを取って見せる。

「このフルーツ、ジュストが用意したんだぜ。絶対に全部食べさせろってよ。サリバンが食わねえと俺があいつに怒られる」

「えぇー、そうだったの。ジュストに嫌きらわれちゃったら大変だ、じゃあ食べてからセックスしよっか」

「食って寝ろ。──おい、っ」

　今度はぐいっと引っ張られて、仰ぎよう臥がしている裸ら体たいの上にうつ伏ぶせる羽目になった。

　リーゼが両手で食器を持ったのをいいことに、サリバンは搔かき抱いだき、両手で身体じゅうをまさぐり、首くび許もとの匂においを嗅かいでくる。

「久々のリーゼくんだ！　ンンー、いい匂いー、かわいいなぁ。好き、だぁい好き！」

「打ぶちまけそうになったじゃねえか。ほら、早く食えよ」

「リーゼくんのおくちで食べさせて？　口移しじゃなきゃ食べないもん」

「てめぇ」

　リーゼを寝台へ引き込み、腰こしに両りよう腕うでをまわしたサリバンは調子に乗りはじめ、つーんとそっぽを向いた。

　リーゼは顎あごをつかみ、苺を捻ねじ込もうとする。サリバンは頑がんとして唇を開かず「くちうつし、ぜったい、たべるから」と口をもごもご動かして訴うつたえてくる。一刻も早く眠ねむらせたいリーゼは自棄やけになって苺を咥くわえ、サリバンの唇に押し当てた。

　かたく閉じていた唇があっさり開いて、苺が口の中へ落ちる。そのまま唇をぺろっと舐なめられた。次は林りん檎ごを咥えて、食べさせる。唇で苺いちごを挟はさみ、もぐもぐする様子を見ながら待つ。

「ねーぇ、リーゼくんの涎よだれいっぱい付いたのがいい」

「は？　──っ。……おい、またくだらねえこと言うからイチゴ食っちまったじゃねえか」

「あははっ……、リーゼくん、ほんとかわいいねえ」

　まだ熱や頭痛でつらいのに、サリバンはずいぶん楽しげに笑う。そうして五十を過ぎた親父おやじを飽あきもせず可愛かわいい可愛いと愛めでる。

　リーゼは、果物を咥えては竜の口許へ運んだ。まぶたを閉じて林檎をシャリシャリと咀そ嚼しやくしている隙すきに、口移しを装よそおって指で苺を突つっ込んだりもした。

　おとなしく食べていたサリバンが眉み間けんに皺しわを寄せる。

「まだぁ？　あといくつあるの」

「あと、ひとつ。これで終しまいだ」

　苺を咥えて、唇へ寄せた。サリバンが二度嚙かみ、嚥えん下かしてすぐに長い舌を入れてくる。リーゼからも舌を絡からませて、口の中が春を告げる果物の香かおりでいっぱいになる。

　ちゅっ、と音を立てて唇を吸われ、アスコットタイをほどかれた。

「ぼくのペニスでスラックス濡れちゃったね。早く脱ぬがなきゃ……、ね？」

　小さくうなずく。寝台に引き込まれたときから、竜の生せい殖しよく器がすでに膨ふくらんでいることはわかっていた。

「自分で脱げる？　脱がしてあげようか」

　次は首を横に振ふり、自分でボタンを外す。スラックスと下着から足を抜ぬくとき、サリバンの陰いん茎けいにぶつかった手が、先走りでしたたかに濡れた。腰を抱く両手が下がって、尻しりの丸みをいやらしく撫なでてくる。

「ん……」

「ハァ。小さくてぷりぷりしててかわいい。何日触さわってなかったんだろ……頭がおかしくなりそうだった。リーゼくんもおしり寂さみしかったよね、いっぱい舐めてうんと気持ちよくするね。はい、あっち向いて」

「俺があっち向くと思うか？　入れるならこのまま入れろ、射精は一回のみ、いったらすぐ抜いて寝ろ！」

「どうして……どうしておしり剝むき出しにしてそんな言いかたできるの……」

　サリバンは尻を揉もみしだきながら本気で嘆なげいた。

　精液を体内に注ぎ込みたいという竜の本能は理解できるから、今夜は一度の短い性交に応こたえる。茎くきが硬かたくなっているがリーゼは出さなくていい。サリバンを眠らせ、完治させることが最優先だった。

　早く治りたいなら寝ろ──そう言おうとして、「あっ」と声が漏もれた。

　尻の割れ目を開かれ、あらわになった後こう孔こうに亀き頭とうが押しつけられる。信じられないほどの熱さに腰がビクンッと震ふるえた。

「あ……！　あぁ、っ──」

「孔あなは柔やわらかいけど、中は、狭くなってる、ね」

　短い吐と息いきをつき、サリバンが突き入れる動きを繰くり返す。ぐっ、ぐっと窄すぼまりが拡ひろげられていく。陰茎が早く入りたがり、内ない壁へきが咥えたがってわななくのを互たがいに感じた。

　深くつながりたくて、もどかしさに息を乱す。グチュ、と粘ねばり気のある水音が立ち、長い性器の先がようやく最さい奥おうに届いたとき、リーゼは屹きつ立りつの小孔から白い蜜みつをわずかにこぼした。

　サリバンが身を震わせる。肩かたや腕の鱗が一瞬だけ逆立つ。

「──っ！　ああ、気持ちいいっ、リーゼくんっ」

「ん……っ。熱、ぃ……サリ、バン」

「リーゼくん最高にかわいい……。すっごく気持ちいいよ……大好き、愛してる」

「あっ、あっ」

　逞たくましい長ちよう軀くが、ゆさっ、ゆさっ、と揺ゆれるたび、そこに跨またがるリーゼの細身やポニーテールまでもが大きく跳はねる。

　発熱しているサリバンの抽ちゆう挿そうにいつもの激しさはない。けれど、数日間射精をしていない竜りゆうのペニスは太く、重くて、一ひと突つきごとに腹の奥まで響ひびく圧あつ迫ぱく感かんがひどく淫みだらだった。

「──はっ、……あぁ、う……」

「あ、だめ」

　急に動きを止めたサリバンが眉間に皺を刻み、唇くちびるを嚙む。そして不満げな顔をした。

「リーゼくん。ぼくのペニス入ってきて嬉うれしいのはよくわかるけど、おしりの中あんまりキュンキュンさせないで」

「キュ……？　してねえよ」

「してるよォー、……ああっ、ほら今またキュンってしたぁ。いっちゃうから、やめて」

「出しゃあいいだろうが、早くいけよ」

「出さないよ。一回いっただけでおしりからペニス抜かなきゃだめなんでしょ？　そんなの絶対やだ。射精しないで朝までリーゼくんの中にいるんだー。名案でしょ」

　発熱による汗あせを額に浮うかばせるシルフィードは、ズズッと洟はなを啜すすってにこにこ笑う。

　こいつ本当に完治させる気あんのか──心配しているのに伝わっていなくて、また激しく苛いら立だちそうになった。しかしリーゼはそれを抑おさえ、ニッと笑い返す。

「俺の尻の孔でよしよしイイ仔こしてほしいんだろ？　お望み通りやってやるよ」

「えっ？　いい、もうよしよしはいらないっ、……リーゼくんっ」

　汗を纏まとう胸板に両手をつき、尻を振る。竜の粘ねん液えきに塗まみれた後孔で、ぬぷ、ぬぷ、と陰茎をしごく。長くて硬くて、たまらなく気持ちがいい。おのずと腰がくねる。リーゼは快感の声を漏らしながら、サリバンの瞳をとらえてささやいた。

「はっ……ぁあ、サリバン……、あっあ……、イイ仔だ、な……」

「うわあーっ！　リーゼくんすごいっ、すっごくやらしい！　──あ！」

　さっさといけ、と心の中で言い捨て、生殖器を思いきり締しめつける。

「あっ！　あ──、……」

　まだ治っていないサリバンは掠かすれた声をあげ、陰茎を跳ねさせて、溜たまった精液をびゅるびゅると放った。竜の長い射精が終わるのを、リーゼはまぶたを半開きにして待つ。

　やがてサリバンはハァハァと息を切らし、手足を投げ出した。

「手間かけさせやがって」

「最高にかわいくて、すごくやらしくて……ひどい。ぼくの奥さんは悪あく魔まだ……」

「寝ねろ」

　腰を浮かせ、硬いままの性器をずるりと抜いた。

　跨がっている裸体からおりて横たわった瞬しゆん間かんにサリバンも横おう臥がする。リーゼを滅め茶ちや苦く茶ちやに搔き抱いだき、胸に顔をうずめて嘆きだす。

「いやだっ、リーゼくん、寂しいよ……寂しい」

「なんでだよ、そばにいるじゃねえか」

「ずっとリーゼくんの中にいるはずだったのに……。もうはなればなれ、寂しい……」

　大おお仰ぎような言いかたにあきれかけたが、リーゼとの愛欲行こう為いに対する強きよう烈れつな執しゆう着ちやくが、このシルフィードの平常だったと思い直す。宥なだめるために頭をポンと叩たたいて髪かみを撫でると、身体にまわってきている腕に一層力が込められた。

「もっと、もっと撫でて、ぼくが眠ねむってもやめないで。ずっと撫でていて、おねがい」

「わかった、わかった。約束するから寝ろ。ぶり返したらどうすんだ、せっかく治りかけてるのに。頼たのむからもう寝てくれ」

「約束ね。おやすみなさい……リーゼくん……」

　搔かき消えそうな声からは想像できないほどの強い力でリーゼを抱だきしめ、サリバンは眠り入る。ほどなくして、すぅ…、すぅ…、という寝息が聞こえてきた。

　──やっとだ……。

　眠ってくれたことに安あん堵どする。穏おだやかな寝息を聞くのも、本当に久しぶりのように感じられた。

　竜かぜに苦しむ兄弟を見るのは、たまらなくつらい。アルカナ皇こう帝ていの宮きゆう殿でん群でも、朝の食堂でも、隣となりにいるはずのサリバンがいなくて、リーゼはこの数日間で何度も心許なさを覚えた。

　早く完治して、いつもの笑顔や強さを見せてほしい。バトラーたちが願うのはそれだけだ。微び熱ねつの残る額に口づけたリーゼは、約束を果たすために、眠る風竜の頭や髪を優やさしく撫でつづけた。







　アルカナ・グランデ帝国は、夜の終わりの薄うす闇やみ色いろに包まれている。中庭に棲すむ鶫つぐみたちもまだ囀さえずっていない、未明──。

「──ぁあ、……ん」

　リーゼは下半身の圧迫感と、勝手に漏れ出た自身の声で目が覚めた。

　まぶたを開いたそこに、超ちよう絶ぜつがつくほどの美び麗れいな貌かおがある。にこにこと笑っていた。

「リーゼくんっ、おはよ！　治ったあ！」

「へ……？　……あっあっ、サリ、バンっ」

　力強い腰こしつきで長大な陰茎を抜き差しされる。まどろみから浮ふ上じようすると、中にサリバンが入っているのがリーゼの日常だった。

　覆おおいかぶさってきているサリバンが、腰を揺らしながら人差し指でこめかみをトンと叩き、兄弟たちの様子を確かく認にんする。

「サロメもバーチェスも、シャハトくんもキュレネーたちも治ったって！　オーキッドは眠ってるけど大だい丈じよう夫ぶだと思うよ。あれっ、ガーディアンとナインヘルはまだ完治してないみたい。意外だよねえ」

「竜かぜ、本当に、ひどかったが……、憶おぼえてる、か？」

「そうなの？　あはっ、忘れたあ」

　激痛や苦痛を記き憶おくできない魔ま物ものは飄ひよう々ひようと言った。

「竜かぜなんかどうでもいいよ。それより任務たくさん溜まってるでしょう？　リーゼくんのために、一日に三件くらいこなしちゃうからねっ」

「………。お、ぅ。頼んだ、ぜ……」

「はぁーい！　でも任務の前に、リーゼくんが泣いちゃうくらいの気持ちいいセックスいっぱいしてー、リーゼくんが大好きなあわあわのお風ふ呂ろを作って一いつ緒しよに入ってー、いま四時だからね、時間たっぷりあるからね。そうそう、朝食もバランスよく選ばなくっちゃ。リーゼくん、お肉とパンばっかり食べてたんじゃない？」

　いつも以上に元気なサリバンが嬉しそうに笑うから、リーゼもつられて「大おお忙いそがしだな」と微笑ほほえむ。そうして金色に煌きらめく髪を握にぎり、重なってくる唇にみずからも唇を押し当てて、甘く深いキスをした。

　帝てい国こく暦れき一八七五年、晩冬──。ドラゴンギルドの竜かぜ騒さわぎはなんの前まえ触ぶれもなく始まり、突とつ如じよ終わった。

　春はもう、すぐそこである。








あとがき









　こんにちは。鴇とき六む連つらです。このたびは『竜りゆうは四季を巡めぐり恋こいをする～ドラゴンギルド～』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　夢のようですが、短編集の第だい二弾だんを刊行していただきました。

　成体になったジェイドとエリスの始まったばかりの可愛い恋、ファウストが溺でき愛あいしている卵の孵ふ化か、オリビエの里帰り、婚こん約やくしたテオとオーキッドの初Ｈ──これらの話はルビー文庫さんから皆みなさまへお届けしたいと思っていましたので本当に嬉うれしいです。ありがとうございます！

　シリーズ最後の一冊ですので、今回は希望してあとがきを四ページ頂ちよう戴だいしました。長くなりますがどうぞお付き合いください。




　ドラゴンギルドは、最初から「このお話を書きたい」と考えたのではなく、当時進めていた和風ファンタジーのプロットが没ぼつになり、大急ぎで捻ひねり出した代だい替たい案あんでした。

　いちから考え直すなら……と、和風から西洋へ大きく方向転てん換かんし、当時の担当さんに「ドラゴン」のヒントをいただいた私は、イラストレーターの先生がまだ決まっていない状じよう況きようで、沖おき麻ま実み也や先生のイラストをひたすら見つめながら、産業革命と魔ま物もの狩がり、時計塔とうがあって、竜やバトラーがいて……と考えていきました。

　紅こう炎えん竜りゆうと魔ま女じよのプロットが採用されたときに「沖先生にイラストを描かいていただけます！」と伺うかがって、物もの凄すごく驚おどろいて大喜びしたことを鮮せん明めいに憶おぼえています。

　ドラゴンギルドは沖先生のイラストから生まれた物語だと思っています。皆さんを魅み了りようしてやまない美び麗れいなイラストの数々に加えて、ＤＧをより面おも白しろい世界にするための多くのアイデアと導きをくださり、本当にありがとうございました。

　編集部さんが和風ファンタジーのプロットをやめて「別のお話にしましょう」と判断してくださったあの瞬しゆん間かんが、今作のモンスーン誕生につながっていたと思うと、言葉にできないほど感かん慨がい深いです。

　シリーズ化に尽じん力りよくしてくださった当時の担当さま、シリーズを盤ばん石じやくなものとしてくださった前々担当さま、そして、難しい状況でもＧＯサインを出しつづけてくださった編集長に心より感謝申し上げます。印刷会社さま、校正・校こう閲えつの皆さま、ありがとうございました。




　さまざまな奇き跡せきと僥ぎよう倖こうを頂戴して、二〇一五年から六年間つづいたドラゴンギルドシリーズは、今作で終しゆう了りようとなります。でも物語はずっとつづいていくと思っています。

　おとぎ話のように、みんなでいつまでも幸せに暮らしました……も素す敵てきですよね。

　あるいは、新たな勢力が台頭してくるかもしれません。彼らはドラゴンギルドの敵でしょうか味方でしょうか。

　私たちの史実をもとに考えれば、産業革命の栄えい華がのあとには世界大戦が待ち受けています。大国同士が竜を奪うばい合って争うのか、それとも、ほかの原因で勃ぼつ発ぱつした大戦にドラゴンギルドが巻き込まれていくのか、そのときリーゼは、アルカナ皇こう帝ていマリーレーヴェ三世は、どのような判断を下すのか──など、皆さまが思いを馳はせてくださるほどに、ドラゴンギルドの世界は限りなく広がっていきますので、今後も楽しく想像していただけたら幸いです。




　あとがきで終わってしまうのが寂さみしくて、またもや我が儘ままを言い、四編の掌しよう編へんを収録していただきました。これらは二〇一六年から二〇一八年にかけて、ルビー文庫さんの企き画かくやフェア向けに書き下ろしたものです。

　シリーズの前半に活かつ躍やくしたアナベルやメルヴィネ、リシュリーたちの純じゆん粋すいで初うい々ういしい感じを楽しく読んでいただけたら嬉しいです（文体もおぼつかない感じがするのは私だけでしょうか……五年前ですもんね。とほほ……）。




　あとがきの最後に、あらためて皆さまへ御お礼れいを申し上げます。ＢＬ小説でひとつのシリーズを約六年間・十一冊までつづけることができたのは、読者の皆さまがドラゴンギルドを大切にしてくださったからにほかなりません。本当にありがとうございます！

　竜とバトラーの日常は、ブログ記事にしたりツイッターでつぶやいたりします。今後ともどうぞよろしくお願いします。

　それではいつも通り（？）結社ドラゴンギルドの広報担当に締しめくくってもらいましょう。

「シリーズが完結したのちも弊へい社しやは毎日稼か働どうします。末永くご贔ひい屓きを賜たまわりますようお願い申し上げます」

　竜と魔物が主役の歴史ファンタジー＆お仕事ＢＬ〝ドラゴンギルドシリーズ〟を最後まで読んでいただき、ありがとうございました。

　次のページより始まる四編の掌編もぜひお楽しみくださいませ！








二〇二一年　三月　　　鴇　六連　



























　この数日間、アナベルはもやもやしながら働いていた。

　ナインヘルの行動がおかしい。バトラーのテオと話し込んだり、電話をかけさせたりしている。普ふ段だんの彼はバトラーを寄せつけない。そして、アナベルがほかの竜りゆうたちの依い頼らいを受けるとものすごく機き嫌げんが悪くなる。何度も「仕事だから」と説明しているが聞く耳を持たない。

　そのナインヘルが、アナベル以外のバトラーと行動を共にし、頼たのみごとまでしているのだ。

　──どうして僕に言ってくれないんだろう。僕じゃできないこと……？

　今日、アナベルはナインヘルに付く。これは当番制になっていた。ナインヘルに付ける日は少ないし、だからこそ彼のために仕事をしたい。それなのに、このサラマンダーはすぐ巣に帰り、延々と金髪を梳すいて身体からだを舐なめて、中に入ってくる。今日も帰き還かん後は巣に直行なんだろうな──なにも頼まれないことに寂さみしさを覚えながら、出動前のナインヘルに訊たずねた。

「なにか準備しておくことはない？　食べたいものとか、新しいジグソーパズルとか」

「馬車」

「えっ？　馬車？　どこか行くの？」

　いつも「ない」と即そく答とうするのに。驚おどろいているあいだにナインヘルは出動した。どこへ行くかは教えてもらえなかったけれど、初めて仕事を依頼されたのが嬉うれしくて、アナベルは張り切って馬車を手配する。そうして夕方、帰還したナインヘルに軍服を着せ、馬車に乗り込んだ。

　行き先はハーシュホーン通り。それは魔ま物ものの血を持つ者だけが利用できる高級商店街──通つう称しよう〝魔物通り〟だ。そこへ行く目的を訊きこうとしたが、馬車が動きだすなりナインヘルに抱だき上げられ腿ももに座らされた。息ができないくらい激しく口づけられる。

「あぅ……、んっ、──ナイン、ちょっ、と……お願い、説明してよ。なにしに行くの？」

「今から、おれとアナベルはデートする」

「え！　デ、デート!?」

　絶対にナインヘルの口から出てこない言葉が聞こえて顔が真っ赤になる。

　どぎまぎするアナベルを放ほうって、ナインヘルは段取りを思い出すように長い指を折りながらつぶやいた。

「魔物通りでアナベルが欲しいものを買って、飯屋で美味うまいものを食う。──あと、これだ」

　二つ折りにされた、横長の紙を渡わたされる。ゆっくりと開いて、目を瞠みはった。

「サーカスのチケット……？」

「おまえ、観みに行きたそうにしてただろ」

「う、ん……でも、このチケットどうやって買ったの？」

「テオに頼んだ。黙だまってたほうがアナベルは喜ぶ、とサリバンが言うから」

　ナインヘルとテオが話し込んでいたのはチケット手配のためだと知って、もやもやした気持ちが一いつ瞬しゆんで吹ふき飛んだ。テオに少し嫉しつ妬としてしまっていた自分が恥はずかしい。

「なんで黙ってたほうがいいのか、おれはよくわからねえけど。アナベルは嬉しいか」

「……うん。すごく嬉しいよ。ナイン、ありがとう」

　心を籠こめてそう言うと、また怒ど濤とうのキスが始まった。

　そうして到とう着ちやくしたハーシュホーン通りは、前ほど怖こわくない。ナインヘルが「痺しびれてきた」と言うくらい、彼の人差し指と中指を強く握にぎりしめていたけれど。上質の寝しん具ぐを扱あつかう店で、アナベルは温かそうな寝ね間ま着きを手に取った。

「寝るときまで服を着るのか？　信じられねえ」

「これから寒くなるよ。ナインは寒いの苦手でしょう？　……おそろい、着たいな」

　あきれるナインヘルに、笑われるのを覚かく悟ごでそう言ってみる。するとナインヘルは急に真面目まじめな顔になった。そして【サイズ・Ｄ（＝ドラゴン）】の寝間着を探し出し、アナベルの分もまとめて支し払はらいをしてくれた。リピンへのおみやげにふわふわの毛糸玉を買い、ハーシュホーン通りを出て、レストラン〝リテ・クラウン〟へ向かう。

　帝てい都とで最も古い歴史と格式のある老舗しにせは常に満席で、予約は数か月待ちだ。それなのに、サリバンが電話しただけで席が確保されたという。「リーゼを口説き落とした店らしいぜ」とナインヘルが悪戯いたずらっぽく笑って言った。鉄てつ壁ぺきの筆頭バトラーを陥かん落らくさせるために、サリバンはこの店でどんな作戦を展開したのだろう。アナベルには想像できない。

「わぁ……、綺き麗れい……」

　通された奥の席には大きなガラス窓があり、帝都の中心地を一望することができた。

　夜の色に染まりゆく空と、そこに美しく浮うかぶ大きな時計塔とう。壮そう麗れいなブリッジをライトやカンテラがゆっくりと流れていく。

　夢みたいに綺麗だった。絶望と恐きよう怖ふに満ちたギュスター城の日々が幻まぼろしのように思えてくる。少し怖くなるくらいに、アナベルは今とても幸せだった。

　彩いろどり豊かに盛りつけられた料理は宝石のようで食べるのがもったいない。そう思うアナベルの隣となりで、ナインヘルはどんどん料理をたいらげていく。とにかくサラマンダーはものすごい量を食べる。素す直なおに驚く給きゆう仕じたちにアナベルは笑った。

　そして、本日のメインイベントであるナイトサーカスへ行く。

　夜の闇やみに妖あやしく浮かぶサーカスのテントは大小みっつあり、その天てつ辺ぺんで、太陽と月をかたどった旗が夜風を受けてはためいていた。赤と黄のストライプのテントは入り口がぽっかりと開いていて、早く入っておいでとアナベルを誘さそってくる。初めて知る、妖よう艶えんと魅み惑わくに満ちたサーカス独特の雰ふん囲い気きに、アナベルの胸はどきどきと高鳴った。

「なんで見ねえんだよ、来た意味ないだろ。落ちたらおれが受け止めてやるから見ろ」

　綱つな渡わたりが怖くてナインヘルの腕うでに顔を押し当ててしまった。曲芸をする象を見たナインヘルが「あいつ、でかいな」と驚いて言う。竜のときの巨きよ体たいを忘れているようで可笑おかしい。隣に座る女の子に「竜のおにいちゃんもすっごく大きいよ」とにっこり笑って言われていた。口から炎ほのおを吹く曲芸に妙みような対たい抗こう心しんを燃やすナインヘル。楽しい時間はあっという間に過ぎた。

　サーカスのテントを出ると、ナインヘルはアナベルを抱き上げて建物の屋根を駆かけていく。深夜の風は冷たかったが少しも寒くなくて、ふわふわと心ここ地ちよかった。

　竜の巣に入ると寝しん台だいではなくソファに寝かされた。早くつながりたくて、深く口づけながら互たがいの服を脱ぬがしていく。裸はだかになったアナベルに竜の巨きよ軀くが重なってくる。後こう孔こうに先走りをたっぷりかけられ、硬かたい亀き頭とうで撫なでられると、恥ずかしいほど簡単にそこが柔やわらかくなった。

「あっ……、ぁ……ナイン──」

　大きくて太いナインヘルの陰いん茎けいが挿そう入にゆうされる瞬しゆん間かんには必ず圧あつ迫ぱく感かんに苛さいなまれる。でも今夜はそれがない。早く奥まで来てほしいとばかりに、身体が勝手に長いペニスを吞のみ込んでいく。

　はしたないと思うのに止められない。いつもと違ちがう感かん触しよくにナインヘルも気づいた。

「なん、か……、めちゃくちゃうねってる……どうした？　アナベル……」

　蠢うごめく内ない壁へきの動きに合わせてナインヘルが腰こしを何度も送り込んでくる。

　熱くて強い律動が気持ちよくて「もっと、もっと……」と夢中でねだってしまう。ナインヘルが短く唸うなって一度目の射精をした。わかっている。こんな淫みだらな姿をさらしてしまっている理由は──。

「きょう、……すごく、楽しくて、……幸せだった、から、……」

　乱れた吐と息いきに乗せてそう伝えると、ナインヘルはいつになく笑って優やさしい声を出した。

「デートがよかったのか。なら、これから何百回でも何千回でも連れて行ってやる」

「あぁ……。……もう、いく──」

　その声に身体だけではなく心までもが絶頂へと攫さらわれる。深くつながった下か肢しを震ふるわせて、アナベルは白い蜜みつを飛ばした。それを舐め取ったナインヘルがふたたび激しい抽ちゆう挿そうを始める。

　愛いとしい火竜の腰使いに蕩とろけて、アナベルは夜すがら甘い声を放ちつづけた。

























「わ、っ……なにするの、おろしてよっ」

　発着ゲートでの洗せん浄じようを無理やり終わらせて人型になったサロメに、メルヴィネはすぐ抱き上げられてしまった。手足を思いきりばたつかせても水竜の裸ら体たいはびくともせず、サロメはゲートをあとにして巣へ向かう。

　軍服を着たオーキッドはメルヴィネと一いつ緒しよに大量の水を浴びてしまい、きょとんとしたまま防護服姿のテオに横よこ抱だきにされていた。「サロメのやつ、なんで怒おこってんだ？」「わかんない。もしかして、女の子とおしゃべりしたからかなぁ？」「えっ。それのどこに切れる要素があるんだよ。怖こえぇ……」という二人の会話があっという間に遠のく。

　サロメは大階段を上りながら魔ま力りよくを使って長い銀ぎん髪ぱつを一いつ瞬しゆんで乾かわかした。ずぶ濡ぬれにされたメルヴィネは今も髪かみや制服から水が滴したたっているのに。水色の鱗うろこが浮うかぶ肩かたを叩たたいて声をあげる。

「どうしてぼくたちが連れ戻もどされなきゃだめなの？　オーキッドまでびしょ濡れにして、いくらなんでもひどすぎる！」

「ひどすぎる？　自分の行動を顧かえりみても同じことが言えますか」

「なに、それ……」

　その声の低さに思わず身を竦すくませてしまった。

　今日のメルヴィネはオーキッドを担当していて、先ほどまで一緒に帝てい都との中心街を歩いていた。オーキッドはどこにいても人気者で、彼の存在に気づいた乙おと女めたちがすぐに集まって輪を作る。その人数が多かったから、メルヴィネは『少しだけ道を空けてくださいね』と懸けん命めいにオーキッドを守った。

　すると彼女たちが『あら、可愛かわいらしいバトラーさん』『お名前は？』などと言ってくる。凄すごく驚おどろいたけれど、楽しそうにするオーキッドが『せっかくだし、ちょっとおしゃべりしよ』とささやくので、メルヴィネはしかたなく彼の言う通りにした。

　オーキッドに気を配りながら話していると、くすくす笑う乙女がメルヴィネの腕うでを撫なでてくる。その瞬間、オーキッドとメルヴィネは真上から急降下してきた水竜の前まえ脚あしに二人まとめてつかまれ、ドラゴンギルドへ連れ戻されて、ゲートで大量の水を浴びる羽目になったのだ。

「──っ。サロメ、やめてよ、話を……」

　ひどく機き嫌げんが悪いサロメは言うことをまったく聞いてくれない。巣に入るなり、濡れたテール・コートやスラックスを剝はぎ取られて裸はだかにされ、柔やわらかな寝しん台だいに沈しずめられた。

「サロ、メ……んんっ」

　広げられた脚あしのあいだに長ちよう軀くが重なってきて、大きな手が後頭部にまわされ、嚙かみつくように口づけられた。サロメはメルヴィネの黒髪を一瞬で乾かすと、水すい滴てきの残る肌はだに長い舌を這はわせながら、硬かたくした陰いん茎けいを押し当ててくる。

「いや……、だ……」

　サロメはメルヴィネの腕を──さきほど若い女性に撫でられたところを執しつ拗ように舐なめた。牙きばの先まであてられて、ぞくぞくと肌が粟あわ立だった。

「メルヴィネ……言えるでしょう？」

　ねだられながら挿そう入にゆうすることを殊こと更さらに好むサロメは、いつも強く促うながしてくる。メルヴィネはそれを拒こばめたことがないが、発情していない今、唇くちびるをぐっと嚙みしめ、初めて抵てい抗こうしてみせた。機嫌を直しかけていたサロメはまた眉み間けんに深い皺しわを刻む。

「メル。言いなさい。早く」

「知らないっ。なんで、いつも、ぼく……ばっかり」

　必死で脚を閉じると、身体からだをくるりと返し、うつ伏ぶせになってクッションに顔を埋うめた。

　今日は意識してオーキッドを守る行動を取り、少しだけかもしれないけれどバトラーとして成長できた気がした。それを一緒に喜んでほしかったのに、サロメはよくわからないことで怒って、無理やり連れ戻して──。

「サロメの分からず屋……っ」

　大好きなサロメをこんなにもなじったことは今まで一度もない。さらに怒らせてしまうのを覚かく悟ごで言ったが、背に落ちてきたのは低い声ではなく、くす、という小さな笑い声だった。

「そうですね。メルヴィネばかりが言うのは、よくありませんね……。──では、私が」

「えっ？」

　思いもよらない言葉に振ふり返ると、鼻先が触ふれ合った。その美び貌ぼうには確かに笑えみがあるけれど、金色の瞳ひとみは苛いら立だちのせいで縦長の瞳どう孔こうが狭せばまっている。サロメはメルヴィネの手を取り、尻しりのほうへ持っていきながら耳元でささやいた。

「ここを、メルの手で広げて。愛らしい孔あなが見たいです。よく広げて、私に見せて」

「な、なに言ってるの！　そんなのするはずないっ……」

「なぜです？　私はメルヴィネのおねだりを必ず聞くでしょう？　突ついて、と言えば、メルのいいところを突きます。もっとして、と言えば、好きなだけ搔かいてあげるでしょう？　それなのに、メルは私のお願いを聞いてくれないのですか」

「知ら、ない。わから、な……。──あぁ……っ」

　ひどく戸と惑まどっているあいだに、サロメの手と、そしてメルヴィネ自身の手が尻の割れ目に差し込まれた。からみ合った指が、後こう孔こうをぐうっと押して入ってくる。

「あっ！　いやだ……ゆび、いや」

「ほら……こんなふうに、中の色がわかるくらい広げて……。メルがいつも、どれほど私を欲しがっているか、見せて……教えて」

　一緒に孔をいじる淫みだらな感かん触しよくで一気に発情し、聞くに堪たえない水竜のおねだりに頭がクラクラした。顔を真っ赤にしたメルヴィネは、涙なみだ目めでサロメに縋すがってしまう。

「も、やめてよ……これ以上は言わないで。……ご、ごめんなさい」

「はい。わかりました。本当はもっとおねだりしたいですが、しかたありませんね」

　サロメはいつ機嫌を直したのだろう。今度こそ綺き麗れいに微笑ほほえみながら、いきり立つ性器を後孔に押し当ててくる。発情した人魚の身体は挿入を期待して、堪こらえられないほどに疼うずいた。

「あっ……。サロ、メ」

「メル、言えるでしょう？　いつものように」

「ぅ、ん……。──入れ、て……あっ、ぁ、あ！」

　いつも通りねだれば、ぐしゅう、と水音を立てて、反ったペニスが入ってくる。興奮に息を乱すサロメが「メル……私だけのメルヴィネ」と繰くり返し名を呼び、長い射精を始めた。

　サロメにねっとりとした恥はずかしいおねだりをされるくらいなら、メルヴィネからしたほうがずっといい。「サロメ、もっと、もっと……奥まで」と乞こいながら、人魚は水竜の甘く激しい抽ちゆう挿そうに溺おぼれていく──。







　──翌朝、オーキッドにすぐ謝ったけれど、薔薇ばら色いろの頰ほおをいつもより紅あかくする彼は、兄竜の乱暴な行動をまったく気にしていなかった。

「ねぇねぇ、メルヴィネ、聞いて。昨日テオにね『寒いよ、温めて』っておねだりしたの。彼ったら、『めんどくせえなあ』って言ってたけど、びしょ濡れの軍服を脱ぬがしてくれて、すっごく優やさしく身体を拭ふいてくれて、そのあとね……」

「わぁ、テオさん素す敵てきだね。そのあとどうなったの？　ぼくまでどきどきしてきちゃった」

　オーキッドがとても嬉うれしそうに話してくれるから、昨日のモヤモヤも恥ずかしさもすっかり忘れて、夢中で聞き入ってしまうメルヴィネであった。

























　心ここ地ちいい風がライラックやブルーベルを揺ゆらす春の午後──フェンドール公こう爵しやく・リシュリーは、ドラゴンギルドの本社でバトラー業務に励はげんでいた。

　リシュリーを背に乗せたファウストは午前中に本社に到とう着ちやくし、今はテオの指示を受けて任務地へ出動している。リシュリーが担当する竜りゆうはフォンティーン。中庭の椅い子すに座って分厚い本を読む彼の手には半はん透とう明めいの青い蹼みずかきがあり、そして薬指に金色の指輪が輝かがやいていた。

「綺き麗れいな指輪だね。さっきゲートでオーバーホールをしたときも前まえ脚あしの指にちゃんと嵌はまっていて、外れたり割れたりしなかった……特とく殊しゆな金属でできているのかな？」

「そうだ。ジュストが研究を重ねて金属にわずかな伸しん縮しゆく性を持たせ、私の魔ま力りよくで性能を高めた。この身が朽くちるまで外れることはない。リシュリーも左手に指輪がある。弟の鱗うろこだな」

「うん……。少し前に、ファウストは一機だけで婚こん礼れいに参列したんだ。厳おごそかな雰ふん囲い気きと、初めて見た指輪の交こう換かんにとても感動したみたいで──」

　婚礼から帰ってきたファウストは、『リシュリーに不ふ滅めつの愛を誓ちかう』と言って己おのれの鱗を抜ぬき、黒と金に煌きらめく小さな輪にしてリシュリーの薬指に優しく丁てい寧ねいにつけてくれた。

　美しい鱗の指輪と大切な誓いの言葉をくれたファウストへ、身につけるものを贈おくりたいけれど、まだ見つけられていない。伸縮自在の指輪ほど素敵な贈り物はないと思う。ジュストみたいな素す晴ばらしい研究能力が私にもあれば──リシュリーがそのようなことを考えていると、オーキッドが泣きそうな顔で走ってくるのが見えた。

　小こ柄がらな風竜は勢いよくフォンティーンの腿ももに座り、厚い胸むな板いたにひしっとしがみつく。

「お兄さま聞いてっ、今日バトラーが誰だれも付いてくれなくてね、ぼくひとりぼっちなの」

「ならばここにいるといい」

　フォンティーンがオーキッドの巻き毛を撫なでたのでリシュリーまで嬉うれしくなった。

　しかし緊きん急きゆう案件が入ってフォンティーンは出動することになり、リシュリーはオーキッドの希望で一いつ緒しよに四つ葉のクローバーを探しはじめた。

「うぅん……やはり簡単には見つからないものだね」

「うん、ぜんぜんないの。ぼく、ずうーっと探してるんだ、テオにプレゼントしたくて」

　そう聞くとテオとオーキッドのためにますます見つけたくなる。

　よしっ、と腕うで捲まくりをして草花の絨じゆう毯たんにくまなく触ふれたとき、よっつのハート形の葉がくっついているクローバーが揺れて、喜びのあまり「ああーっ！　あったぁ！」と柄がらにもなく思いきり叫さけんでしまった。

「わあっ、リシュリーすごい、すごーいっ！　夢みたい！　ねえっ、リシュリーが摘つんで！」

「テオに摘んでもらうのはどう？　そうすればもっと特別で大切なものになると思うんだ。見失わないように目印を……このハンカチはオーキッドが持っていて。私からのプレゼント」

　興奮冷めやらぬまま白いハンカチで輪を作り、四つ葉のクローバーを囲って、ハンカチが風で飛ばされないよう小石を置く。オーキッドは頰ほおを薔薇ばら色いろに染めて大きな瞳ひとみを輝かせた。

「ハンカチもプレゼントしてくれるの？　ありがとう！　ぼくもなにかお返ししたい！　でも、今はこれしか持ってないの……今度、贈り物を持ってフェンドールへ行くね！」

　オーキッドは個包装されたショートブレッドを手て渡わたしてきて、ぎゅっと抱だきつき、「リシュリー大好き！」と頰にキスをしてくる。テオのところへ夢中で駆かけていくオーキッドを見送って中庭を進むと、ベンチに並んで座っているシャハトとキュレネーに会った。

　いつも一緒にいる仲のいい二機は、珍めずらしく言い合いをしていた。

「どうして怒おこるの？　僕はキュレネーに甘いお菓か子しをプレゼントしたいだけなのに。このガラス石、きらきらしてるからとびきり甘くて美味おいしいよ。はい、どうぞ」

「嬉しいけど、ぼくは石が食べられないからシャハトが食べてって言ってるでしょ、もーっ」

　喧けん嘩かの内容も、言い合いをしているのに手をつないでいるところも、彼ららしくて微笑ほほえましい。リシュリーは竜たちに近づき、ショートブレッドを差し出した。

「よかったら、シャハトとキュレネーで食べてくれないか」

「えっ、いいの？　このピンね、今日の任務地で拾ったんだ、きらきらのガラス石がついてるんだよ。リシュリーにあげる」　>>>♥

　キュレネーに甘い菓子を食べてもらえたらそれでいいシャハトは、美しいガラス石のついたピンをくれた。にこにこして菓子を食べる竜たちに手を振ふり、中庭を歩いて屋内に入る。

　するとそこに美び貌ぼうのバトラーが立っていて、なぜか壁かべと睨にらめっこをしていた。

「ジュスト？　どうしたんだ、なにか深刻なトラブルが起きたとか……？」

「お疲つかれさま。あのね、健けん康こう診しん断だんのお知らせポスターを貼はってまわってるんだけど、最後の一枚でピンが足りなくなっちゃって。事務室に取りに戻もどるの面めん倒どうだなぁ～って思ってたとこ」

「はは、そうか、トラブルじゃなくてよかった。だったらこれを使ってくれないか？」

「綺麗なピンだね、いいの？　ありがとう、すっごく助かる！　ねえリシュリーちゃん、僕たちの巣に来ない？　僕、今から三十分休きゆう憩けいだし、ピンのお礼したいんだ」

　水竜と美み魔まの巣は多くの書しよ籍せきで埋うめ尽つくされていて、片かた隅すみがラボラトリーのようになっている。促うながされて椅子に座ると、ジュストが小さな容器を机に置いた。

　リシュリーは淡たん緑りよく色しよくの目を瞠みはる。容器の中で不思議な輝きを放つそれによく似たものを見たことがあった。

「フォンがつけてる指輪、この金属で作ったんだよ。リシュリーちゃんも作ってみない？」

「し、しかしっ、かなり稀き少しようなものだろう？　いいのか……？」

「うん、ピンのお礼。なぁんて、じつはこれリシュリーちゃんのために取っておいたの。リシュリーちゃんもファウストくんに指輪をプレゼントしたいんじゃないかなぁって思って」

「ジュスト……ありがとう。本当にありがとう！」

　見み蕩とれてしまうほど綺麗に微笑む美魔の、色の異なる瞳は、リシュリーの想おもいを読み取る魔力が宿っているに違ちがいない。「混ぜても大だい丈じよう夫ぶだよ」とジュストに教えてもらい、自身の角を少し削けずって金属に含ふくませ、ピンセットで根気よく形を整えていく。

　やがて、この世界にふたつとない、素晴らしい贈り物ができあがった。

「綺麗にできたね。ファウストくんすごく喜ぶよ！　ふふ、今夜は眠ねむらせてもらえないねえ。せっかく作った指輪が熔とけちゃうよ、燃えすぎないように気をつけてね。ウフフ……」

　胸がいっぱいで泣きそうにもなっていたのに。色気たっぷりの美魔に迫せまられてまごまごしてしまい、「う、うん」としか返せなかったことがやや悔くやまれる。

　ジュストに何度も礼を言って自分たちの巣に戻り、そわそわしながらファウストの帰りを待った。いつも帰き還かんしてすぐ抱だきしめてくる彼に、今日は自分から抱きつくと、「リシュリー、どうした」と優やさしく髪かみを撫でてくれる。

「ファウスト、聞いて。──不滅の愛を誓ってくれたファウストに、私も、永久の愛を誓う」

　声も、指輪を持つ手も震ふるえているけれど、想いを懸けん命めいに言葉にして、褐かつ色しよくの長い指にリングをそっと滑すべらせた。ファウストは凄すごく驚おどろいて目を見開いたあと、リシュリーを搔かき抱いだいてくる。黒色のまつげを伏ふせて、指輪に唇くちびるを寄せるファウストの姿は涙なみだが滲にじむほど愛いとしい。

「リシュリーの角を感じる。俺は指輪を絶対に外さない。この身が朽ちるまで」

　私も、というリシュリーの声は激しい口づけに消えていった。

　ジュストの言葉通り、黒い竜と一角獣は、指輪が熔けてしまわないか心配になるほどの熱く甘い夜を過ごす──。







　──翌朝、夜明け前のゲートから出発するファウストとリシュリーのことを、竜の兄弟とバトラーたちが見送ってくれた。ジュストが片目をパチンと閉じ、リシュリーも笑え顔がおで大きく手を振る。フェンドール公爵領へ飛ぶファウストが高度を上げていく。

　雷竜ヴオルトの指に嵌まる指輪が、昇のぼりはじめた朝あさ陽ひを受けてきらきらと煌めいた。



















　　　　†




　ドラゴンギルドの筆頭バトラーは常に多た忙ぼうを極きわめている。夜明け前の激務で始まり真夜中の激務で終わる毎日を、リーゼは三十年余もつづけてきた。

　中庭で彩いろどり豊かに咲さくチューリップやライラック、ブルーベルの馨かぐわしい花か香こうが竜りゆうの巣まで漂ただよってくる春しゆん暁ぎよう──例外なく今日も激務によって一日が始まろうとしていた。

「──あっ、あ……、ん……っ」

「ハ、ァッ……すっごく気持ちいい。リーゼくんっ、愛してる、好きだよ、大好き！　ぼくだけの黒くろ猫ねこちゃん」

　寝しん台だいでまどろみから浮ふ上じようすると、必ず長大な陰いん茎けいが尻しりに埋うめられ、サリバンがげんなりするほどの愛を浴びせてきている。

　ともに暮らしだしたころは毎朝ぶち切れて怒ど鳴なりつけていたが、なぜか喜ばれるだけなのでそれもやめて久しい。萎なえることを知らない絶ぜつ倫りんの風竜はわざと腰こしを強く叩たたきつけ、リーゼを完全に覚かく醒せいさせてから長い射精をした。

「ふ、ぅー。リーゼくん、おはよー。お風ふ呂ろいこっか。はい、抱だっこ」

「………」

　なぁにが「ふ、ぅー」だ、「はい、抱っこ」だ、朝からばかみたいに出しやがって──しかし目覚める前から激務を担になわされていたリーゼは、頭はまだ働いていないのに息は切れ切れで、喉のども渇かわいていて思うように文句が言えなかった。

　数日のあいだ起きたままでも支障ない竜の一族にとって、毎夜の就しゆう眠みんは絶対に必要なものではなく、言わば彼らの最大の趣しゆ味みである。そしてサリバンはたまらなく好きな睡すい眠みんよりもリーゼの中にいることを選び、わずかな時間で熟睡したのちふたたび挿そう入にゆうしてくる。

　世界最強の肉体と生せい殖しよく器官を持つシルフィードの精液を三十年余も大量に注がれつづけたせいか、リーゼまで三時間ほど眠ねむれば事足りる身体からだになってしまった。そのような特異体質は要いらないし、精液を浴びる量と性交の時間を削さく減げんして普ふ通つうに寝ねたい。リーゼは長年〝七時間の爆ばく睡すい〟という言葉に淡あわい憧あこがれを抱いだいていた。

「いま、何時……？」

「五時ちょうどだよ。ほら、早くつかまって、抱っこしてあげるから。はい」

「抱っこしたいなら抜ぬけ」

　陰茎を抜く気など更さら々さらないサリバンはにっこり笑い、あきれるほど端たん整せいな顔をリーゼの頰ほおにゴリ、と押しつけ、しつこく「リーゼくん。はい」と言う。無視したら両手を取られて緑色の鱗うろこが浮うかぶ肩かたをつかまされた。

「……っ」

　サリバンが立ち上がると長い茎くきが根元まで入ってくる。風ふ呂ろ場ばへ向かって歩くたび、ぐり、ぐり、と亀き頭とうが思いがけないところに当たって「あっ、あ」と声が勝手に漏もれてしまった。

「リーゼくん、ペニスの先っぽ濡ぬれてきたよ、かわいいね……」

　うっとりした表情を浮かべるサリバンに腰をつかまれ、少し持ち上げては落とされるたび、抜けかけた竜の性器が、くちゅっ、ぱちゅっ、と音を立てて一気に最さい奥おうへ戻もどってくる。

「ひっ、あ……っ、あ」

「射精したばっかりだから、中すごくぬるぬるだね。おしりの孔あなから出るリーゼくんのいやらしい音、ぼく大好きだよ」

「うる、せっ……、さっさと風呂っ、行け」

　なおもつながったまま、バスタブに入ったサリバンの胡坐あぐらの上に座らされた。熱めのシャワーが降ってきて広い風呂場があっという間に湯気でいっぱいになる。

「もう抜けって」

　聞いていないサリバンはリーゼの陰いん部ぶから目を離はなさずに石せつ鹼けんを泡あわ立だて、いつも通り「洗いっこしよ」と微笑ほほえむ。たっぷりの泡を纏まとう大きな手で背を撫なでられ、胸を反らしてしまった。

「あぅっ」

　両方の尖とがりをつままれて、ペニスが嵌はまり込んでいる尻をびくっと揺ゆらすと、目の前にある柳りゆう眉びが悩なやましげに歪ゆがむ。突とつ起きを執しつ拗ように洗い、また「乳ち首くびこりこりになったよ、かわいいね」と愛めでるサリバンは、リーゼの臍へそに指を入れ下生えを泡まみれにして、先せん端たんから透とう明めいの蜜みつを垂らしているそこを念入りに洗っていく。

　ぴんと立っていても細い茎に、長い指が絡からみついてくる。敏びん感かんなところに媚び薬やくを塗ぬり込まれたような錯さつ覚かくに陥おちいって堪こらえられなくなった。

「あ、あぁ……。ん、サリバン、……」

「ね、リーゼくんも洗って？」

　力の入らない手で懸けん命めいに泡立てたけれど、陰いん囊のうをコリッといじられた拍ひよう子しに石鹼を取り落としてしまった。頰にキスされ「手についてるソープだけで大だい丈じよう夫ぶだよ」と優やさしくささやかれたリーゼは筋肉の隆りゆう起きした腕うでや胸むな板いたを撫でていく。

　片かた眼鏡めがねをかけていないぼやけた目でも、よく見える。サァサァと降ってきているシャワーよりも熱くて甘い愛を惜おしみなくリーゼに注ぎ、いま口づけようとしてくるサリバンは、肌はだがぞくぞくとざわめくほど美び麗れいだった。

「リーゼくん。愛してる」

「ん……」

　唇くちびるを少し開いてサリバンの唇を受け止める。口の中がすぐに竜の舌でいっぱいになる。

　ちゅ、くちゅっ、と音を立てて唇や舌を吸い合い、熱くなった互たがいの肌を夢中で撫でまわした。

　逞たくましい腕や背に浮かぶ、橄欖石ペリドツトと緑玉石エメラルドを重ね合わせたような、神秘的な鱗。リーゼの左手の薬指で三十年余も輝かがやきつづける緑色の指輪。鱗同士の触ふれ合う感かん触しよくがリーゼは好きで、サリバンもいつも心ここ地ちよさそうにする。

「……あ！　んんっ……あぅっ」

　にわかに腰を突つき上げてくるサリバンを猫ねこの瞳ひとみに映した。

　広い背で波打つ、砂金で染めたような綺き麗れいな髪かみ。金色に煌きらめく長いまつげと整った鼻び梁りよう。

　十五テナー（約二百センチ）あるしなやかな体たい軀くは、風竜のときにはこれ以上ないほど強きよう靭じんになる。豊かな鬣たてがみは凪ないでいてもおのずとなびき、風を編む濃のう緑りよく色しよくの鉤かぎ爪づめは竜の兄弟のうちで最も長い。

　美しく端麗な容よう貌ぼうと完かん璧ぺきな肉体を持つシルフィードはまさに神の造形と言える。

　──が、如何いかんせんその性格に非常に難があった。

「ハアッ、リーゼくんっ」

　いまだかつて性せい衝しよう動どうを抑おさえたことがない、否いな、そのような考えは微み塵じんも持たない淫いん奔ぽんな竜が息を乱しながら体位を変える。リーゼは腰をつかまれ、バスタブに背を預ける格好で開かい脚きやくさせられた。激しい抜き差しに翻ほん弄ろうされて、赤くなった性器が泡と蜜液を撒まき散らす。

「あっ、あっ、あっ……！」

「ペニスぷるぷる揺れてかわいいね。リーゼくん好きだよ。ハ、ア、いく」

「だめだ、抜けっ……手でも口でも、好きなほうで、してやる、からっ」

「ぼく今リーゼくんのおしりに出したい気分なの」

「やめろ！　朝は一度だけにしろって……あっあ、っ……何なん遍べん、言ったら、わかるんだっ」

　𠮟しかりつけた途と端たんサリバンは異様に興奮し、ハァッ、ハァッと息づかいを一層妖あやしくした。絶え間なく抽ちゆう挿そうしながら荒あらい息を頰にぶつけてくる。

「ねえ、知ってる？　ぼくのこと𠮟るリーゼくんのおしりの中に射精するとね、どうにかなっちゃうくらい気持ちいいんだよ。リーゼくん、口では𠮟ってるけどおしりで精液ちょうだいっておねだりしてくるの。ハァ、もう、もう、たまんない、だぁい好き」

「ばか、か！」

　変態竜のスイッチがいつどのようなタイミングで入るのかさっぱりわからない。

　つながりをほどこうとしたが筋肉の盛り上がった両腕に阻はばまれた。美貌が台なしになるほどニィッと笑うサリバンは、リーゼを抱き竦すくめて動けなくすると猛もう烈れつに腰を送り込んでくる。

「やめ、ろ、って……！　んぁっ、ぁ、あ」

「ほら、ほら、ぼくもういっちゃうよ？　リーゼくんの言いつけ聞かないで、孔の奥にうんとたくさん射精しちゃう。もっと𠮟らなきゃ」

「だめ、だっ、なか……は、……あっ。だめ、だめ……」

「だめなの？　でもおしりとろとろだよ？　だめって言いながら気持ちよくなっちゃうなんて、リーゼくん最高にヤラシイ。好き、大好き」

「なに言ってんだ、てめぇ……、あ、出したら、許さね……あっ、あぁ」

　粘ねん液えきにまみれた尻しりの入り口を長大な陰いん茎けいでこすられ、感じるところばかり突かれてリーゼまで昇のぼりつめてしまいそうになる。下腹に力を込めて耐たえ、激しい動きを止めるために竜りゆうのペニスを締しめつけたとき、一いつ瞬しゆんだけ喉を反らしたサリバンがブルブルッと腰こしを震ふるわせた。

「今のすごいっ、気持ちいいっ。いく、いくっ、リーゼ愛してる、リーゼくん、──っ！」

「ああぁ、……」

　絶ぜつ倫りんのシルフィードは放ほう尿にようを思わせるような長い射精をしながら口づけてきて「ぼくの精液、美味おいしい？」などという馬ば鹿かげたことを真しん剣けんなまなざしで訊たずねてくる。

　腹立たしくてしかたないリーゼは端整な顔を片手で鷲わしづかみにした。「きゃー、痛ぁーい」と嬉うれしそうに言うサリバンを無視して顔を横に向けさせる。その拍子に白はく濁だくした蜜がビュッと勢いよく飛び出してきて、達するつもりのなかったリーゼは「ぁ、んっ」と情けない声まで漏らしてしまった。

「ペニスがお返事してくれたぁ。漏らしかたすっごくかわいい！　──あれっ？　大変、ぼくまた出そう」

「おい！　いいかげんにしろよおまえ」

「ぼくのせいじゃない、リーゼくんがいやらしくてかわいいからだめなんでしょ？　もう」

　サリバンは屁へ理り屈くつをしゃあしゃあと宣のたまいながら腰を突き出して三度目の射精を終える。そのあとも孔の中や萎なえた性器を舐なめしゃぶってくる変態竜の脳天にゴツンッと鉄てつ拳けんを食らわせ、ようやく風呂場を出た。

「朝からめちゃくちゃしやがる。俺ァ五い十そ路じだぞ？　ちっとは労いたわれってんだ」

　美しくて端麗なのに。仕事もできるのに。スケベで変態なのがまことに残念でならない。

　洗面台の鏡に映る、片眼鏡をかけた二十歳はたちほどの青年と目を合わせてぼやいたリーゼは、ソファのほうから聞こえてくる「リーゼくーん、早く拭ふいてー」という声を無視して先に自分の身なりを整えていく。

　サリバンとリーゼは私服や寝ね間ま着きを持たない。軍服と制服さえあれば充じゆう分ぶんで、それはドラゴンギルドと運命をともにする覚かく悟ごのあらわれでもあった。

　緑色の鱗うろこが煌めく長ちよう軀くを手早く拭き、長い金髪を三つ編みにして、萎えていても存在感のある一物を下着へ入れる。性しよう懲こりもなくまた嵩かさ高くなって下着から飛び出てきたそれを、チッと舌打ちをしながら乱暴に押し込んだ。

「そんなヤラシイ触さわりかたするから勃ぼつ起きしちゃうんだよ？」

「至って普ふ通つうだろうがよ、おまえこんなんでいちいち立ててんのか？　アナベルやメルヴィネに引かれてねえ？」

「わ、リーゼくんたら、やきもち？　かわいい！　ぼくのペニスはリーゼくんじゃなきゃ勃起しないんだよー」

「へぇへぇ、左様か……」

　三十年ほど前の、夜ごと異なる魔ま物ものや人間を抱だいていた淫奔なシルフィードに聞かせてやりたい台詞せりふだった。

　夜明け前の激務をこなすと──サリバンの怒ど濤とうの愛情確かく認にんや戯たわむれに付き合うと、とてつもなく腹が減る。銀ぎん灰かい色しよくの軍服を着せ、二人で食堂へ向かった。

　早朝から稼か働どうしている食堂のカウンターには肉料理や魚料理、サラダとスープとパン、ブレックファストのプレート、数種類のジュースやデザートがずらりと並んでいる。

「リーゼくん、飲みたいものだけ持って先に座っててね」

「ん」

　ライムの輪切りが浮うかんだピッチャーと、グラスをふたつ取っていつもの席についた。

　サリバンがリーゼの朝食を手ずから盛るようになったのはいつからだろう。思い出しもできないことをぼんやり考えながら、竜の兄弟やバトラーたちが立つカウンターを見つめる。

　バーチェスは眠ねむそうで、ガーディアンは朝から素す晴ばらしく男前である。オリビエはキリッとしており、居眠りしたまま朝食をとるレスターはすでにうとうとしながら皿に料理を盛っていた。

　ジュストと一いつ緒しよに食堂へ入ってきたフォンティーンに、サリバンがからみだす。戯れる竜の兄弟を放ほうってブレックファストのプレートを手に取ったジュストが、リーゼのテーブルへ近づいてくる。

「ボス、おはようございます」

「おう。おはよう」

　にっこり微笑ほほえむジュストは今日も最高に美人で、リーゼは満まん悦えつを覚えた。フォンティーンの巣で暮らすようになってしまったのが非常に不服で腹立たしいが、朝食は一緒にとらないと決めたことは褒ほめてやらねばなるまい。

　しかしジュストは挨あい拶さつだけをしてバトラーたちの集まるテーブルへ行ってしまった。

　たまには隣となりに座ればいいのに、つれない息むす子こである。ほんのり濡ぬれたアプリコットオレンジの髪から美み魔まのスケベな匂においがだだ漏もれになっているではないか、朝からなにをしたんだ、許しがたい──三十分前の己おのれの痴ち態たいをころっと忘れたリーゼは空腹も相あい俟まって苛いら立だち、貧びん乏ぼう揺ゆすりをしながらフォンティーンの背をギロッと睨にらみつけた。

「リーゼくーん、お待たせー」

「はらへった」

　ミートボールやロブスターのグリルが山盛りになった四枚の大皿が並べられる。サリバンは一皿分をさっと食べ、あとは紅茶を片手にリーゼが料理を頰ほお張ばるところを延々と眺ながめる。

「おくちの中いっぱいだね。今日も最高にかわいくて綺麗だよ、ぼくだけのリーゼくん」

　にこにこ笑うサリバンは三十年余のあいだ毎日のように同じ言葉をささやき、食事をとるリーゼを飽あきもせず愛めでる。見えないはずのハートが次々と飛んできて、膨ふくらんだ頰にぽこぽこぶつかってくるのも、いつものことだった。

　緊きん急きゆう案件や帝てい国こく軍からの呼び出しなどがない限り午前六時五十七分まで過ごし、食堂を出たところでテール・コートのポケットから取り出した手て袋ぶくろを嵌はめる。そうしてリーゼは脱だつ衣い室へ向かうわずかのあいだに〝ぼくだけのリーゼくん〟から〝ドラゴンギルドの筆頭バトラー〟へ意識を完全に移行させる。

「ねぇリーゼくん、ぼく今日は帰き還かんが遅おそいんじゃなかった？　やだなあ。離はなれてるあいだもぼくのこといっぱい思い出してね。知らないおじさんについていっちゃだめだよ。あぁ心配」

「いつまでもでれでれベタベタしてんじゃねえ」

　腰や尻を撫なでてくる大きな手を、バトラー用の白い手袋を嵌めた手でパンッと払はらった。

　リーゼが公私混同を甚はなはだしく嫌きらっていることをサリバンは理解しているが、時折過度に触ふれたり抱きしめたりしてくる。そういうときは容よう赦しやなく撥はねのける。

　しかし、そんなに強く当たっただろうか。

　サリバンは黙だまって硬かたい表情を向けてきた。いつもは「痛ぁい、もう」と、おどけてにっこり笑ってくるのに。なにも言わないまま脱衣室の扉とびらを開けた彼につづき、午前七時ちょうどに入室したリーゼはテオからクリップボードを受け取る。

「おはようございます。朝の打ち合わせを始めます」

　テオの声に皆みなが挨拶を返す。頭の中におおかた入っている【任務地一覧】に目を通すと、サリバンの帰還予定は午後八時となっていた。早くはないが遅すぎるわけでもない。

　リーゼはクリップボードから離した視線を従業員たちへ向ける。

　──ナインヘルのやつ、またか。

　長軀揃ぞろいの竜たちの中でも抜ぬきん出た巨きよ軀くを持つサラマンダーは、最後列の猫ねこ脚あし椅い子すに腰かけ、口を開けて居眠りをしていた。リーゼの視線に気づいたアナベルが慌あわてて揺すっても起きない。本来は怒ど鳴なりつけるところだが、ナインヘルは毎朝出席するようになっただけで充分なので放っておく。

　サリバンと同様に帰還が遅いシーモアは、丸い眉まゆを八の字にしてしょんぼりしていた。彼は土中の暗さは大好きだが夜の闇やみが怖こわい。しかしこれは任務なのできっちり遂すい行こうさせ、その代わり帰還後に食べるホールケーキをひとまわり大きくしてやる。

　シャハトとキュレネーは互たがいの任務内容を見比べていた。メルヴィネは現場主任の言葉をせっせと手帳に書き、サロメが慈じ愛あいに満ちた笑え顔がおで見守っている。そしてオーキッドは──。

　──おい。こら、オーキッド。

　シルフィードという竜種は瞳ひとみからハートを飛ばす能力でもあるのだろうか。オーキッドは【任務地一覧】そっちのけでひたすらテオへ熱の籠こもった視線を送っている。

　目を半開きにしたリーゼは、すぐ横で打ち合わせを進めるテオを見た。

『うちのボスはサタンだから』と『休み欲しいっす』と『エマージェンシーだぁ！』ばかり言うこの男のなにがいいのか？　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって昨今の仕事に対する姿勢は認めてやろう。だがそれとこれとは話が別である。

　──おまえだけには断じてやらんぞ。

　かっ！　と猫ねこの瞳を見開くと、真しん剣けんな表情をしていたテオは突とつ然ぜんビクッとして「な、なんすか……？」と、悪魔を見るような目でリーゼを見てきた。

「──解散。各おの々おの現場で業務に入れ」

　始業と同時に脱衣室を出るのはサリバンに近づく隙すきを与あたえないためだった。

　しかし、いつも笑顔で投げキスをしてくるのに、今はリーゼに背を向けている。見たことのない光景に思わず「ん？」と声が出た。

　──あいつ拗すねてんのか？　なんでだっけ？

　筆頭バトラーの思考回路になっているリーゼはその疑問さえすぐに忘れた。コツコツと踵かかとを鳴らし、ポニーテールを揺らして執しつ務む室へ向かう。

　午前中はなにかと忙せわしない。パイプに火もつけないうちから、新聞を抱かかえたジュストがやってくる。

「ボス、電話を取って。リシュリーちゃんとつながってるから」

「リシュリー？」

　送受話器を上げると、フェンドール支社の責任者が『朝早くから申し訳ない』と焦あせった声を出した。新聞を机に置いたジュストは手早くパイプに火をつけ、リーゼにくわえさせて執務室を出て行く。

『昨日の夕刻、ファウストと帝国軍が接せつ触しよくした』

　リシュリーの話によれば、まだ雪に覆おおわれている山奥で鹿しかを深追いした二人の猟りよう師しが、帝国軍の敷しき地ちに接近してしまったという。大勢の兵士に囲まれた猟師たちを助ける際、ファウストは一人の兵士の小しよう銃じゆうを誤って破は壊かいした。

「事件や事故にならん話だな。新聞にも載のってない。奴やつらの敷地内に侵しん入にゆうしてないなら金で解決できる」

『駐ちゆう屯とん地ちの副司令官と話は済ませたのだが、本件はまちがいなく総司令部に伝わる。そちらのほうが心配で……』

「かまわん、対応しておく。フェンドール支社は本社より帝国軍と遭そう遇ぐうする率が高い、今後も気を抜くな。兵士の負傷や敷地内への侵入は話が少々難なん儀ぎに──」

　そのとき電話の向こうでガチャガチャッと派手な音が鳴る。『あっ、こらファウスト、やめなさいっ』と小さく叫さけぶリシュリーは送受話器を奪うばわれたようだった。

『リーゼ、そこにいるのか？　リシュリーに危害を加えるな。リーゼでも絶対に許さない。制裁は俺が受ける』

「制裁？　ははっ、どこの悪の組織だよ。制裁を受けなきゃならんことをしたのか？」

『俺とリシュリーは悪いことをしていない。皆を守り、自然と調和を保つのが俺の仕事だ』

「いい心構えじゃねえか。おまえはおまえの仕事をきちっとやれ。ほかの面めん倒どうなことはリシュリーや本社が行う」

『わかった』

　電話を切るとき『わかった、じゃなくてイエス・サーだよ』『研修で習った。次はまちがえないよう気をつける』という、白銀の地に棲すむ生き真面目まじめな魔ま物ものたちの会話が聞こえてきた。

　リシュリーの報告書によると、ファウストは村に住む奥方らに料理を習ったり、子供たちだけの茶会に特別に招待されたり、最近では婚こん礼れいに一機だけで参列したらしい。物静かで勤勉な黒竜は思いのほかコミュニケーション能力が高そうで、フェンドールの民たみに愛されはじめているとわかる。

　トントンと扉がノックされたので「どうぞ」と返事をすると、ウェスト・コート姿に黒いアームカバーをしたレスターが入室してきた。リーゼはパイプの煙けむりをぷかぷか浮うかばせながらつぶやく。

「……とは言え、あいつはまだまだだな。フェンドールの暮らしには慣れただろう。そろそろ本社でも仕事をさせなくてはならん。タフな仕事をみっちりとな」

「リーゼさん。にやにやしてないで私用発着願にサインと印章をお願いします」

「俺がいつにやにやしたってんだ」

「今もしてますよ。早くファウストを本社に来させて可愛かわいがりたいって顔に書いてあります」

「………」

「先ほどガーディアンとバーチェスが言ってきたのですが、今夜、遊びに行くらしいです。彼らの発着願は午前中に処理しないといけません。確かく認にんしたところ、リーゼさんの未処理トレイに五機分の発着願が溜たまっております」

　恐おそろしくマイペースで眠ねむりながら朝食をとるくせに、妙みように鋭するどいところがある。あのレンズの厚い黒くろ縁ぶち眼鏡めがねが妖あやしい。『顔に書いてあります』と言われたリーゼは自分の顔をゴリッとこすり、未処理トレイに山積みになっている書類から五枚の私用発着願を探し出す。

　最初の二枚はガーディアンとバーチェスのもので、申しん請せい理由も同じだった。

【申請理由：帝都の中心街へ行く。帰還は明け方】

　誰だれよりも自由を愛するガーディアンは、ギルド創立当時はよく行方ゆくえをくらまし、リーゼと衝しよう突とつしていた。現在は規律に則のつとって自由を謳おう歌かしているから、歓かん楽らく街で夜を過ごされるのは少々寂さみしいが文句はない。さらさらとペンを走らせてポンと印章を押し、次の書類へ移る。

「ほう、ナインヘルか。珍めずらしいな」

【申請理由：アナベルが、リピンとメフィストもサーカスへ連れて行って、わたあめ買ってやれ、と言ってうるさいから】

「サーカス？　綿わた飴あめ？　なんだこりゃ。ナインヘルのやつ親父おやじみたいになってるじゃねえか」

「ナインヘルに言われまして、サーカスのチケット四枚は手配済みです」

「なんでメフィストはあいつにばっかり懐なついてんだ。俺じゃだめなのかよ？」

「メフィストが可愛いのは本当によくわかりますがもう少し心の声を抑おさえてください。だだ漏もれです」

　本当はリーゼがサーカスに連れて行きたいし綿飴を買ってやりたい。だが時間が確保できないのでサインを書いてしぶしぶ印章を押す。次の二枚はドラゴンギルドの生真面目組のものだった。

【申請理由：キュレネーと一いつ緒しよにエール湖へ泳ぎに行きます】

【申請理由：シャハトと一緒にエール湖へ泳ぎに行きます】

「なにぃ。シャハトのやろう、またキュレネーを独ひとり占じめしやがる──」

　そこまでぼやいたとき、無言で立つレスターが妖しい黒縁眼鏡をクイッと上げた。リーゼは乱暴にサインして印章をゴリィッ…と押しつける。五枚の私用発着願を受け取り、それぞれのサインと印章を見比べたレスターは、「これはこれは……わかりやすい」とつぶやきながら執務室を出て行った。

　入れ替かわりにふたたび来たジュストが淹いれたての珈琲コーヒーを机に置く。

「総司令部から呼び出しがあったよ。さっきのリシュリーちゃんの電話と関係ある感じ？」

「ああ。連中、相変わらず張り切ってやがる。くだらんことでいちいち大層に騒さわぐの疲つかれねえのかな？　付き合わされる俺ァとてつもなく疲れるんだが」

「ふふっ……。軍人さん、今すぐ来いって言ってたけど、今日は午前中に商談が二件入ってるし午後二時三十分で返事しといたよ。ボス都合悪い？　悪かったら連れん絡らくしなおすね」

「問題ない」

　美味うまい珈琲を啜すするリーゼは、とびきり別べつ嬪ぴんでそつなく仕事をこなす息むす子こにまた満まん悦えつを覚え、あの堅かた物ぶつの水竜には渡わたさんと心に誓ちかう。パイプからぼっふぼっふと煙が立つ。ずっとここにいてもいいのに、綺き麗れいに微笑ほほえむジュストは「いい風、吹ふいてるよ」と言って窓を開け、アプリコットオレンジの髪かみをふわりと揺ゆらして執務室を出て行った。

　花か香こうや春の陽ひの匂においが、柔やわらかな風に乗って執務室へやってくる。

　ドスン、ドスン……という竜の足音と、出動のアナウンスがドラゴンギルドに響ひびく。

　聞き慣れた心ここ地ちいいそれらに耳を傾かたむけながら、リーゼは書類を捌さばいていった。




　　　　†




　旅行会社、銀行とつづけて商談し、また書類を処理して、大量の昼食を短時間でとり、執務室へ戻もどってきた午後二時──。扉とびらがノックされたので「どうぞ」と返事をすると、防護服姿のオリビエが入ってきた。

　東洋の人形を思わせるほど美しく、そしてやや尖とがった性格のバトラーは紅あかい唇くちびるを淡たん々たんと動かした。

「さっき主任が『エマージェンシーだぁ！』と叫びました。すみませんがお願いします」

「またかよ。あいつ、たまにはなんとかしようと思わんのか？　それに俺は総司令部に行かなきゃならねえんだ。何時間拘こう束そくされるかわからんぞ？　夜までかかるかもな」

　そんな調子では永遠にオーキッドは手に入らんぞ、というテオへの意地悪な気持ちがまったくないと言えば噓うそになるが、本当に総司令部に長くいることになるかもしれなかった。陸軍元げん帥すいが姿を見せるか否いなかで大きく変わってくる。

　悩なやましげに眉まゆをひそめるオリビエは、リーゼでも少しぞくりとするほど妖よう美びだった。

「俺も主任に『ボスは無理ですよ』って言ったんですけどね……。今日、どうしてもオーキッドが単機になってしまうんですよ。俺たち、あいつを独りぼっちにさせたくなくてボスにお願いしようと思ったんです。でもやっぱり無理ですよね、オーキッドには半日だけ我が慢まんしてもらいます」

「三十分ほどで戻ってくる。俺の防護服、用意しとけ」

「えっ。変わり身早すぎません……？」

　オリビエはびっくりしたあとひどく胡う乱ろんな目つきで見てきた。部下たちの達ての願いを快かい諾だくしただけなのになぜ怪け訝げんな顔をされなくてはならないのか、納なつ得とくがいかない。

　とにもかくにも今日の最優先業務は「オーキッドを単機にしないこと」となった。リーゼは帰き還かんしていたエドワード老とサロメを伴ともなってアルカナ大たい帝ていの宮きゆう殿でん群へ向かう。

　通された総司令部の一室は、勲くん章しようをじゃらじゃらつけた高等階級の軍人ばかり座っていて非常にむさくるしい。たった一丁の小しよう銃じゆうが破は壊かいされただけでよくもこんなに集まれるものだと感心してしまう。

　わずか二十八歳で陸軍元帥の座に就ついた若造は、この部屋にはいなかった。新元帥とはまだ一度も顔を合わせていない。

　そして、掃はき溜だめに鶴つるよろしく、煌きらびやかな孔雀緑ピーコツクグリーンの軍服と同色のマントを纏まとうサージェント法務将校が最後列に座っている。端たん整せいな顔に似つかわしくない間の抜ぬけた大あくびをしたサージェントは、涙なみだの滲にじんだ目で「早く終わらせてくれ」と訴うつたえてきた。

　頼たのまれなくても速すみやかに終しゆう了りようさせる。呼び出されることを利用し、新元帥の座に就いても沈ちん黙もくを貫つらぬく無礼者を引っ張り出してやろうと思っていたが、気が変わった。

　リーゼはオーキッドを決して独りにはしない。

　竜たちを最優先とするのがドラゴンギルドのバトラーである。

　怒ど鳴なることしか能がない軍人たちをこてんぱんに言い伏ふせ、笑うのを必死で堪こらえているサージェントに目だけで「またな」と伝え、十五分ほどで総司令部をあとにした。

「あんなに厳しく言って大だい丈じよう夫ぶなのかい？　あの子ら、きっと泣いているよ。気の毒に……」

「今日のリーゼは優やさしかったです。もっと罵ば詈り雑ぞう言ごんが飛び交かって、聞くに堪たえないときがほとんどですから」

　ギルドを陥おとしいれようとする連中にまで思いやりを持つエドワード老と、淑しとやかに微笑みながら酷ひどいことをしれっと言うサロメとともにドラゴンギルドの正門を通り抜ける。

　そこで立ち止まったリーゼは片眼鏡をカチャリと鳴らし、猫ねこの瞳ひとみを半開きにした。

「なぁにがドラゴンギルド・ガレージだ」

　それは正門の近くに設しつらえられた、フォンティーンの作業場を指す。

　精密機械好きの風変わりな竜りゆうがジュストのために作った自動車は魔ま女じよの森で燃えて、リーゼは清々したのだが、ガレージを得たフォンティーンは以前よりも意欲的に自動車作りを始めてしまった。

　尤もつとも、簡易ガレージを置いていいかジュストに訊たずねられ、「邪じや魔まになったらすぐ畳たたむから。ねぇ、おねがい、父さん」とねだられて、二つ返事をしたのはリーゼなのだが。

　ドラゴンギルド・ガレージで作業中のフォンティーンは、軍服ではなくジュストに手配させたオーダーメイドのつなぎを着ており、なぜか彼の担当バトラーまで同じものを着る決まりになっていた。

　リーゼは大おお股またでガレージへ近づく。揃そろいのつなぎを着たフォンティーンとエリスの会話が聞こえてくる。

「前の車は〝ジュストのために駆かける〟号だったろ。これは？　完成してから考えんの？」

「もう決めてある。〝永久の愛を誓う水竜と美み魔ま〟号だ」

「愛はとても素す敵てきだからあんまり言いたくないんだけど……。前の名前も、その名前も、ださいと思う」

「ださい」

「ジュストさんは優しいから『いい名前だね』って言ってくれるだろうけどさあ。お洒落しやれなジュストさんに似合うような、もうちょっとこう、シュッとした名前のほうが喜ぶと思うんだ」

「シュッ……？　〝永久の愛を誓う水竜と美魔〟号ほど素す晴ばらしい銘めいはないと思ったのだが。ふむ。再考の余地ありか」

「うん、ありだね」

　エリスがかぶらされているキャップや二人が着ているつなぎの背には【Dragon Guild Garage】の刺し繡しゆうが施ほどこされ、二の腕うで部分と胸ポケットに【D.G.G.】のワッペンまでついている。堅物なくせして遊び心満まん載さいなのが、また腹が立つ。

　なによりリーゼを憤ふん慨がいさせるのは、フォンティーンの左手の薬指で輝かがやく金色の指輪だった。

　あれは水竜の姿のときでも前まえ脚あしの指に嵌はまっているから伸しん縮しゆく自在の金属と思われる。おそらくジュストが研究した特別なもので、竜の強きよう靭じんな魔力も宿っているのだろう。

「リーゼさん、エドワードさん、サロメ、お疲れさまです！」

　元げん気き潑はつ剌らつなエリスは洒落たつなぎと斜ななめにかぶったキャップが妙みように似合っている。

　リーゼは、しゃがんで黙もく々もくと作業をするフォンティーンの前に立った。まっすぐの銀ぎん髪ぱつを揺らして見上げてくる竜を、ギンッと剝むいた目で見おろす。

「おまえにくれてやるとは言ったがな、あいつをいつでも連れ戻す権利が、父親の俺にはあるんだぜ？　それを忘れんなよ。くだらねえことして泣かせてみろ、即そく座ざに連れ戻し、おまえを再起不能にしてやる」

　可愛かわいい息子が自分のものでなくなるなどとは、なにがあっても、絶対に、いっさい認めない。

　きょとんとするフォンティーンとびっくりしているエリスたちを置いて、リーゼはずんずん歩いていく。

「僕らと同い年に見えるのに、やっぱり中身はぜんぜんちがうーっ。頑がん固こおやじ」

「リーゼにあれほど執しゆう念ねん深いところがあったなんて……。古くからの付き合いですが知りませんでした」

「はは、長生きするものだなぁ、頑固おやじのリーゼが見られるとは。ジゼルが知ったら、たまげたあと大笑いが止まらなくなると思うよ。フォンティーン、おまえさん、ずいぶん難なん儀ぎな舅しゆうとを持ったね」

「はぁ、舅ですか。──エリス、スパナを持ってこちらへまわってこい。ここを押さえろ」

「はいよー」

　ドラゴンギルドの筆頭バトラーは忙いそがしいので彼らが口々に言うそれを聞いている暇ひまはない。ギルドの大扉を開け、エントランスホールを抜けてコツコツと廊ろう下かを進む。脱だつ衣い室ではアナベルがキュレネーに軍服を着せていた。

「リーゼさん、お帰りなさい！」

「オーキッドは？」

「今から帰還します。リーゼさんの防護服はダブルチェック済みです、よろしくお願いします」

　防護服を着てブーツに履はき替かえ、ゴム手て袋ぶくろとマスクとゴーグルを装着し、デッキブラシを持って階段を駆け上がる。

　ゲートには帰還したバーチェスとシャハトがいて、ジュストたち四人のバトラーが洗せん浄じようとオーバーホールをおこなっていた。第三ゲートに立ったリーゼは遠方の空に若草色の星が輝いていることを確かく認にんし、誘ゆう導どう灯とうをつけた。

　オーキッドがのろのろ着陸して大量の水が降ってくる。竜にしては小さい身体からだに乗って若草色の鱗うろこを磨みがいていく。

「どうした、元気ねえな。任務遂すい行こうできなかったのか？」

「あれっ？　その声って、もしかしてリーゼくん？」

　うなだれていたオーキッドは目をぎゅっと閉じたまま顔を上げ、鼻をすんすんと動かしてリーゼの匂においを確かめた。洗浄とオーバーホールを終え、テール・コート姿になって脱衣室へ戻もどると、オーキッドが濡ぬれた身体も拭ふかずに抱だきついてくる。

「あーん、よかったぁ。ねえリーゼくん聞いて、今日ね、ひとりぼっちだって思って、ずっと悲しかったの。でもさっき元気になったよっ。リーゼくんがぼくの担当バトラーになってくれるのって、すっごく久しぶりだよね、うれしい！」

「俺がおまえを独りぼっちにするわけないだろ」

　この魔ま性しようの天使に眩くらまない者はいないと言いきれる。ふわふわのバスタオルで優しく包んでやれば、オーキッドは頰ほおを薔薇ばら色いろに染めてにっこり笑う。たまらなく愛らしい。薔薇色の頰にキスしたくなる。

　かけがえのない笑え顔がおを守るために、リーゼは我が身を賭としてドラゴンギルドを駆く使ししつづけるのだ──。

　オーキッドに軍服を着せてくるくるの巻き毛を乾かわかす。彼の好みのハンドクリームで手をケアし、脱衣室を出る前にローズの香こう水すいをほんの少しつけてやる。

「遊びに行きたいところはあるか？　ティー・ハウスでも菓か子し屋でも、ハーシュホーン通りでもいいぞ。馬車を手配するか？」

「ううん、ぼくギルドにいたいのー。テオのお仕事が終わったらすぐ会えるように」

「なにっ？」

「ねぇねぇ、メフィストくんたちのとこ行こっ。リーゼくんと中庭でお花を見ながらお茶して、一いつ緒しよに四つ葉のクローバー探すのも楽しいなぁって迷ったんだけどね、綺き麗れいなお花は飼育小屋にもいっぱい咲さいてると思って！」

　かなり引っかかる言葉が出てきたが、上じよう機き嫌げんのオーキッドに腕を組まれてベタベタに甘えられるとそれも翳かすむ。

　飼育小屋にはメフィストたち四機の幼生体のほかに、今日の飼育小屋担当のメルヴィネと、先に遊びに来ていたキュレネーとアナベルがいて、オーキッドはたいそう喜んだ。もしここにジュストがいたら「ワォ、ボス好みのカワイコちゃん大集合」などと言ってくすくす笑うに違ちがいない。

　だがこれはバトラーの業務である。飽あくまで業務なのである。

　清流のそばに広がる柔やわらかな草の絨じゆう毯たんでオーキッドとメルヴィネはフェアリーたちと戯たわむれ、リーゼはベンチの真ん中に腰こしかけ、アナベルとキュレネーが両りよう隣どなりに座った。抱き上げたメフィストは孵ふ化かしたときよりずいぶん重くなり、会話もつづくようになっている。

「メフィスト、おまえサーカス行くんだってな？」

「ウン！　とーちゃん、さーかす、いつ？　あした？」

「ふふ、明日は無理だけど、ナインの帰き還かんが早い日に連れて行ってもらおうね。とっても楽しみだね」

　メフィストはアナベルのことを──孵化に魔力を貸してくれた魔女のことを父親と認識している。これは非常に稀まれであり、ギルド内で仮説や議論が交かわされたが、今ではすっかり定着していた。

「ないんへる、わたあめかってくれるよ。りーぜと、りぴんと、めふぃすとにかってくれる」

「綿わた飴あめはメフィストとリピンだけな」

「どして？　りーぜは、わたあめきらい？　わたあめ、あまくてふわふわなんだって」

「嫌きらいじゃないが俺はギルドで留守番だ。外に出たら、とーちゃんの言うことをよく聞いてイイ仔こにするんだぞ。泣くのも我が慢まんだ、おまえの泣き声でみんなの鼓こ膜まくが破れちまうからな」

　大きな瞳ひとみをぱちくりさせるメフィストは、どうやらリーゼもサーカスに行くと思っていたらしい。仕事を投げ出して行ってやろうかと本気で考えてしまう。まぶたを閉じて「ウーン」と考えごとをする小さなサラマンダーは、なにかをひらめいたようで、ぱちっと目を開けて言った。

「めふぃすとのわたあめ、ちょっとりーぜにあげるね。さーかすいけないから、おみやげね」

　メガトン級の可愛らしさに鼻血が出そうになる。

　この幼生体は本当に世界最強・最大・最強種を誇ほこる火竜なのだろうか。ナインヘルほど凶きよう暴ぼうになる必要はないが、このままでは〝とーちゃん〟そっくりの優やさしくて穏おだやかなサラマンダーに成長しかねない。

「俺ァ綿飴なんぞよりおまえを食っちまいたいぜ──」

　レスターに注意されたばかりなのにまた心の声を漏もらしてしまった。

　びっくりしたメフィストは「とーちゃんっ、りーぜこわいよ」とアナベルにしがみつき、キュレネーが「リーゼ、鼻血出てるよ……」と静かにつぶやく。

　耳の下あたりで切り揃そろえた銀髪をさらさらと揺ゆらすキュレネーは、軍服のポケットからレースのハンカチを取り出して鼻血を丁てい寧ねいに拭いてくれた。竜を世話する立場にもかかわらず竜に世話をさせてしまったことを申し訳なく思いつつ、どさくさに紛まぎれて彼の華きや奢しやな肩かたを抱く。

「ふっふっ、ふ……」

　磨すりガラスを通って届く、柔らかな春の陽ひ射ざし。

　小川の流れる清らかな音と、爛らん漫まんと咲きこぼれる美しい花々。

　魔性の天使と人魚と幼生体たちが戯れるここは楽園であろうか。腕うでの中には興奮を覚えるまでに儚はかなげなオンディーヌがいて、素す晴ばらしく別べつ嬪ぴんな金きん髪ぱつ碧へき眼がんの魔女と、世界一、否いな、宇宙一可愛い火竜の幼生体もいる。

「至福、ってやつだ──」

　これだからドラゴンギルドの筆頭バトラーはやめられない。

　どれほど多た忙ぼうな日々がつづこうとも。夜明け前と真夜中に激務があろうとも──。




　　　　†




　至福のときは驚おどろくほど瞬またたく間に過ぎた。飼育小屋で兄弟たちと遊び、夕食を済ませたオーキッドを巣へ送った午後七時五十三分──。ふたたび脱衣室に戻ったリーゼは、オーバーホールを終えたシーモアに軍服を着せていた。

「リーゼ、あのね、レスターがね、ナインヘルの火が入ったカンテラを持たせてくれたんだ。だから今日の帰り道はちょっとだけ怖こわくなかったよ」

「ほう、そりゃよかったじゃねえか。シーモアのケーキ、いつもよりひとまわりでかいの焼いてくれってオーダーしといたぜ。一緒に食堂へ行こうな」

「ほんとっ？　わぁい、リーゼありがと！　お仕事がんばってよかったー」

　丸くて甘いホットケーキのようなシーモアの笑顔を見ると、リーゼまで優しい気持ちになれる。しかし上着のボタンがほとんど留められず、たちまち苛いら立だった。

「おまえ、またでかくなったんじゃねえ？　俺が見てないところで土食ってるだろ？」

「えっ。……そ、そ、そんなこと、ない、よ」

「じゃあなんでこんな軍服きちきちなんだ、え？　作り直さなきゃだめだろうがよ」

　リーゼに怒おこられたシーモアがモジモジしだしたとき、ゲートのほうから嗅かぎ慣れた匂いが漂ただよってきた。

　その強きよう烈れつな雄おすの色いろ香かはひどく危険で、〝ドラゴンギルドの筆頭バトラー〟を〝ぼくだけのリーゼくん〟に変えてしまう魔力がある。だから無視しないといけないのに、振ふり返ってしまった。

　──サリバン。

　洗せん浄じようとオーバーホールを終えたサリバンが歩いてくる。いつも満面に笑みを湛たたえて「リーゼくーん」と駆かけつけ、抱だきしめようとしてくるが、今は無表情でリーゼを一いち瞥べつすることもなく定位置に立った。違い和わ感かんのある様子にリーゼは首をかしげる。

「サリバン、お帰りなさい。任務遂すい行こうご苦労さま」

　ジュストが濡ぬれた長ちよう軀くを拭ふいていく。その手て際ぎわのよさと心ここ地ちよさには定評があるのに、サリバンはわざとらしく文句をつけた。

「ねえ。ペニスちゃんと拭いてくれない？」

　低い声が、やけに耳につく。なんでもそつなくこなす古参のバトラーは性器を持ち上げ、茎くきの裏側や陰いん囊のうを丁寧に拭いた。ふいに竜がクスッと笑い、ジュストの掌てのひらにあるそれが膨ふくらんで立ち上がる。

「ああ、ごめん。ジュストの手が気持ちいいから勃ぼつ起きしちゃった」

　あからさまな当てつけにリーゼは激しく苛立ち、猫ねこの瞳でサリバンを睨にらんだ。美み魔まはいっさい臆おくすることなく「困ったさんだねー」と笑ってあしらう。

　機嫌が悪いのか知らんがジュストを巻き込むな──そう𠮟しかりつけるよりも早く、サリバンが扉とびらへ向かって歩きだした。

「サリバン？　ちょっと、どこ行くの？　服を着なきゃ。髪かみもまだ編んでないよ、ねえ」

　呼び止めても聞かないサリバンは脱だつ衣い室を出て行き、静かになった大部屋に、苛立つリーゼと、あきれ顔のジュストと、状じよう況きようがわからないけれどにこにこしているシーモアが残された。

「シーモアくん、この椅い子すに座って待っててくれる？　おなかすいてるよね、ごめんね。すぐ戻もどってくるからね。すぐだよ」

「はーい」

　ぎゅむ、とシーモアは猫ねこ脚あし椅い子すに嵌はまり、リーゼはジュストに両りよう肩かたをぐいぐい押されて部屋の隅すみへ連れて行かれた。美び貌ぼうのバトラーは、シーモアには耳が溶とけそうなくらいの甘ったるい声を出していたのに、リーゼには眉まゆを吊つり上げてくる。

「もう、ボスってば、いったいなにしたの？」

「俺はなにもしてねえよ」

「なにもしてないことないでしょ、サリバンがあんなふうになるなんてよっぽどだよ」

　そう言われても心当たりがない。眉み間けんに皺しわを寄せて記き憶おくをたどり、朝に一いつ瞬しゆんだけ表情を硬かたくしたサリバンをどうにか思い出したが、あれが尾おを引いているとは到とう底てい考えられなかった。

「僕がシーモアくんを食堂へ連れて行くから、ボスは上がって。早く巣へ帰ってあげなよ」

「こんなくだらんことで担当を変える必要はない。それに未処理の書類が山ほどある。ジュストがシーモアを担当しても俺は執しつ務む室へ戻るだけだ」

「だぁめ。だいたい、今みたいに私情でイライラしてたら書類の処理なんてできないでしょ。今日のお仕事はおしまい」

「………」

「親同士がケンカしてると子供はとっても心配しちゃうんだよ？　だから僕のためにも早く仲直りして。ね？　──父さ、ン」

　両肩に手を添そえられ、うしろから甘ったるい声でささやかれて苛立ちが一瞬で霧む散さんした。

　締しまりのない顔をするなというのは無理である。肩に置かれたジュストの手を揉もみしだいてやろうと思ったのに、スッ…と外されてしまい、「なんでだよ」と文句を言った。誘さそってきたくせに紫むらさきと桃もも色いろの瞳を半開きにしたあきれ顔で「早く行ってあげなって……」と言う息むす子こは、ひどくつれない。

　軍服を持たされたリーゼはしぶしぶ巣へ帰り、扉を開いた。

「………」

　竜の巣に明かりは灯ともされていない。

　軍服を棚たなに置き、小さなランプだけをつけると、砂金で染めたような美しい金の髪がソファの肘ひじ掛かけから垂れているのが見えた。リーゼは脱ぬいだテール・コートとウェスト・コートをハンガーにかけ、アスコットタイも外して応接セットへ近づく。

　サリバンは肘掛けに頭を乗せてソファに仰ぎよう臥がしていた。絨じゆう毯たんについてしまっている長い金髪を編もうとしたが、触ふれた瞬間に大きな手でパンッと払はらわれる。今朝、リーゼがサリバンにそうしたように。

「髪はいい。──咥くわえて」

「ずいぶんご機き嫌げんななめだな。だからってジュストを巻き込むな、ふざけた真ま似ねしやがって」

「うるさいなぁ。さっさと咥えなよ」

　サリバンが怠だるそうに上体を起こしてソファに座り、腕をつかんでくる。次の瞬間、リーゼは絨毯に無理やりしゃがまされ、筋肉の盛り上がった腿ももに挟はさまれていた。後頭部に手がまわってくると同時に口内が熱い肉につ塊かいでいっぱいになる。

「ぐ、う……っ、んっ！　ん、っ！」

　サリバンはセックスと変わらない腰こし使づかいで口こう腔こうを犯おかしてきた。喉のど奥おくを突つかれて息が詰つまり、視界がぶれる。竜りゆうの性器はいきり立ち、次々と分ぶん泌ぴされる先走りは嚥えん下かが間に合わない。それなのに、頭上から降ってきた声はひどく冷たいものだった。

「あー、もう。ぜんぜん気持ちよくないや。やめた。おしり出して」

「……かっ、は……っ。サリバンっ、おまえ、なんでそんな怒おこっ、て──」

「ぼくがいちいち言わなきゃリーゼは自分がしたことに気づけないわけ？　だめな仔こ」

「ま、待て！　やめ、ろっ」

　どれほど抵てい抗こうしても、手加減を忘ぼう却きやくした竜には絶対に敵かなわない。身体からだを軽々と持ち上げられて腿に座らされ、衣服や靴くつまで乱暴に剝はぎ取られる。両りよう膝ひざの裏をつかまれて裸はだかの下か肢しを大きく開かれたとき、後こう孔こうにぬるついた亀き頭とうが当てられてビクッと足が震ふるえた。

「うあ、ぁ……！」

　背面座位の格好で、慣らされなかった窄すぼまりが拓ひらかれていく。少しも馴な染じんでいない結合部をサリバンは容よう赦しやなく突いてくる。リーゼの細身が跳はねて、ポニーテールや両足のアンクレットが激しく揺ゆれた。

「ひっ、ひぃ、っ」

「きみ、仕事中になにしてるの？　ぼくには公私混同は許さないって言うくせにっ、今朝だって、でれでれベタベタするなって撥はねのけたくせに！　兄弟やバトラーとベタベタしてるときの締まりのない顔、ぼくが視みてないとでも思う？　ぼくが視てるのわかっててしてるなら、絶対に許さないっ！」

「くっ……おまえ、なにを言っ、て──あっ、う、ぁっ」

　痛みを伴ともなう突き上げに邪じや魔まされて、サリバンが悋りん気きを起こしている理由がすぐにはわからなかった。従業員たちとのやりとりはリーゼにとっては飽あくまで業務だが、それがサリバンの瞳ひとみには過度の接せつ触しよくに映ったのだろうか。

「あうっ！」

　屹きつ立りつをサリバンに握にぎりしめられて声をあげてしまう。今は甘さも快楽もないのに、黒くろ猫ねこの身体は長年連れ添っているシルフィードの感かん触しよくにどこまでも従順だった。

「ペニスもう硬くしてる。リーゼは多情で淫いん乱らんだもんね。がまんできない仔だもんね。だからオーキッドと腕うでを組んだりキュレネーの肩かたを抱だいたり、お気に入りの可愛かわいい仔を飼育小屋に集めたり、資金パーティーで女に触さわるのも、総司令部で軍人の膝に座るのも、なにもかも全部やらなきゃ気が済まないんだっ」

「……おまえっ、また」

　サリバンはまた不要の嫉しつ妬とに駆られ、嫉妬による妄もう想そうで自じ滅めつ行こう為いに走っている。

　そしてこの執しゆう念ねん深い風竜はリーゼが忘れ去ったことまで完かん璧ぺきに記憶し、こうして怒いかりに任せて詰なじってくる。

「離はなれてるあいだもぼくのこといっぱい思い出して、って言ったよね？　でもリーゼはぜんぜんぼくのこと思い出さないで可愛い仔たちとイチャイチャばっかりしてる。ぼくはいつだってリーゼくんのことしか想おもってないのに！」

「………」

　激しい抽ちゆう挿そうがやみ、リーゼはゆっくりと振ふり返る。首に顔をうずめてくるサリバンは、竜だから涙なみだを落とさないだけで、泣いているように見えた。

　美しくて端たん麗れいなのに。仕事ができて弟たちを大切にする、とても魅み力りよく的な竜なのに。

　リーゼの亭てい主しゆは時折、非常に難なん儀ぎになる。

「サリ、バン……聞け」

　でも不要の嫉妬に苛さいなまれるのは凄すごくつらいだろうから、なんとかしてやりたい。緑色の指輪とブレスレットが煌きらめく左手をうしろへ伸のばし、乱れた髪に触れて言う。

「仕事、中に……心が、ぐらつく、のは……、サリバンだけ、だから」

「どういうこと？」

　間近にある金色の瞳に戸と惑まどいが生じる。リーゼは少しだけ笑って、猫ねこの瞳を深くまでからませる。

「オーキッドとベタベタしてもキュレネーの肩を抱いても、飼育小屋でちびたちと過ごしたって、特になにも。すぐ仕事に戻る、というよりあれは業務だ。けど、サリバンだとそうはいかなくて……私情が、入りそうになる」

　先ほども、ゲートから脱だつ衣い室へ入ってきたサリバンの様子がいつもと違ちがうだけで、そればかり気になった。私情で苛いら立だっていることもジュストに簡単に見み抜ぬかれた。

「サリバンのこと、は……仕事中は、思い出さない。そんなことしたら筆頭バトラーじゃいられなくなる。亭主の帰き還かんを待つだけの黒猫に戻っちまう。だからサリバンのことは思い出さないように我が慢まんしてるんだ。俺だって我慢くらいできる。公私混同は許さないって俺がよく言うのは、自分を戒いましめるためだ。──サリバンの誘ゆう惑わくにすぐ落ちそうになるからな」

「リーゼくん、それほんと？　本当なの？　うそじゃない？」

「噓うそなんかつくかよ……」

　必死で公私混同を抑おさえているなんて情けないことは口にしたくなかったけれど、でも、言葉にすれば必ずサリバンの心へ届く。

　つながりをゆっくりほどいてリーゼをソファに寝ねかせ、「ねぇリーゼくん、黒猫ちゃんの格好して……」と甘くささやいてくるサリバンは、怒りを消し、嫉妬を忘却していた。

　強い憤いきどおりをぶつけられたあとに甘やかされるとリーゼは駄だ目めになる。素す直なおにうなずき、クッションに頰ほおを寄せ、肩と両膝をソファにつけて尻しりを上げた。

「おしりの孔あな、真っ赤になってる。ごめんね」

「ん、ぁ──」

　赤くなったそこに口づけられ、ねっとりと舐なめられて、痛みが一いつ瞬しゆんで吹ふき飛んだ。サリバンは後孔にキスを繰くり返し、くちゅくちゅと音を立てて舌をうねらせる。淫みだらな快感だけになって、はしたなく尻を揺らしてしまう。

「あ……ぁ、ん」

「痛くなくなるまで舐めたい。リーゼくん、まだ痛い？　痛いよね？」

　噓などつかないと言ったばかりなのに、「まだ、いたい」と唇くちびるを動かす。長い舌を奥まで入れられて射精感が一気に高まり、先せん端たんの小孔がひくつく。

「あっあっ……。サリバン……もうっ、いく、──」

　ひどく恥はずかしいけれど、ソファを汚よごしたくないから掠かすれた声で伝えた。サリバンはすぐに大きな手で震える性器を包み込んでくれる。

　リーゼは腰を振って竜の掌てのひらを三度突き、四度目で蜜みつを漏もらした。

「は……っ」

　サリバンは手に溜たまった白はく濁だくを飲みほし、リーゼを仰ぎよう臥がさせて覆おおいかぶさってくる。綺き麗れいに微笑ほほえんでいたのに、長い金髪がさらさらと流れ落ちたとき、急に表情を曇くもらせてリーゼの胸に顔を伏ふせてきた。

「リーゼくんっ。髪かみ……、ねえ、髪、編んで。ばらばらしてるの、いや」

「さっき編もうとしたのに……」

「手、痛かったよね、ごめん、ごめんね」

　髪を編めと言っておきながらサリバンは手を取り、余すところなく口づけ、指を一本ずつしゃぶって「はぁ……指輪、増やそうかなぁ」と熱っぽくつぶやく。手をべたべたにされたリーゼがあきれぎみに「編まなくていいのか」と言うと、ようやくパッと手を放した。

　きらきらと煌めく金色の髪を手て櫛ぐしで整え、丁てい寧ねいに編む。できあがっていく三つ編みを幸せそうに見つめるサリバンのことが、リーゼはたまらなく好きだった。

　先を結んだ三つ編みをぎゅっと握ると、サリバンがゆっくりと体内に入ってくる。

「あ……。サリバン……」

「リーゼくん愛してる……来世もその次も、そのまた先も、ずっとずっとだよ」

　三十年余のあいだ夜ごと言葉にしてきたそれを、サリバンは今夜もまた、初めて口にするみたいに言う。それは祈いのりの言葉にも似ていて、リーゼの心を強く震わせる。

「ずっとずっとだよ、約束。お仕事中は思い出せなくても忘れないで」

「忘れたことなんか、ない。来世もその次も、サリバンが迎むかえにくるの嬉うれしいから」

　今日は心の声が漏れてばかりだった。照れくさくて頰が熱くなる。笑うサリバンは、また少し泣きそうな顔をした。

　そうして風竜と黒猫の夫ふう婦ふは性愛行こう為いを繰り返す。サリバンはリーゼの好きな速さでペニスをぎりぎりまで抜ぬき、また根元まで挿そう入にゆうして、感じるところを突ついてくる。熱くて甘くて、つながったところから溶とけてしまいそうだった。リーゼは縋すがるように三つ編みを握り、腰こしをくねらせた。

「リーゼ。愛してる。ぼくだけのリーゼ」

「あっ、あっ。……俺も、愛し、て──あっ、いく。サリバンっ、また、いく、から」

「うん、ぎゅってするね」

　射精を伴わない絶頂はあまりにも快感が強すぎて、リーゼは今も一人で耐たえることができない。厚い胸むな板いたと逞たくましい腕に包まれると、後こう孔こうが竜のペニスをしゃぶるようないやらしい動きをする。サリバンも悩なやましげに眉まゆをひそめ、腰を振って射精した。

「リーゼくんっ、リーゼ……っ」

「あ、ぁ──、きもち、い……」

　涙が出るほど気持ちよくてたまらない。それなのに、どうしてかサリバンは抽挿をやめてしまった。まだ欲しいリーゼは煌めく三つ編みをちょんちょんと引っ張って訊たずねる。

「なんで……。もう、終わり……？」

「ううん。もっといっぱい、うんとたくさん愛し合うんだけど、ね」

「？」

「うーん……」

　美しく端麗なシルフィードはリーゼの中に入ったまま、金色に煌めくまつげを伏せて暫しばし思案する。そうして彼には珍めずらしく、やや口くち籠ごもりながら言った。

「リーゼくんがフォンティーンに言った、『あいつを連れ戻もどす権利が俺にはあるんだぜ』っていうの……あれ、私情だから、ね……。リーゼくん、お仕事中に私情が思いっきり出ちゃってるから……」

「はぁー？　あれのどこが公私混同だってんだよ」

「リーゼくんの気持ちはよくわかるよ、ぼくも似たようなこと思ってるもの。でも仕事中にぼくがフォンくんに『ジュストを泣かせたら連れ戻すから！』なんて言うの、へんでしょ？」

「違ちげぇよ、あれはだな、我が社の大事な中ちゆう堅けんバトラーがだな、……かーっ。おまえ、わかってねぇなぁ」

「かーっ。じゃなくてね、あれほんと公私混同だから……。べつにいいけど──」




　　　　†




　ドラゴンギルドの筆頭バトラーは常に多た忙ぼうを極きわめている。夜明け前の激務で始まり真夜中の激務で終わる毎日を、リーゼは三十年余もつづけてきた。

　そして今日も例外なく、激務によって一日が始まる。

「──あぁ、……ん、はぅ……」

「リーゼくん好きだよっ、愛してる、ハァ、ぼくだけのかわいい黒くろ猫ねこちゃん……っ」

　まどろみから浮ふ上じようすると、ソファから寝しん台だいへ移動していた。尻の中には長大な陰いん茎けいがあり、サリバンが大量の精液と、げんなりするほどの愛を浴びせてきている。

「サリ、バン」

「ふ、ぅー。リーゼくん、おはよー。なぁに？　どうしたの？　抱だっこ？」

「俺、は……おまえ、だけを……、めちゃくちゃ愛してるぜ……」

「わあっ、リーゼくんから言ってくれるなんて夢みたい！」

「最高だろ……？　だからしばらくイイ仔こにしてろよ……わかったな」

　不要の嫉しつ妬とや自じ滅めつ的な妄もう想そうをして暴走するのはよせ、という意味だが、果たしてこの難なん儀ぎな竜は意味を正しく理解できるだろうか。

「はぁーい」

　極めて軽けい率そつな声を出したサリバンはリーゼの唇をチュッチュッとついばみ、「リーゼくんの大好きなあわあわのお風ふ呂ろ作ってくるね」と、るんるんしながら風呂場へ駆かけていく。

「信用ならねぇ返事だな、おい……」

　あの様子では今回の出来事をころっと忘れ、また些さ細さいなことで悋りん気きを起こして大暴れしそうだった。でもそのときはまた、きちんと言葉にして伝えればいい。来世、再来世を誓ちかったあのときから変わらず一機の風竜だけを恋こい慕したっていることを。

　こうしてリーゼは執しゆう念ねん深くて嫉しつ妬と深いサリバンの猛もう烈れつな愛を一身に浴びながら、激務で始まり激務で終わる日々を送りつづけるのだろう。

　来世もその次も、そのまた先も、ずっとずっと。
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竜ドラゴンは四し季きを巡めぐり恋こいをする




～ドラゴンギルド～
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